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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









プロローグ


１　地の月二十六日　体育館地下にて


２　獣の月十日　　　第七校舎裏手にて


３　緑の月二十四日　学園内プールにて


４　塩の月五日　　　倉庫にて


５　精霊の月三十日　学園長室にて





　あとがき
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プロローグ




　ジルサニア王国のために奉ほう仕しする騎き士したちにも、それぞれ休息の時間がある。その時間をどう使うかは自由だが、中には休日を返上してまで仕事をする者もいる。必要にかられてか、それとも趣しゆ味みなのか。


　今、赤あか目め隊たいの部屋にて文章を書いている騎士ミロクについても同様だ。仕事ではないが、強制されてやっている。


　くせのある茶ちや髪ぱつと、野性的な顔つきが活発な印象を与あたえる。そしてその印象はほぼ間ま違ちがっていない。剣けんは誰だれにも負けない自信があるのに、ペンに持ち替かえた途と端たん、誰よりも貧弱になるのがミロクという男だ。


「なに書いてんだ？」


　そんなミロクが積み上げた原げん稿こう用よう紙しの山を見るのは、同どう僚りようのディアート。長ちよう髪はつを搔かき上げながら、涼すずしい顔で原稿用紙に指を走らせる。


「……見りゃ分かるだろ」


　つっけんどんに言い返すミロク。彼の性しよう根ねが好きではないのも理由に入るが、一番は書いているものを見られたくないからだった。


「そうだな、見て分かった。『反省文』ね――って、どんだけあるんだよ！」


　思わず二度見してしまうディアート。積まれた原稿用紙は文庫一冊分になろうかという高さで、その一枚一枚にたどたどしい文章が書かれてある。


「なんだミロクお前、そんなに学園じゃワルなのか？」


「違ちがう、そうじゃない！　俺は、ちゃんと騎士として仕事をしただけだ！」


「ちゃんと……ねぇ」


「見るなバカ、恥はずかしい！」


　一枚目を取ろうとしたディアートの手を押おさえるミロク。


「痛い痛い、わかったよ、見ないよ！　こういうの見られるの恥ずかしいって、俺も分かってるよ！　だから手ェ離はなせよ！」


「……なんだ、嫌いやに物わかりいいなディアート」


　いつもなら、もうちょっとからかってくるのに。


　最初から変なヤツだとは思っていたが、彼の心の天てん秤びんはちょっと揺ゆれ方が違うようだ。


「そういや、ディアートは学園に通ってないのか？」


「俺？　いや、俺は昔から家庭教師に教わってたから」


「てっきり学園の女生徒とかナンパしてたのかと」


「フン、バカだなミロク。学園に通っていたら、自由な時間が減るだろ？　学園の女生徒のナンパは授業中にはできないんだぜ？　だったらその間、他ほかの女をナンパした方が効率的だろう」


「そういうもんか……？」


　この男は、とにかく女絡がらみになった時の計算高さは一流だ。そこはミロクも認めざるを得ない。


「けど、まぁ、うん」


「あっ！」


　一度は制止されたが、ミロクの気がそれた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて反省文を抜ぬき取とるディアート。楽しそうに文面を眺ながめる。


「こういうの見てると、通っても良かったなぁ、って思うわ」


「……か・え・せ！」


「へいへい」


　苦く笑しようして反省文を渡わたそうとするディアートだが、


「ん？」


　その手が止まり、もう一度文面を見る。


「なんだこれ？　これ、どんな事件だよ？」


「いや、そのままだけど」


「お前らの学園、どんな昼休み過ごしてんだ……？」


「だから、そのままだってば」


　ディアートから原稿を奪うばい返かえし、ミロクは再びペンを走らせる。
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　軽かろやかな音が闘とう技ぎ場じように鳴なり響ひびく。


　横よこ薙なぎに振ふられた木ぼつ剣けんは、楽器以上の効果を与えることはできなかった。


「くそっ！　なんであたらないんだよっ！」


　一合、また一合と打ち鳴らされる木剣は、真正面にいる少年まで紙かみ一ひと重えの距きよ離りで避よけられてしまう。


　別に力持ちの巨きよ漢かんではない。学園の五年生ということは、まだ十六歳か十七歳。年はそう変わらない。栗くり色いろのくせっ毛を持つ、獣けもののように挑ちよう戦せん的てきな目をしている男子だ。普ふ段だんは情けないとまで言われるほど優やさしい笑え顔がおをしているくせに、武器を持った途端に豹ひよう変へんする。


「だあああっ！」


　やけになって大きく振りかぶった木剣は、空くうを切って風を生む。


　きゅっ、と締しまる音。


　学園の地下闘技場を歩く音だ。マット張りのリングを小気味良いステップで移動する敵は、今、視界の中にいない。


　視界に入らないということは、背後。


「こっちか！」


「違う」


　背後に向かって繰くり出だした剣は何者にも当たらず、敵の声は左から聞こえた。


「本当なら見み逃のがしてやるんだが――」


　見えない攻こう撃げきが横腹を突ついた。


　武器の柄つかで殴なぐられたのだと気づいた時には、体勢を崩くずしていた。よろめく彼の鳩尾みぞおちにもう一度武器が叩たたき込こまれ、身を屈かがめて腹を押さえると、下がった頭を殴られた。そのどれもが流れるような早はや業わざだった。


「ぐぉっ！」


　膝ひざをついて倒たおれる。


　が、戦意はまだ失われていない。


　それが彼の不運だった。半なかばヤケになったせいで、相手が見えていなかった。どのくらいの強さで、どのくらい怒おこっているか判断できなかった。


「まだっ――！」


　立ち上がると同時に木剣を突き出す。


　――あいつの鳩尾にも叩き込んでやる！


　そう考えた次の瞬しゆん間かん、剣が消えた。


　下からすくい上げるようにはね飛ばされた木剣。


「え？」


　自分の剣がどこへ行ったのか、彼は一秒後に知る。


「ぶっ！」


　天から降ってきた木剣が、一度殴られた後頭部に直ちよく撃げきしたのだ。鈍にぶい痛みが全身を突き抜け、彼は今度こそ立ち上がれなかった。


「…………ま、参った……」


「よし」


　敵の少年が満足そうに頷うなずき、そして手を差し出した。


　悔くやしいが、ルールはルールだ。


「……ほらよ」


　差し出した包みを受け取ると、少年はその匂においを嗅かぐ。さぞかし良い匂いがするだろう。なにしろ、特別製だ。


「ミロク！　やったな！」


　その少年を観客席から褒ほめ称たたえる女生徒たち。同年代の黄色い声せい援えんを受け、ミロクと呼ばれた少年は武器と包みを誇こ示じするように高く掲かかげる。


「勝ったぞ！　これでいいんだろ!?」


　痛む頭を押さえながら、彼は思う。


　――クソ、やっぱ騎士にケンカ売るんじゃなかった。


　ミロクがクルクル回して遊んでいる武器は、剣ではなく掃そう除じ用のホウキだった。





　　　　　　　＊





　ルテア大陸六国家、その中でも西の中央に位置する国、ジルサニア。六国家の中でも比ひ較かく的てきおとなしい気き質しつの人間が住むこの国の特色は、豊かな大地と統制された軍制度。


　すなわち騎士団による国の守護が特色である。


　王家から祝福された剣を授かった騎士たちは、国のために奉仕する。剣を振るって外敵と戦うのは当然として、他ほかにもさまざまな仕事がある。国内の犯罪者を取り締まったり、国営施し設せつの管理をしたり。


　この国営施設に携たずさわる騎士が、現在ジルサニアでもっとも多い。


　早い話が国立図書館の掃除や、国営闘技場の売店係も騎士の職務なのである。間口は広く、下は十六歳から、上は棺かん桶おけに入る直前まで。移民でも人間でなくとも、入隊試験をクリアさえすれば誰でも入れる。その代わり、罪に対する罰ばつ則そくは一いつ般ぱん人じん以上に厳しくなるという寸法だ。


　勤勉な人間にとっては、とてもやりがいのある仕事だと言われる。


「お、おつかれ、さま……！」


　騎士団の詰つめ所しよがあるジルサニア王宮の裏手。その巨きよ大だいな建物の地下にある一室。白と青を基調とした制服を着た者――すなわち騎き士しが疲つかれた顔を隠かくしもせずに、倒れこむようにして入室する。


　事実、一番早く部屋に入った少年は、椅い子すの背にしがみつくようにしてへたり込んでいる。病気でも怪け我がでもなく、純じゆん粋すいな疲ひ労ろうだ。栗色の髪かみを持つ育ち盛ざかりの少年なのに、立てないほど疲れている。


「今日もおつかれさまでした、ミロク。今お茶淹いれますからね」


「……ありがと」


　そんなミロクと呼ばれた少年を見もせず、まっすぐ部屋の隅すみに備え付けられたキッチンでヤカンに火をかける長身の男。眼鏡めがねに手をかけて、火をじっと見つめるその姿は、三十代半ばの顔立ち。実際は十歳ほど若いのだが。


　そんな彼を見やるミロクの視界を、同どう僚りようが遮さえぎった。


「ミロクは身体からだの使い方がなってないんだよ！　重い物を持つ時とか、バランス悪いし。だけどあと一カ月もすれば、自然に身体が慣れてくるから、それまで頑がん張ばってね！」


　ミロクと同じように疲れた顔の少女。だがその顔は明るい。汗あせを吸っているはずなのに首で切りそろえられた赤毛はサラサラだ。細い体たい軀くをしており、まるで踊おどり子こか人形のようだ。


「でもさ、今日のサポートは俺、よくできたと思うんだよな。ホラ、姫ひめの説明に合わせて壁かべに光文字映したじゃん。あれ俺やったんだよ。舞ぶ台たい袖そでから魔ま力りよくの宝石使って」


「ごめん、その時あたし見てなかった。衣装片付けたりしてたし。っていうか、光文字は宝石にあらかじめ付加エンチヤントされてたんでしょ？　だったら誰だれでもできる仕事じゃん」


　ケラケラと屈くつ託たくなく笑うアーニィを見ていると、自然とミロクの疲れも癒いえてくる。


「はい、お茶入りましたよ。みんなおつかれさま」


「ありがとトーラット。みんな、おつかれー」


　長身の騎士トーラットからお茶を受け取ると、乾かん杯ぱいのようにカップを掲げる騎士たち。そうして一息ついた時、彼らが所属する特とく殊しゆ部隊「赤あか目め隊たい」の隊長が、ふとこんなことを言い出した。


「そういや、おまえら明日あした学校行くんだよな」


「ええ、そうです」


　隊長の言葉に首しゆ肯こうするミロク。未成年の騎士は、もれなく学園での勉学も義務付けられる。文武両道がジルサニア騎士団のモットーだ。学のない人間に作戦は理解できないからだ。ミロクとアーニィは同学年だったりする。


「じゃあ、あれ覚えてるよな？　生徒の衰すい弱じやく事件」


「今、俺たちも捜そう査さしてるんです。っていうか隊長が命令したんでしょ」


　ミロクたちが学業の傍かたわら、学園を守る騎士をやっているのと同様、この隊長も本来の任務とは別に、学園の騎士たちの監かん督とくもやっている。誰か大人が見ている必要があるのと同時に、彼の普段の仕事とも共通するからだ。


「アレな、ちと厄やつ介かいなことになってるぞ。ここ数日で衰弱してる生徒が倍以上に増えたそうだ」


　困った声の隊長。


　事件が発覚してから、学園の騎士たちが総出で調べているのだが、いまだに進展していない。なぜか手がかりが集まりづらいのである。


「被ひ害がい者しやに事情を尋たずねても、知らないの一点張り。犯罪に関かかわってるのは間ま違ちがいないんだが、誰だれ一人ひとりとして口を割らないしな」


「ま、死者も出てないしねー。みんな次の日は元気に登校してるし。けどまたしばらくすると、衰弱しちゃって……ホント、誰かに血でも吸われてんのかな」


「気楽に言うな、アーニィ」


　溜ため息いき交じりの隊長に、アーニィは舌を出す。


　仮に血を吸う魔ま人じんのような存在がいたとして、なぜ学園で活動するのかがわからない。それならまだ、誰かが魔ま術じゆつの触しよく媒ばいとして血を買っていると考えるのが一般的だ。しかしこの学園の魔導士は血を扱あつかう際、教師に許可をとれば倉庫にストックがたくさんあるので、わざわざ生徒から取る必要もないのだ。


「薬じゃねーの？」


　ミロクの隣となりのイスに座すわっていた、金きん髪ぱつを結んだ女子。他の騎士とは違ちがい、サイズの合っていないダブダブのコートを羽織っている。カップのお茶をあっという間に飲み干し、今度はミロクのカップを無言で持つ。


「あっ、ジュジュそれ俺のお茶！」


　ミロクの抗こう議ぎを完全に無視し、だらしなく足を組む少女。コートの下には隣りん国ごくで流行はやっている作業服を着ており、色気もへったくれもない。それなのに気品を兼かね備そなえた美しさを醸かもし出しているのは、彼女の味だろう。アーニィが操あやつり人形のような動的な美しさだとすれば、彼女はビスクドールのような静的な美しさ。


　ジュジュと言う名の少女は、生来の美しさも台無しになるような、やる気のない目で隊長を見ていた。


「そんな薬あるのか、ジュジュ？」


　ミロクが尋ねると、


「あるぜー。私が知ってるヤツは一時的に元気出るんだけど、しばらく経たつと副作用が出るんだよ。でも世の中にはもっとヤバい薬もあるって話じゃねーか」


「隣のベト神聖国なら、薬の技術は盛んだしな。誰かが手に入れたって可能性も……」


「穏おだやかじゃありませんね」


　傍そばで話を聞いていたトーラットも、お茶を淹れ直しつつ神しん妙みような顔。


　隊長はそのざわめきにさらに一石を投じた。


「それと関係があると思うんだが――実はな、どうやら学園で賭と博ばく行こう為いが行われているらしいんだ。万が一、薬が流通しているとしたら、そこと関かかわりがあるんじゃないかと見ているんだ」


　もしもその話が本当だとしたら、ジルサニアの学園は犯罪組織の活動を見過ごしていたことになる。学園の治安と騎士団の沽こ券けん、両方に関わる一大事だ。
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「つーわけで、お前らには賭博行為の現場を押おさえてもらいたい」


　結論としてそう命令を下す隊長は、ミロクの肩かたに飛び乗った。


　ウサギだ。特注であつらえた騎士団の制服を着ている。


　彼――ビスマルクはニンジンを齧かじりながら、それでも真面まじ目めに語った。


「場合によっちゃ、学内だけの問題じゃなくなるからな。そうなったら、俺らジルサニア騎士団の本隊が出動することになる。くれぐれも注意しろ」


「はい。でも現場って？」


「肝かん心じんなこと言い忘れてたな。こないだようやく、それっぽい情報が手に入ったんだ」


　ウサギの言葉に頷うなずく少年少女たち。


「課外活動の監督とはいえ、俺も騎士の端はしくれだ。独自の情じよう報ほう網もうはあるさ。かわいい後こう輩はいを使ってな。今回に限らず、困ったら遠えん慮りよなく頼たよれよ」


　このビスマルクというウサギ、制服が示すとおり本物の騎士であり、普ふ段だんは姫の警護にあたっている。そんな地位についているのだから、実績もある。学園の騎士たちの信しん頼らいも厚い。だから、彼の姿に関する疑問は学園だけでなくジルサニア騎士団の七不思議のひとつに数えられているほどだ。


「皆みなさん、騎士の仕事もいいですけど、学業もおろそかにしないでくださいね」


　課外活動を監督するビスマルクとは対照的なことを言うトーラット。


「僕は学校とは関係ないですけど……本当ならあなたたちの勉強を見てあげたいくらいですよ。特にミロク。あなた最近ますます成績が下がってるそうじゃないですか」


「そ、それは、その」


「アーニィも油断できませんよ。平均点スレスレということは、まだまだ向上の余地がありますからね。あなたたち、戦いの素質はあるのですから、そこに使う脳をちょっとだけ学問にも充あててくれればいいのです。遊んで寝ねて食べてばかりの生活だと――」


　お母さんのように小言を喋しやべり続けるトーラットに何も言い返せず、子供のように下を向くミロクとアーニィ。


「はぁーあ、騎士の仕事って大変だわー」


　そんなトーラットの説教を聞き流しながら、ジュジュがボヤいていたが、


「そもそもお前め、騎士じゃねぇべさ……」


「なんだフェリサ、聞いてたのか。アハハハ」


　部屋の隅っこで置物のように気配を消しつつお茶を飲んでいる少女にツッコまれると、笑ってごまかしていた。


「頼たのむだ、ジュジュ。オラもあの学校の卒業生だ。守っでけれ」


「おうよ、任しとけっ」


　騎士ではないのに、誰よりも力強い返事をするジュジュだった。





　　　　　　　＊





　学園に複数存在する体育館の地下に、闘とう技ぎ場じようはあった。


　六角形のリングが二つ用意されており、それを囲むようにベンチが設置されている。中等部以上の生徒に義務付けられている剣けん術じゆつの訓練や、そのテストに使われる部屋だ。それ以外は剣術部の試合や、学校のイベントで使われるだけ。普段は屋外のグラウンドで練習する。


　そのはずなのに、闘技場は賑にぎわっていた。


　リングでは木ぼつ剣けんを持った体操服の生徒が戦っているではないか。そしてその戦いをベンチに座って応おう援えんしている生徒たちの姿も。およそ三十人くらいだろうか。そのほとんどが中等部、つまり十三歳以上だ。中には女生徒のグループもおり、笑いながら弁当を食べている。


「隊長の情報、マジだったな」


「だね。隊長に感謝だよホント」


「実際に情報集めたのは、ノック先せん輩ぱいたちらしいけどな。そっちへの感謝も忘れんなよ」


　学園の騎き士しを束たばねる先輩の名を出すジュジュに、ミロクとアーニィが頷いた。


「ん……異常ないな」


　ミロクは手をかざして照明を見る。笠かさの中に魔力が込められた宝石が入っているだけの単純な照明器具だが、それをたった三つで闘技場全体を照らし出せるように「赤目隊」総出でバランス調整したことがあった。


　第一王女の宣伝活動を主とする特殊部隊に入っていると、自然とこういうことに目が向く。職業病のようなものなのだ。


　騎士と言っても普段は雑用係、他の国では役人とかコームインとか呼ばれる人種。剣けんを手に殺し合いをすることなど稀まれだ。


　その闘技場で、毎日昼休みになると賭博行為が行われるという。それはカードでもダイスでもない、生徒同士の戦いで取引されるもの。


　後ろ暗い行為のはずなのに、観客の生徒たちは気楽に食事をしていた。まるで自分たちは蚊か帳やの外だと言わんばかりに――実際そうなのかもしれない。賭かけ事ごとには参加せず、戦いを見ているだけなのだ。それでも同罪だとミロクは思っている。


「なぁ、元もと締じめってどこにいる？」


　手近な生徒の肩を叩たたくミロク。あくまで友好的に。


　暴れるのは、最悪の事態になってからでもいい。


「元締め？　ってパージェスのこと？」


「パージェス？　もしかして五年生の？」


　その名前には聞き覚えがあった。


「そうだよ。ほら、あそこに」


　生徒がパンを持った手で指差した先には、男子生徒が友人と談だん笑しようしている姿が見えた。そのパージェスという生徒、ミロクを見た途と端たんに笑いが止まった。慌あわてて逃にげようとしたが、もう遅おそい。


「パージェス！　アンタが元げん凶きようなの!?」


　すでにアーニィがパージェスの首根っこを摑つかんでくれていた。その早はや業わざに、最初に尋ねた生徒があんぐりと口を開いている。


「ちょ、ちょちょ！　痛い、痛いアーニィ！　離はなせって！」


「アーニィ、ナイス。よく捕つかまえた」


　情けない声を出して喚わめくパージェスのもとへ歩み寄るミロク。


　奇き妙みようなのは、パージェスが話していた友人たちだ。元締めが騎士に拘こう束そくされているというのに、助けようともせずゲラゲラ笑っている。


「なにミロク、こいつ知ってんのか？」


　後ろから悠ゆう々ゆうとついてくるジュジュ。彼女はどんなに危機的状じよう況きようでも慌てない。


「知ってるっつーか……クラスメイト。俺とアーニィの」


「へー。身元バレバレじゃん」


　やがてミロクとジュジュとアーニィの三人で囲まれたパージェス、逃げ場がないと悟さとると、がっくりとうなだれてベンチに腰こしかけた。


「んだよー……せっかくいいところだったのに……」


　溜ため息いき交じりのパージェスだが、


「なに被ひ害がい者しやヅラしてんのよ！　アンタのせいでたくさんの人が迷めい惑わく被こうむってんだからね！　薬までバラまいて、何がしたいのよ!?」


「へっ？　……薬？」


　怒ど鳴なり散らすアーニィに、目を丸くするパージェス。


「あれ、違うの？」


「知らねーよ、薬なんて。つーかお前ら、ここでやってること、何て聞いたんだ？」


「え、それは、賭け事だって……」


「賭け事じゃねーし、薬も売ってねーよ！」


　今度は逆にパージェスが怒おこる番だった。本当に心外だったのか、立ち上がってアーニィに摑みかからんばかりの勢いだ。


「ご、ごめん」


　思わず謝あやまってしまうアーニィ。ミロクも思い出す。このパージェスと言う男、くだらないイタズラやナンパには心血を注そそぐくせに、深刻な犯罪は一いつ切さいやらないのだ。恨うらみを持った相手がいるなら、剣で刺さすより糞ふん尿にようまみれの落とし穴を掘ほると豪ごう語ごしていたこともあったか。


「じゃあ、何やってんだよここで。闘技場の使用許可、取ってんのか？」


　今度はジュジュが尋たずねる。


　するとパージェスは待ってましたとばかりに目を輝かがやかせ、


「許可はバッチリだぜ！　闘技訓練のためっていう名目で、きちんと総務課から許可証もらってるもんね！　アイツらが戦ってるのは、あくまで心身を鍛きたえるための訓練だ！」


　ふふん、と胸を反そらすパージェス。問答無用でぶん殴なぐりたくなるのを必死でこらえるミロク。横を見ると、アーニィも自分の拳こぶしを押おさえつけていた。


　その時、背後で一ひと際きわ大きい歓かん声せいが上がった。


　振ふり返かえると、大おお柄がらな生徒が木剣を掲かかげていた。どうやら勝負がついたらしい。ファンらしき観客が、勝者の名前を叫さけんでいる。他の生徒は彼に惜おしみない拍はく手しゆを浴びせる。


　一方、負けた生徒は悔くやしそうに床ゆかを殴っていた。身体的なダメージは少なそうだ。剣術の戦いは模も擬ぎ戦でも大おお怪け我がをする可能性がある。この程度で済んだのは、相手が手加減してくれたか、それとも運が良かったのか。


「チッ！　ほらよ！」


　敗者が包みを投げ、勝者が受け取る。


「フン。ありがとよ」


　大柄な生徒は、包みを持ってリングを出て行った。去り行く彼の背中に、もう一度拍手が送られる。


「……で、最初の質問の答えは？　なんだよアレ」


　ついつられて拍手してしまったミロク。同じように喜んでいるパージェスに尋ねる。


「だから、名目は闘技訓練なんだってば」


「本当のところは？」


「賭けバトル」


　あっさりと言い切ったパージェス。


「あんたさっき賭け事じゃないって――！」


「ああ、待て待てアーニィ、拳を握にぎるな！　賭けっつっても、金じゃねーよ！　今見ただろ!?　あの包み！」


　確かに戦っていた連中は、金ではなく包みを受うけ渡わたししていた。観客も喜んでいただけで、金をやりとりしていた様子はない。


「でもあの包みって、弁当だよな？」


「弁当だぞ。それがどうかしたか？」


「……え、マジであいつら、弁当賭けて戦ってんの？」


　ジュジュの声は、明らかに引いていた。


　ところがパージェスは真しん剣けんそのもの。


「育ち盛ざかりだからな。少しでも多く食べたいと願うのが当然ってモンだろ」


「けどさ、食べたければ自分でたくさん用意すればいい話じゃないの？　なんでわざわざ戦って奪うばう必要があるの？」


　アーニィも、ちょっと信じられないと言いたげな顔をしている。


　が、ミロクだけはなんとなく理解できた。


　学園の生徒が昼食を摂とるには、三つの方法がある。弁当か、購こう買ばいか、学食か。このうち、学食で満足できる者なら問題ない。しかし弁当や購買は違ちがう。家の事情もあるし、購買部の混こみ具合も関係する。


　中には昼食代を浮うかせて、欲ほしいものを買いたがる者もいるだろう。学生の懐ふところというのは、いつもスキマ風が吹ふいているものだ。


「自分の弁当を危険に晒さらしてでも、大量に食べたいヤツが戦うのか」


「そーいうことっ！」


　頷くミロクに、パージェスが指を鳴らす。


　あっさり繫つながった。生徒の衰すい弱じやくの理由が。


　そりゃ木剣で真剣に戦った上に昼食まで抜ぬかれたら、誰だれだって衰弱する。その上、恥はずかしくて人に言えるものでもない。


「アホらし。とっととビスマルクに言って、やめさせようぜ」


　肩かたをすくめて帰ろうとするジュジュ。


「おっと待ちな、そこの後こう輩はいちゃん」


「気持ち悪わりーから、そんな風に呼ぶな。なんだよ？」


「残念だけど、この弁当狩がりデスマッチを止めることはできないぜ」


　これまた自信満々なパージェスに、ジュジュがあることに気づいた。


「あ、そっか。これ金のやり取りしてねーから、校則の賭と博ばく行こう為いにはあたんねーのか」


「よくそんな校則覚えてたなジュジュ」


　記き憶おく力りよくのないミロクは感心するだけ。金の代わりにキャンディなどを支し払はらうカードゲームは、騎士団でもよく行われている。この件も同じだ。


「しかも闘技場で訓練の名目でやってるから、私し闘とうでもねーしな。うめーことやるなー、先せん輩ぱいちゃん」


　パージェスの呼び方を真似まねるジュジュ。


「で、それの元締めをアンタが全部やってるの？　バカじゃない？　お金がかからないなら、タダ働きみたいなモンじゃん」


　アーニィは素す直なおに罵ば倒とうする。


「バカじゃねーよ。俺だってマージンもらってるぜ？」


「なにそれ」


「おかず一品。積み重ねれば一食分くらいにはなるし」


「やっぱバカだわアンタ」


　頭を抱かかえるアーニィ。すでにジュジュは面おも白しろくなってケタケタと笑っている。


　が、ミロクはまだ職務に忠実だ。先ほどから、どうやってこの戦い――弁当狩りデスマッチとやらを止やめさせるか考えていた。


　賭けでもなければ、私闘でもない。


　衰弱する生徒は、あくまで自己責任。食事を摂れば元気になる。


「なぁコレ俺たちの出番あるのか？」


　やっぱり考えてもわからなかった。ミロクはあっさり降参する。


「んー、どうだろ。取とり締しまる必要はない……よね？」


　同じように考えこむアーニィ。


　部外者に迷めい惑わくさえかけなければ、むしろ楽しいレクリエーションとも呼べそうだが。


「ダメに決まってんだろ」


　答えを出したのは、ジュジュ。


「あのな、お前ら。ビスマルクとノック先輩に出された命令は『衰弱事件を止める』ことだぞ？　命令無視して、コイツら放置して、騎き士しが名乗れんのか!?」


「う……」


　ミロクが言いよどんでいると、首根っこを摑まれた。


「どーなんだ、あぁ!?」


「そ、その通りだ。ごめん」


　素直に頭を下げると、


「ん、よろしい」


　胸を反らせて頷うなずくジュジュ。普ふ段だんはぶっきらぼうに会話しているくせに、やたらと正義感が強い。彼女を少しでも知る者なら、乱暴な口調の奥おくに潜ひそむ優やさしさや情熱に気づくことができるだろう。


「この後輩ちゃん、コエーけど立派な騎士だな」


「……騎士じゃないんだけどな」


　犯人のくせに感心するパージェスに、ミロクは聞こえないように呟つぶやいた。


　とはいえ、事件は振り出しに戻もどったままだ。このまま放置するわけにはいかないが、だからと言って騎士団の詰つめ所しよに突つき出す口実もない。


「ジュジュは何か考えあるのか？」


「あるぜ。例えば、この先輩ちゃんを犯罪者に仕立て上げるとか」


「フザケんな！　コレは犯罪じゃねーって言ってんだろ!?」


「うっせぇな！　現にやつれてる生徒がいるんだよハゲ！　それで倒たおれてケガとかしたり、病気にかかったらテメェ責任取れんのか!?」


「それは……」


「取れねぇんだったら、今すぐ止めろ！　本当に犯罪者になるぞ！」


「……で、でも」


　怒いかりの形ぎよう相そうで迫せまられ、パージェスがたじろぐ。ジュジュの怒りは本物だ。学校の生徒が傷つけられるのが許せないのだと、ミロクは思っている。


　パージェスが周囲を見た。


　騒さわぎを聞きつけた生徒たちが、遠巻きに見ている。


　今なら、誰が喋しやべっても聞いてもらえる。そのタイミングをミロクは逃のがさなかった。


「そういうことだ。この遊びは危険だから、騎士団としてはやめてもらいたいんだ」


　真っ赤になって吼ほえるジュジュとは裏腹に、冷静に話しかけるミロク。ジュジュの怒りはアーニィがなだめてくれていた。


「金がかかっていないと言っても、賭かけ事ごとだ。熱中して、もっとヤバいものを賭けない保証はどこにもない。それに監かん督とくの教師がいない状態で素しろ人うと同士が戦えば、洒落しやれにならないケガする奴やつも出てくる。今すでに保健室がいっぱいで困ってるんだ」


　騎士団の名前を盾にして、強ごう引いんに解散させることは可能だ。しかしそれでは怨えん恨こんが残ってしまうし、また新しい賭と博ばく場じようがどこかで開かれるだけだ。


「って言われても……」


「俺たち、観みてるだけだし……」


「それに弁当代も浮かせたいし……」


　消極的に反論する生徒たち。観客に徹てつする者たちは、昼の楽しみが奪われていい気分はしないだろうが、また別の遊びを見つければいい話だ。


　が、中にはハッキリと反発する者もいるわけで。


「騎士のくせにまだるっこしいことやってんじゃねーよ」


　リングの上に座すわっている大おお柄がらな生徒だった。今しがた奪ったばかりの弁当を食べている。購買で一番人気のパンだ。


「やめさせたければ、実力でこいよ。ここにいる全員ブチのめすとか」


「あのなぁ、騎士団ってそーいうところじゃないから」


　木ぼつ剣けんをヒラヒラと振ふっている生徒に、ミロクが苦く笑しようする。騎士団は立派な軍隊であるが、だからといって武力で民たみを鎮ちん圧あつするような真似はしない。礼節をもって民を守るのが使命である。


「騎士って強いんだろ？　俺と戦ってくれよ。一度やってみたかったんだよ」


　それでもその生徒は食い下がる。どうやらさっきの勝利で調子に乗っているようだ。明らかにミロクを挑ちよう発はつしている。


「悪いが、騎士の私闘は認められていない。訓練でも、騎士以外の人間と戦うには許可がいる。どうしてもやりたきゃ、総務課か『聖書バイブル』から許可もらってきな」


　生徒の軽けい薄はくな声にも冷静に対処する。ちなみに「聖書」というのはジルサニア王宮の裏手にある騎士団本部だ。無骨で地味な本に似た建物だからついたアダ名だ。普段はミロクたちもそこで働いている。


「なんだぁ、怖こわくなったってか？」


　それでも挑発をやめない生徒。もう溜ため息いきも出ない。とっととこの場を収めて帰ろうと決めたミロクだったが、


「騎士のくせにビビッてんじゃねーぞ！　そんな腑ふ抜ぬけだったら、イザって時にも女子のスカートの中に隠かくれてるのがオチだぜ！　あ、俺もそこの金きん髪ぱつの子のスカートだったらお願いしたいところだけどよ。ヘヘ、綺き麗れいな脚あししてんじゃん」


「……気が変わった」


　ミロクの手が動いた。


「うおっ！」


　投げられた弁当の包みを顔面に食らうリング上の生徒。


「相手してやるよ」


　呟き、リングを背にするミロク。


　ミロクを中心に、波は紋もんのように静かなざわめきが起きた。


「あーあ、ミロク怒おこらせちゃった」


　楽しそうなアーニィ。


　挑発した生徒は、運と口と頭が悪かった。闘技場の隅すみっこにある掃そう除じ用ロッカーへ歩くミロクの表情が見えたなら、もしくは彼の顔を見た他の生徒の反応に気づいていたら、まだ別の対処ができたかもしれない。


　が、ミロクの腹はすでに決まっていた。


「おいパージェス！　よく見て、後でちゃんと証言しろよ！」


　掃除用ロッカーを開きながら、ミロクは叫さけんだ。


「な、何を？」


「俺がこれから始めるのは、私闘じゃない」


　取り出したのは、短い土間ボウキ。立ててもミロクの腰こしくらいの長さしかない。


　それを蹴けり上げ、空中でキャッチする。


「ちょっとリングを掃除してくるだけだ」
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　足で簡単にまたげる柵さくを越こえ、ミロクは迂う闊かつな生徒が待つリングへ上のぼる。


　騎士と一いつ般ぱん生徒の戦いが始まるとみて、観客たちが大おお騒さわぎする。


「オイオイ、いくら騎士っつっても、木ぼつ剣けんくらい持てよ」


　この期ごに及およんでもミロクをあざ笑う大柄な生徒。普段から鍛きたえているのだろう、細身のミロクと比べれば、割と逞たくましく見える。


　数秒後、彼の笑いと昼食は完全に失われることとなる。


「剣なんて必要ないさ――」


　ミロクは手にしたそれを、まっすぐ相手に向けた。


「ホウキ一本で充じゆう分ぶんだ」








　開始からまばたきを五回するまでにホウキであしらわれ、脳天に自分の剣をくらって倒れた生徒を数人がかりで運んでいる。そんな無様な様子を手を振って見送ると、ミロクは彼のパンが入った袋ふくろを拾った。


「ほれっ」


　リングの外で待機していたアーニィが受け取り、さっそく中身を取り出した。


「わ！　これこないだトーラットが言ってた、最近城下町にできたパン屋さんのだ！　これ食べたかったんだー！」


「あ、マジで？　アーニィ、私にもくれよ」


　貪むさぼるようにパンを取り合う女子を見て、ミロクは微び笑しようした。正々堂々と戦って勝ったのだから、このパンの所有権はミロクにある。どう扱あつかおうが彼の勝手だ。が、このままでは全部彼女たちに食べられてしまう。自分の取り分は確保せねば。


「待ちな」


　リングから出ようとしたミロクを、木の音が遮さえぎった。


「勝かち逃にげはズルいぜ……昨日きのう参加したばかりの、調子づいたヒヨっ子に勝ったからっていい気になるな。俺はそうはいかない」


　それは小こ柄がらな男子生徒だった。十六歳の平均的身長くらいのミロクよりも、頭一つ小さい。ボタンの色と形は、ミロクと同じもの。彼も中等部五年生だ。小柄な体格とは裏腹に、身体からだは鍛え抜かれている。


　他に特筆すべき点を挙げるとするなら、木剣を両手に一ひと振ふりずつ持っていることか。


「ああっ、アイツは！」


　その姿を見た観客の一人が素すっ頓とん狂きような声を出す。


「あれは〝スイーツのゴシェ〟！　また帰って来たのか！」


「なんだって!?　あの伝説の剣が見られるのか!?」


「ククク……俺のダンス、とくと味わうがいい」


　ざわめく観客。含ふくみ笑わらいをする〝スイーツのゴシェ〟。


　そしてその中心で話題に取り残されるミロク。


　相手の実力などを測る前に、訊きいておきたいことがいくつかある。


「……なんでスイーツなんだ？」


「俺、甘あま党とうなんだ」


「そっか……」


　他にも色々ツッコミどころはあったが、どうでもよくなった。ミロクはホウキを両手で構えると、一歩だけ足を引く。


　二刀流は会え得とくするのが難しい剣だが、このゴシェという生徒の構えはよどみがない。噂うわさに違たがわず、なかなかの使い手だとミロクは踏ふんだ。


「いくぞ！」


　が、そこは学生レベル。本業の騎き士し、それも特とく殊しゆな任務に就ついているミロクの敵ではない。フェイントをかけるために突き出されたゴシェの剣を真っ向から力技で弾はじく。片方の剣をさばいている間にもう片方の剣で突くという攻こう撃げき方法なのだろうが、ミロクはバランスを崩くずしたゴシェの両手首を目にも留まらぬ速さで打うち据すえ、剣を取り落とさせた。


「おおおお！」


　歓かん声せいが上がった。剣を落としたゴシェにホウキを突きつけると、相手はあっさり降参した。逆にすがすがしいと感じるくらいの負けっぷりである。


「お、お前、強すぎだろ……騎士ってみんなこうなのか？」


「色んなヤツがいるさ」


　パンの入った袋を投げるゴシェに、ミロクは言葉を濁にごす。ちなみにゴシェの昼食は、やはり甘いパンだらけだった。


「ゴシェが負けたなら、次は俺だ！」


　ミロクが休むまもなく、またリングに上がる生徒。今度は体操服を着た巨きよ漢かんだ。剣ではなく、両手に木のナックルを嵌はめている。体操服の色は、最上級生のものだ。


「あれはっ！　無敗を誇ほこる〝ライスボールのテイラー〟じゃないか！」


　またしても変な二つ名を持った男だ。どういう意味かはだいたい聞かなくてもわかる。


「お前、ミロクって言ったな！　知ってるぞ、騎士団で有名人だろ!?　確か〝咬兎サベツジラビツト〟って二つ名もあるんだよな！」


「知ってたのか」


「俺の姉ちゃんが騎士なんだ！　相手してもらえると光栄だ！」


　嫌きらいではない二つ名だが、こうして面と向かって言われると恥はずかしいものがある。


「あと、何人やればいいんだ……？」


　ミロクはホウキを構え、〝ライスボールのテイラー〟に立ち向かう。


　この後もミロクは〝伝説の戦士〟や〝漆しつ黒こくの狩人かりゆうど〟や〝破は壊かい神しん〟などを相手に立ち回るのだが、とうとう挑ちよう戦せん者しやが現れなくなるまで七連戦も余よ儀ぎなくされたのである。








「ほい、これで最後」


「わっ、ありがとー！」


　ベンチの上に広げられた、九人分の昼食。甘いパンや固いパン、箱に入った弁当からむき出しの干し肉まで、さまざまな食事が並んでいた。


「いただきまーす！」


　何のためらいもなく、それを食べ始めるアーニィとジュジュ。敗者に一片の情も見せずに、見る方も惚ほれ惚ぼれするくらいの食べっぷりだった。


　ミロクも彼女たちに混じって戦利品をいただくことにした。まず顔ほどの大きさもあるライスボールにかぶりついた。大陸の外、東のオウガン帝てい国こくから伝わった料理だが、良い米で上手に調理されている。


「ミロク、それあたしにもちょうだい。面おも白しろそうな料理だね」


「いいよ。ほら」


　アーニィにライスボールの半分を渡わたすと、二人で食べきった。本来ならば四人がかりでも食べきれない大きさだというのに。


　他の弁当も美味だったが、唯ゆい一いつ食べにくかったのは、ピラフにグリーンピースで「ア・イ・シ・テ・ル」と書かれてあったもの。弁当箱を開けた途と端たん、三人で硬こう直ちよくしたのだが、男子生徒たちから猛もう烈れつな「食え」コールがあったので、仕方なくいただいた。その弁当の真の持ち主は泣きながらうずくまっていた。


　さて、九人分の昼食を綺麗に食べきったところで、アーニィが一言呟つぶやく。


「ねぇ、みんな次なに食べたい？」


「あんだけ食べて、まだ食べるつもりかよ！」


　叫ぶパージェス。元もと締じめへの中間マージンということで、おかずを一品ずつ分けたのだが、それだけで一人前の弁当になっている。


「今度はあたしがやるね。女子は戦っちゃダメってルールはないでしょ？　あ、念のため言っておくけど、これケンカじゃなくて遊びだからね」


　両拳こぶしを打ち鳴らして楽しそうに笑うアーニィ。


「よーし！　女子なら負けねぇぞ！」


　情けない発言をしてリングに上がる男がいた。なにか武術をやっているのか、身体を半身にしてアーニィに手招きしている。


「俺に勝ったら、お茶をやろう！　ウチは喫きつ茶さ店てんだから旨うまいぜ！」


「乗った！」


　観客たちが視線を上げ、そのまま横にずらし、また首を下げた。アーニィがイスから跳ちよう躍やくして、リングに飛び乗ったのだ。その軽かる業わざ師しのような身のこなしに、もう観客が静まり返っている。対戦相手の武術使いも少し面食らったようだ。


「た、体重が軽いだけだろ。俺の重い拳の前には、女なんて――」


「あーっ、女性差別！」


　ちょっと頰ほおを膨ふくらませるアーニィ。元から顔立ちが良く、明るい娘なのでとても可愛かわいらしい仕草に見える。


「で、お前、剣は？　騎士なんだろ？」


「あたし剣は使わないよ。あんたと同じ、コレで」


　次の瞬しゆん間かん、可愛らしさとはかけ離はなれたダッシュと拳が、武術使いをリングから吹ふき飛とばした。固定していないフェンスにブチあたり、倒たおれたフェンスごと客席に転がってゆく。


「あれ、もう終わり？　けっこういい体格してたから、まだ動けると思ったのに」


　アーニィは残心したまま相手を睨にらみ付けている。こんな目に遭あっても、まだ起き上がって襲おそってくると思っているらしい。そんな学生は普ふ通つういない。いるとすれば傭よう兵へい専門学校とか、そのあたりの学生だ。








「はーい、お茶ゲットー！」


　賭かけるために大量に用意したのだろう、三本の水すい筒とうをリング下から入手すると、アーニィは観客席まで戻もどってきた。


「はい、まだあったかいよー」


「お、いいモン取ってきたなー。いただくぜ」


　残ったパンを食べながらお茶をすするジュジュ。水筒のカップで飲むお茶なのに、ジュジュが飲むと気品がある。周囲の女生徒が、美しさに見とれてしまうほどだ。


　ミロクは最初のライスボールが効いたのか、お茶を飲んだ時点で腹が膨れてきた。そろそろこの辺でいいだろうと考える。


「さて、腹ごなしするか」


　ホウキを持って立ち上がるミロクに、もはや観客たちは恐きよう怖ふしか感じない。


「あれだけ食って、動けるわけ!?」


　この状じよう況きようでツッコミを入れられるのはパージェス一人となっていた。


「食ったから消化しないとダメだろ。誰だれか俺の相手してくれる人いるか？」


　肩かたを回すミロクに、観客も離れていく。七連戦もしたというのに、まったく傷ついていない。どんなに楽観的な考えの持ち主でも、さすがにこの男が化け物だと気づくだろう。


　が、中には気づかない究極のバカもいるわけで。


「お、お、俺が相手だ！　いくらなんでも、あんだけ食えば動きが鈍にぶるだろ！」


　そう言ってリングに上がる男子は、もう足が震ふるえていた。


　ミロクがおもむろにリングに上がり、双そう方ほう合意の下もと、戦いが始まり、そしてあっさり終わる。ミロクのホウキは構えた相手の真後ろから脳天を直ちよく撃げきした。


「じゃあ、わ、私が相手よ！　あんた、お、女の子でも殴なぐれるの!?」


　倒れた男子生徒が運ばれる前に、次の相手が現れた。今度はスカートが異様に短い女子生徒だった。もはや相手の降参を待っているのか、木ぼつ剣けんを持つ手すら震えている。


　が、さすがのミロクも、ちょっと困った。彼女の言うとおり、ミロクは罪のない女子生徒まで殴れるほど大物ではない。


「困ったな……じゃ、これで」


　ホウキの代わりにミロクが手にしたのは、小さなスプーン。


　出来る限りの手加減をしたつもりだったが、相手も無策で来たわけではない。


「知ってるんだからね、五年生のミロク・シーレン君。あなたこないだの中間テストの成績、下から――」


「わぁっ、それを言うな！」


　口を塞ふさぐために飛び掛かかるミロク。


　が、相手もそれを待っていた。


「あ、アーニィちゃんの髪かみの毛けがアフロになってるわ」


「えっ!?」


　バカ正直に受け止め、一いつ瞬しゆん、横を向いてしまうミロク。


「スキありっ！」


「おおおおおおっ！」


　木剣を突つき出だす女子。間かん一いつ髪ぱつのところで避よけるミロク。制服のボタンにかすり、チンと音が鳴った。


　が、攻撃はそれで終わりだった。バランスを崩した女子の剣けんをスプーンで優やさしく受け止める。そのままスプーンをクルリと回すと、女子の身体からだも反対方向を向いてしまう。


「ほい、俺の勝ちっ」


　トン、と背中を押すだけで女子はリングから下ろされてしまった。決着は地味だったが、本日最も苦労した戦いだった。


「あ、危なかった……！」


「バカが露ろ呈ていすることを心配しても、もう遅おそいぜミロク」


「そっちの心配じゃねぇよっ！」


　冷たいジュジュの言葉を、泣きそうになりながら跳はね除のける。


「じゃあ今度はあたしの番だね。ミロク、代わって」


「お、おう」


　今度はアーニィがリングに上がり、ミロクはベンチに引っ込んでジュジュと戦利品を食べながら観戦する。先ほどアーニィが勝ち取ったお茶がいい具合に喉のどを潤うるおしてくれたので、まだまだ入りそうだ。


「ラアァァァァッ！」


　アーニィが戦っているのは、ゴーレムのようにデカい女子だった。言葉が理解できているのかいないのか、うなり声と叫さけび声ごえしかあげずにアーニィに襲い掛かっている。というかあんな女子、学園で見かけたことがないのだが、本当に生徒なのだろうか。


「あれは〝パッチワークのシャロン〟！　熊くまでも逃にげ出す最強の女子が、蘇よみがえったんだ！」


　観客が大げさに騒さわぐ。それにしても随ずい分ぶんと乙女おとめチックな趣しゆ味みだ。


「おっ、相手にとって不足なし！　いざお手合わせ願います！」


　ペロリと唇くちびるを舐なめ、アーニィは拳を構える。距きよ離り感かんによる目の錯さつ覚かくだろうが、アーニィと相手の女子は二倍ほどの体格差があるように見えた。


　その相手の拳を半身ずらすだけでいなし、回転しながらアーニィが回し蹴りを放つ。独楽こまのように美しい回転を伴ともなった蹴りだが、シャロンとやらの腹筋にはじかれた。アーニィがさっき相手した男子がパンチ一発で吹き飛んだことを考えると、その重さが窺うかがい知しれる。


「ガァアアアッ！」


　が、もう一度殴りかかったシャロンが途と中ちゆうで足を止めた。拳がアーニィに届く前に、腹を押おさえて蹲うずくまったのである。


「ガ…………アァ……！」


「降参しよう、ね？」


　優しく問いかけるアーニィに、無言で頷うなずく〝パッチワークのシャロン〟。チラリと制服をめくると、先ほど蹴りをくらった箇か所しよが青く変色していた。


　豪ごう快かいな足音とともに、ゆっくりと去っていくシャロンに手を振ふると、アーニィは花はな柄がらのパッチワークで彩いろどられた弁当包みをミロクたちに放ほうり投げた。


「はい、勝ったよー！」


「じゃあ次は俺だな」


　弁当を食べたミロクがまた立ち上がる。もうホウキではなくスプーンで戦う気でいる。事実、スプーンで何の支障もなかった。


「お、おい！　そこの女！」


　ミロクに負けた生徒が、観客席のジュジュを指差す。


「お前はどーしたんだ!?　お前もやらないのかよ！」


　ミロクもアーニィもジュジュも予想外の発言だったのだが、一部で賛同する声もあがった。


「なんだ、私なら勝てそうだと思ったのか？」


　一番弱そうなのが出てこない、つまり勝ち目がありそうな相手が出ないことに不満があるのだ。少しは希望を見せて欲ほしいのだろう。
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　それとは別に、他の二人があれだけ強いのだから、ジュジュも何か隠かくしているのではないかと思う人たちもいる。


「いや、ジュジュはダメだ！」


　そんな観客たちを制止するのは、慌あわてきったミロク。


「ジュジュは戦わないから、俺たちが相手するから！」


「何慌ててんだよミロク」


　パージェスが取りなすが、ミロクは動どう悸きが激しくなっている。


「そうだよ、なんであたしのことはけしかけるくせに、ジュジュはかばうわけ？」


「なんでアーニィがそっち側についてるんだよ!?　アーニィは強いから擁よう護ごしなくていいだろ！」


　焦あせりながらふてくされるアーニィにツッコミを入れたりと、たった一言でミロクのテンションは激しく上下していた。


「フッ」


　期待と恨うらみの混じった視線を一身に浴びながら、ジュジュは肉を飲み込む。


「残念だったな。私と戦いたきゃ、この二人を倒してからにするんだな」


　長い金きん髪ぱつをサラリとかき上げ、女神のように美しい笑え顔がおで悪の帝てい王おうのようなセリフを吐はくジュジュ。こうキッパリと言われてしまうと、誰も反論できない。


「それに、こっちはこっちで戦ってるんだぜ」


　少しだけ疲つかれたような声を出しつつ、干し肉をやっつけるジュジュ。すでに十人前くらいは食しているだろう。


　そうしてミロクの相手をした愚おろか者ものから弁当を巻き上げると、今度は食事を終えたアーニィがリングに上り、またミロクと交代する。


　こうして楽しい昼食が延々と続くかと思われたが、


「お、おまえら……おまえら一体、何なんだ!?」


　元もと締じめのパージェスは泣きそうだった。


「おかしいだろ、絶対！　バカみたいに強いのは、騎き士しってことで納なつ得とくするけどよ！　なんでこんなに弁当食えるんだよ!?　俺の計算じゃ、どんなにがんばっても三人分くらいで気持ち悪くなるぞ！」


　おそらく偶ぐう然ぜんだろうが、意外とよくできたシステムではあった。


　こういう自由参加の戦いだと、絶対に勝ち続ける輩やからが出る。そういう相手は次し第だいに避けられ、賭と場ばが冷めてしまうのだ。しかし賭けるものが弁当である以上、腹に限界ができる。むしろたくさん食べて動きが鈍にぶれば、連勝している生徒でも負ける可能性が出てくる。食べてすぐ動くことがどれだけ身体に負担がかかるか、誰だれでもわかる。


　それでも彼らは、二十人分以上の昼食を食べてなお勝ち続けた。


　理由を、ミロクはこう語る。


「当たり前だろ。俺たち騎士だぜ」


「え……？」


　首をかしげたのは、パージェスだけではない。その場にいた生徒全員がミロクの言葉の意味が分からなかった。


　だからアーニィが補足する。


「あたしたち、普ふ段だんからアホみたいに働いてんの。食べられる時に食べないと、すぐにブッ倒たおれるんだから。食べるのも仕事のうちなの。このくらい食くい溜だめできないでどうするっての。騎士の仕事ナメないでよね」


　少ししか膨ふくらんでいない腹を叩たたくアーニィに、誰も何も言えずじまい。


　最後にファンシーな包みに入ったお弁当を食べ終えると、


「ごちそうさまでした！」


　ミロクとアーニィとジュジュは揃そろってお茶の入ったカップを掲かかげた。そして一気に飲み干して口の中をすすぐ。


「あ、念のため訊きくけど、まだ戦いたいヤツいるか？」


　ミロクの問いに応こたえる者は、誰もいない。


　その時、昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。その音に安あん堵どしたように息を漏もらす者が数名。


「じゃ、帰るか。あ、弁当箱は返すから」


　空からになった弁当箱をイスに置き、三人は立ち上がる。


　立ち去る寸前、ミロクはパージェスの肩を叩いた。


「うまかった。明日あしたもやってるんだろ？　また来るぜ」


「も、もう勘かん弁べんしてくれぇぇぇぇっ！」


　とうとう泣き出したパージェスを慰なぐさめる者は誰もいなかった。





　　　　　　　＊





「いやー、これほどまでにスカッとした解決方法はなかったぜ！　爽そう快かい爽そう快かい！」


　体育館から出て中庭を歩く三人。ジュジュは腹をさすりながら笑い続けていた。あとは事件解決の報告をノック先せん輩ぱいか顧こ問もんのビスマルクに伝えればいい。パージェスも二度とこんなバカな真似まねはしないだろう。別のバカな真似はするかもしれないが。


「でも、さすがに食いすぎたな。本当に明日も来いって言われてたら、どうなってたか」


　いつもより足取りが重いミロクだが、それでも笑えみは崩くずれない。


「運動しながら食べられたから良かったよね。その場で消化できるから」


　そんなスキルを持っている人間も特とく殊しゆなのだが、ミロクも同意している。


　ところがそれに当てはまらない人物もいた。


「あれっ、そう言えばジュジュは動いてないよな」


　考えてみれば、ミロクやアーニィが交代したり選手と会話している間も、ずっと食べ続けていたではないか。それを考えると、ミロクたちの二倍は食べている計算になるわけだが、ジュジュは平然としている。


「よくそんなに食べられたな」


「ったりめーだろ。私の仕事は、騎士よりパワー使うんだよ。ただ喋しやべってるだけでも、ものすごく腹が減るんだ。私に食い溜めの技術で勝てるのは、ジルサニアじゃ父上くらいなもんだぜ」


　ジュジュは鼻を鳴らすと、小さな腹をポンと叩いた。


「ジルサニア王国第一王女の仕事、ナメんなよ」


　かなわないと言わんばかりに、ミロクとアーニィが苦く笑しようする。


「お、その様子だと終わったようだな」


　中庭の向こうから、せわしない足取りで走ってくるウサギがいた。世界広しと言えど、喋りながら二足歩行で走るウサギを、ミロクは他に知らない。


「隊長。ええ、終わりました。多分、明日からは平和になると思います」


　闘とう技ぎ場じようでの出来事をかいつまんで説明するミロク。


「おっし、それでこそ俺の部下だ」


　ニンジンを齧かじりながらミロクの後頭部を叩くビスマルク。昼食中にわざわざ走ってここまで来たのは、ミロクやアーニィではなくジュジュが心配だったからだろう。


「けどよ、そのパージェスってのが懲こりずに弁当狩がりデスマッチ再開したらどーすんだ？」


「そしたら、また潰つぶせばいいでしょ」


「同じ方法は使えないだろ。強さ見せつけちまったんだし」


「あ、そうか。誰も相手してくれなきゃ、意味がないのか……」


　その事態は想定していなかった。


　ところがあっさり解決方法を提示するジュジュ。


「簡単だろ。強さで敬遠されるんだったら、もっと上等な弁当で釣つればいいんだよ」


「例えば？」


「ウサギの丸焼き」


「あー、なるほど」


　手を叩くミロクとアーニィ。


「ちょっ、待てお前ら！　そのウサギはどこから調達――」


　その時、授業開始のチャイムが鳴なり響ひびいた。


「おっと授業始まる。じゃ隊長、また明日！」


「待てミロク、おいアーニィもなんとか言って……おい、お前らーっ！」


　学園で最強を誇ほこる騎士たちは、哀あわれな上司を置き去りにしつつ、校舎へ向けて走り出したのだった。








「あー、あったねーそんな事件。美味おいしかったな～」


「おおう！　なんだよアーニィか！」


　赤目隊の部屋に、イスの音が響く。反省文に夢中で気づかなかったのだ。


　先ほどまでディアートがいたはずなのに、今はアーニィに入いれ替かわっていた。ミロクの書いた反省文を読んでおかしそうに笑っている。


「ディアートは？」


「荷物取りに来ただけみたいだよ。あたしもそうだし」


　衣装ケースを抱かかえてみせるアーニィ。みんな身み支じ度たくを始めているのか。ミロクもそうしたいが、今は反省文が先だ。


「ま、ケンカみたいなことやっちゃったしねー。言い訳はしとかないとね」


　まるで他人ひと事ごとのように笑いながら、アーニィは反省文をぺらぺら捲めくる。


　が、あるページで手が止まった。


「う……この事件……」


　みるみる顔が赤くなっていくアーニィ。
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「君のことが……好きだ」


　目を見て、はっきりとミロクは告げる。


　春の薫くん風ぷうに茶ちや髪ぱつと制服が揺ゆれ、普段は挑ちよう戦せん的てきな目が、今は真しん剣けんに眼前のアーニィに向けられている。このかすかな沈ちん黙もくにも耐たえられず、しきりに手を握にぎったり開いたりしている。手の汗あせが滑すべる。


「……ミロク」


　答えられず、アーニィは目を伏ふせた。


　いつもは陽気に笑う彼女が眉まゆを寄せて戸と惑まどい、恥はずかしそうに指の背を嚙かんでいる。潤うるんだ目を見られないように、隣となりを見る。


　ふたりを見下ろしているのは、美しい銅像。


　誰かが定期的に磨みがいているのだろう、薄はく衣いを纏まとった青銅の女性は水みず瓶がめを抱だいたまま優やさしく微ほほ笑えんでいる。


「君のことが、好きだ」


　囁ささやくようなミロクの声。耳まで真っ赤になっていることに、アーニィは気づいているだろうか。ミロクの動どう悸きが激しくなり、胸に手を当てる。この鼓こ動どうの音まで聞こえそうで、ぎゅっと制服の胸むな元もとを握りしめる。


　ジルサニア中の少年少女が通う学園の中で、ここだけ時間を切り取ったように静かだった。休日でもこれほどの静けさはない。学園の外れにあると言っても、校庭で運動する生徒の声くらいは聞こえていいはずなのに。


「ね、ミロク……」


　銅像を見ていたアーニィがゆっくりとこちらを向く。一いつ緒しよに働き、闘たたかった赤あか目め隊たいの同どう僚りようであるアーニィ。よく食べ、よく笑い、よく怒おこる彼女。


　そんなアーニィの普ふ段だん見せない表情に、胸が苦しくなる。


　つばを飲み込み、言葉を待つミロク。


　困ったような顔のアーニィ。ずっと反応がない。ただ真っ赤な顔はミロクと同じだ。照てれ隠かくしなのか、スカートの裾すそを僅わずかに握っている。


　そのまま、返事をした。


「ミロク。やっぱり何も起きないよ？」


「……だなー」


　ふたりで銅像を見上げる。


　溜ため息いきをつくミロクと、あくびをするアーニィ。


　いつものふたりであった。





　　　　　　　＊





「お願いがあるの！　ケッちゃんが最近おかしいのよ！」


　鐘かね四つ（約四時間）ほど前の教室。ミロクとアーニィとジュジュが今日の騎き士し団だんの仕事について話しているところに、その依い頼らい者しやはやってきた。


「あ、カチュア」


「げっ、カチュア」


「ん、誰だれ？」


　学年が違ちがうので知らないジュジュだけが首をかしげる。


「あ、でも見たことあるな。どこで会ったんだっけ……」


　アーニィとミロクで反応が違うのは理由があって、以前学園で起きた賭かけバトルを解決した際、なりゆきでミロクとカチュアが対決したことがあったのである。騎士の中でも二つ名がつくほど強いミロクと違い、カチュアはただの同級生。スプーン一本で負けたカチュアは、それ以来ミロクに会うと愚ぐ痴ちを言ってくるようになった。


「ごめんね、これから騎士の仕事だったのよね。でも、聞いて欲ほしいの」


　そんな彼女が頼たのみに来るのだから、よほど切せつ羽ぱ詰つまった事件が起きたのだろう。綺き麗れいな三つ編みをいじりながら、細い眉をひそめている。


　ケラケラと屈くつ託たく無く笑うアーニィとは違い、おとなしめの顔立ちだ。言動はドギツイが。


「……で、ケッちゃんがどうしたって？」


「うん……」


　ミロクが聞き返すと、カチュアは俯うつむいて詳しよう細さいを話してくれた。


「あのね、ホラ、こないだの賭けバトルに私参加したじゃない」


「ああ、おかげで俺は中間テストの成績をバラされそうになったんだ」


　恨うらみのこもった声で追い打ちをかけるミロク。


「もー、いいじゃん、そんなの！　それでカチュア、どうかしたの？」


　アーニィがミロクをひっぱたいて続きを促うながすと、カチュアはスカートの前で両手を組み、泣きそうな声で続きを話す。


「そのこと、ケッちゃんにバレて、すごく怒られちゃったの。あんなに声を荒あららげるケッちゃん、初めて見た……それからケッちゃん、逆にすごく静かになっちゃって……私が何言っても答えてくれなくて……ううう」


「あー、待ってカチュア、落ち着いて。ひとりで泣かないで」


　目に涙なみだを浮うかべたカチュアの肩かたを抱くアーニィ。


　正直、ミロクには手も口も出しづらい状じよう況きようである。自分にはわからない理由で突とつ然ぜん泣き出した女子に対して、どういう反応をすればいいのかまったく分からない。


「なぁジュジュ。こういう時、俺どうすりゃいいんだ？」


「私に訊きくな。時々、女同士でも対応に困る時があるんだ」


　遠い目をするジュジュ。ついていけないのは彼女も同じのようだ。


　だが、そういう疑問を解決するためにも、質問はしなければ。


「で、ケッちゃんって誰なんだ？　彼氏なのか？」


「彼氏……じゃないよ。幼おさな馴な染じみ。三人とも、知ってるでしょ？」


　さも当然と言わんばかりのカチュアだが、言われた三人は視線を交かわして「知ってる？」と目で尋たずね合っている。誰も知らなかった。


「ええと、ごめんカチュア。それ誰？」


「六年生の、学園騎士団の副団長の……」


　そこまでヒントを得て、やっとミロクは答えに到とう達たつできた。


「ああ、ルケート先せん輩ぱいか」








　ルケートという男は、学園でも有名な男である。ジルサニア騎士団の中でも、学園の生徒だけで構成される学園騎士団の副団長なら、それだけで知名度は高い。が、この男はそれ以外にも奇き妙みような風ふう貌ぼうをしているため、どこにいても目立つ。


　将来はゴーレム技師を目指しているというルケート、魔ま法ほうの成績は学園でもトップクラスで、そのため研究に没ぼつ頭とうしている時間が多く、身なりを気にしない。ボサボサの髪かみの毛けに実験で破れた制服にサンダルといういで立ちで学園を闊かつ歩ぽしている。


　そんなゴーイングマイウェイなルケートが、現在、机に突つっ伏ぷして泣いていた。


「も、もう、ダメだ……僕はオシマイだ……」


「バカなこと言うな！　ほら、これを食って元気を出せ！」


　放課後の教室で、袖そでが濡ぬれるのもかまわず泣き続けるルケートの肩を、大男がバシバシと叩たたいている。ルケートとは対照的に、短たん髪ぱつで筋肉質な男だ。学生では珍めずらしいが、騎士団にはゴロゴロいる。金属の甲かつ冑ちゆうを身につけて前線に立つ騎士は、身体からだを鍛きたえているから。


　そんな彼は先ほどから机に肉を並べている。牛肉、鶏とり肉にく、豚ぶた肉にく、竜りゆう肉にく、さらには珍しい魔法生物の肉まで。


「ほら、お前の好きな肉だってこんなに用意したぞ！」


「肉は君の好物じゃないか……ううううう」


　大男の勧すすめにも耳を貸さず、顔を上げないルケート。


「ちわー、失礼しまーす」


　そんな奇妙な教室に入ってきた、ミロクとアーニィ。


　ジュジュはさっさと帰った。「誰かが困ってる騎士団の仕事ならともかく、痴ち話わゲンカに付き合ってられっか」とのことだ。できるならミロクたちもそっとしておきたい案件だ。


「ノック先輩、なにやってるんですか？」


　とりあえず机の上に並んだ肉を見て、誰でもするであろう質問を投げるミロク。ノックと呼んだ大男がここにいることについては、疑問に思わない。彼は学園騎士団の団長を務めており、同時にルケートの親友だ。


「見ての通り、ルケートがこんな風になっちまったからさ！　元気をつけるには肉だろ、肉！　なのにこいつ全然食べやしないんだ！」


「えええ、本当ですか!?」


　ミロクもアーニィも口を押おさえて驚きよう愕がくする。


「ルケート先輩！　肉は百薬の長ですよ!?　食べれば元気でますって！」


「そうだよ！　先輩、肉食べれば元気でるよ！」


　ミロクとアーニィの援えん護ご射しや撃げきが加わるが、ルケートは顔を上げない。


「君たちのような脳のう味み噌そまで筋肉な人と一緒にしないでくれっ！」


　ようやく顔を上げたと思ったら、怒ど鳴なられた。ミロクもアーニィもノックも、どうして怒られたか理解できない。


「僕は……君たちと違って……」


　そこで何かを思い出したように跳はね起おきるルケート。


「そうだ、僕のつまらない自尊心が、カチュアを……！　もう、この身を引ひき裂さいて名も無き神への供く物もつにしてしまいたい……！」


　長い頭を搔かき毟むしると、フケが飛ぶ。アーニィが素早くミロクの背後に避よけた。


　なにやら独白というよりポエムが始まりそうな勢いだったので、ミロクとアーニィは頼まれた用事を済ませることにする。


「ルケート先輩。カチュアと何があったんです？」


　素す直なおなミロクの問いに、ルケートは長い前まえ髪がみをかきあげる。細ほそ面おもてで不ぶ精しよう鬚ひげがあるが、意外にも整った顔立ちである。清潔にすれば女子にモテるだろう。


「あぁ……」


　うつろな目のルケート。これが学園の平和を守る騎士だと言っても、信じてもらえそうにない。確か剣けんもそこそこ強かったとミロクは記き憶おくしているのだが。


「カチュアに……ひどいことを言ってしまった」


　この答えを得るために要した時間は短かったが、すでにミロクたちはドッと疲つかれが出ていた。同級生のカチュアの頼みでなければ、あるいは騎士団の先輩の悩なやみでなければ帰っていたかもしれない。


「やっぱり、こないだの弁当狩がりデスマッチのことですか？」


「賭け事は良くないよ……それも、お弁当を賭けるなんて。ごはんが足りなかったら、僕のお弁当だって分けてあげるのに……なのにカチュアは、僕に黙だまって」


　徐じよ々じよにルケートの言葉が落ち着いてきている。


　彼自身も頭の中で整理をしようとしているのだろう。


「それで、ひどいことを言ったんですか？」


「心配だったんだ。賭と場ばなんて、悪い人たちの巣そう窟くつみたいなものじゃないか。そんな所に行って、カチュアの身に何かあったら……」


「じゃ、先輩は悪くないじゃん！」


　アーニィが少しだけ怒おこった口調になる。だけど彼女も先ほどのカチュアの態度を思い出したようで、すぐに首を振ふる。


　ミロクもなんとなくだが、図式が見えてきた。つまりルケートは心配のあまり言葉を選ばず怒鳴ってしまい、それで自分が許せなくなったのだろう。もちろんカチュアの顔色も気になる。


「謝あやまるべきはカチュアって子じゃないのか？　悪かったのは、その子なんだろ？　だったら彼女に謝らせればいいじゃないか」


　ノックが初めて口を開く。


　が、話はそう単純でもない。


「どっちも反省してるんですよ。けど、言い出せないってこと、ありますよね」


　理り屈くつのみで考えれば、ただ謝れば終わる話だ。だけどルケートは騎士として、カチュアのために説教したのだ。


「そう……だね。僕が謝ると、彼女を心配していた事実まで否定してしまうような気がして……」


「でも、仲直りはしたいんですよね？」


　ミロクが念を押す。


「そしてあわよくば、カチュアにきちんと気持ちを伝えたい、と」


「な、そ、そんなこと、な、な、な」


　アーニィの捕ほ足そくに、顔を真っ赤にして手を振るルケート。彼がカチュアに対してどんな気持ちを抱いだいているのか、鈍どん感かんなミロクでも理解した。


　まぁ、そうでもなければ、こんなに悩む必要はない。好かれたい相手に対して怒鳴ったから、落ち込むほど気にしたのであって。


「ん？　つまり、どういうことだ」


　ノックはまだ分からないらしく、首をかしげたまま。


「いいよ、僕は、もう、そんなの……」


　ルケートはいじけてしまい、ノックが用意した肉を取る。親友が持ってきてくれたのを無む下げにはしたくないのだろう。


「僕はこんな風貌だし、カチュアだって小さな頃ころから家が近いってだけで……彼女にするとか、そんなの、おこがましすぎて――って、これ生なま肉にくじゃないか！」


　真っ赤な肉を机に放ほうり投げるルケート。


「新しん鮮せんだから、食えるぞ？」　


「オウガンには生の肉を使った料理がありますよ」


　ノックとミロクは平気で食べている。しかしこれは料理と呼べる代しろ物ものではない。かろうじて火が通っている鶏肉を摑つかむと、ルケートは溜ため息いきと共に食べ始める。


「でも先輩だってカチュアのこと嫌きらいじゃないんでしょ？」


　脱だつ線せんしかけた話をアーニィが元に戻もどす。彼女は生肉を食べなかった。ただ単純にニオイが嫌いという理由らしい。


「そりゃ、ちょっとは気になるし、いろいろそういうスポットとか探したりしたけど」


「スポットって何ですか？」


「例えば、ホラ、第七校舎の裏の森をずっと進んだところにある、女性の銅像あるじゃないか。あそこで愛の告白をしたカップルは、必ず両りよう想おもいになれるとか」


「恋こいのおまじないじゃないですか！」


　思わず先輩にツッコミを入れてしまうミロク。


「ふ、不ふ可か抗こう力りよくだよ！　黒くろ魔ま術じゆつの研究をしているうちに、自然と耳に入ったんだ！」


「恋のおまじないって、白しろ魔ま術じゆつだよね……」


「そういう場所があるってだけで、真しん偽ぎも魔ま術じゆつ的てき根こん拠きよもないんだよ！」


　アーニィの小さなツッコミも無視するルケート。とはいえ、誰だれも疑問に思わない。ルケートの魔術の知識は折り紙つきだ。恋のおまじないくらい、基き礎そ知識として知っているだろう。


「なるほど。ようやく事情が呑のみ込こめたぞ」


　牛の生肉を飲み込むノック。いままでずっと食べながら考えていたらしい。


「つまりルケートはカチュアって娘こに銅像の魔法をかけて、言うことを聞かせるんだな!?　もう悪さしないように！」


　ノックの言葉は完全に的外れのように聞こえて、微び妙みように正解しており、残りの三人もどう返せばいいのか言葉に詰つまってしまった。


「いかんぞ！　人を魔法で操あやつるなんて、悪の魔ま導どう士しみたいじゃないか！　そんな銅像、悪用されたら大変なことになるぞ！」


　続けて放ったノックのセリフ。今度は誰もが納なつ得とくできる懸け念ねんだった。





　　　　　　　＊





　で、ミロクとアーニィが何をしているのかと言うと、


「アーニィ、好きだ！」


「ミロク、愛してる！」


　銅像の前でかれこれ二十回くらいは愛の告白を繰くり返かえしているのだが、一向に事態の変化は訪おとずれなかった。あるとすれば、羞しゆう恥ち心しんが完全にフッきれ、どんな愛の言葉でも叫さけべるようになったことくらいか。


　が、その応おう酬しゆうもやがて止まる。理由は単純、疲れたから。


「なあアーニィ、本当にこの銅像で間ま違ちがってないのか？　別の銅像じゃないのか？」


「そんなことないって。この銅像、ホントに有名なんだよ？　恋のおまじないって言ったら、まず真っ先に話題に出るくらいだもん」


「へー、そんなに有名なんだ」


　だというのに、特に何も起こらない。噂うわさが本当なら、告白した瞬しゆん間かんに何か得体のしれない魔ま法ほうがかかって恋こい人びと同士になれるかもしれないのに。


　と、ここで気づく。


「あれ……なんだ、この違い和わ感かん」


　普ふ段だんなかなか縁えんのない、思考という行為をするミロク。


「ん、どしたの」


「いや、俺たちルケート先せん輩ぱいがカチュアと仲直りするために、この銅像を調べてるんだよな？　噂の真偽を確かめて、本当ならカチュアとここで仲直りなり告白なりすればいいって」


「そうだよ。悪い魔法がかけられてるんだったら、通報しなきゃいけないし」


「……別に俺たちじゃなくてもいいんじゃないのか、この仕事？」


「うん。なんか最近、変な事件は確実にあたしたちに振られてる気がするね……」


　前回の弁当狩りデスマッチといい、特に奇き抜ばつな行動をした覚えはないのだが。そもそもミロクたちが所属する赤目隊が特とく殊しゆだからだと言われれば、それまでだが。


「あとさ、この銅像」


　ミロクが銅像の足を小こ突づく。


「うん？」


「魅み了りようの魔法がかかってるとしたら……俺たち、恋人同士になるんじゃないのか」


「へっ」


　アーニィの動きが止まる。


　そして黙り込む。


「……考えてなかったのか、そういう事態」


　アーニィの首から顔、そして耳が順に真っ赤になるのが見えた。ミロクの予想とは少し違ちがうので面食らった。


「ミ、ミロクだってそうじゃん！　いいの、あたしなんかと恋人同士で!?」


「うーん……」


「なんで悩むんだよ、そこで！」


「わっ」


　鋭するどい正せい拳けん突づきを屈かがんで避よけるミロク。アーニィの拳こぶしはまっすぐに伸のび、銅像の向こうずねを強く打った。青銅の足が鈍にぶい音を響ひびかせる。


　ミロクはこの達人の拳を尊敬している。だからこそ、複雑な気持ちなのだ。


「で、でも大だい丈じよう夫ぶだったろ!?　魔法なんてかかってなかったろ！」


「うー……！」


　犬のような唸うなり声ごえをあげながら、アーニィは銅像の足を握にぎる。


「ま、まぁ、確かに。悪い魔法はかかってないみたいだね！」


　取とり繕つくろうように銅像を撫なでるアーニィ。恥はずかしさを打ち消すために、わざと大きな声を出す。


「けど、何らかの魔法はかかってるよな。鈍感な俺でも感じる」


「ジルサニアの魔法は付加エンチヤントだから、銅像にかかっててもおかしくないんだよねー。周りの空気を綺き麗れいにする魔法とかあるし」


　それが恋の魔法だと証明する方法はない。ミロクもアーニィも生きつ粋すいの脳筋であるため、魔法には疎うとい。赤目隊の同どう僚りようか隊長なら、ある程度の知識は持っているのだが、彼らは学生ではない。


「なんの魔法だろうなぁ……？」


　ミロクも持てる知識を総動員して考えてみる。


「魅了の魔法……ああ、そういやオウガン帝てい国こくは使役フアツシネイシヨンの魔法が得意だっけ」


　かすかな記き憶おくの糸が、少ない知識の扉とびらを開けてくれた。


「使役の魔法って、どんなの？」


「動物とかを操る魔法なんだけどな、でもあれは相手が警けい戒かいしてると効きにくいって、誰か言ってたな」


「警戒かー」


　また二人で銅像を見る。空からの水みず瓶がめを持った女性の姿は、警戒心を解いてくれそうなものなのだが。


「やっぱりアーニィ、俺のこと警戒してる？」


　ミロクの質問に、特に意味はなかった。もともと変な依い頼らいなのだから、身構えるのが普ふ通つうの反応なのだが、


「そ、そんなことないよっ！」


　またアーニィの顔が赤くなった。


「あ、あたしはミロクのこと嫌いじゃないし、別にそんな」


「なにムキになってんだよ。俺だって警戒してねーよ」


　むしろそんなに焦あせって弁解されると、逆に疑ってしまうではないか。そりゃ確かにいつも仕事でヘマばかりしていて、怒おこられっぱなしの毎日だけど。


　それでも――


「あれ、ミロクくんとアーニィちゃん？」


　横から声をかけられて、なぜか後ろに飛とび退のくミロクとアーニィ。鈍感なくせに、誰かに見られたら誤解される状じよう況きようにあることは分かっているらしい。それでなくとも、あれだけ恥ずかしいセリフを言い合っていたのだから、誰かに聞かれただけで学園生活がオシマイになる。


「なにしてるの、そんなトコで？」


　森を抜ぬけて現れたのは、なんとカチュアだった。


　どうやら一番まずい場面を見られたわけではないらしい。


「ああ、この銅像を――」


　カチュアの質問に答えようとしたミロク。


「ちょっと待ってミロク！」


　その首根っこを突とつ然ぜん引っ張られた。


「なにすんだアーニィ！」


「ちょっと、静かに。いいから耳貸して」


　何かを思いついたらしいアーニィが、ミロクにこう吹ふき込む。


「あのさ、今、カチュアは警戒してないよね？」


「って、お前、まさか俺に!?」


「カチュア本人のためなんだから、いいじゃん。後で本当のこと話せば大丈夫だって！」


「ええぇ～……」


　唸ってはみたものの、ミロクもアーニィの言葉に頷うなずいてしまう。警戒していない人に告白した時、果たして魔法は発動するのか確かめねばならない。


　カチュアには気の毒だが、最悪、誰かに魔法を悪用されるような事件が起きる前に対処しておきたいのだ。


「どしたの、ふたりとも？」


　そんなミロクの考えなど知らないカチュアが、こちらを見ている。


　意を決して、ミロクはカチュアの前に立った。


「カチュア。あ、会いたかった。この銅像、知ってるか？」


「これ、恋こいのおまじないの銅像だよね？　あ、ひょっとして私、邪じや魔ましちゃった？　そっかミロクくん、アーニィが」


「いや、そうじゃないんだ。じ、じ、実は、カチュアに伝えたいことが」


「へっ？」


　ミロクの噓うそに、気の抜けた声を出すカチュア。


「え、えーと、その、カチュア。俺……」


　戸と惑まどうミロク。さっきアーニィに向かってあれほど繰り返してきた愛の言葉が、まったく出ない。それどころか、普通の言葉すら出なくなっている。


　後ろを見ると、アーニィが手て振ぶりで応おう援えんしている。これでは完全にミロクの告白を応援する女子だ。


　どういうわけか、まったく行動できない。


　自分を偽いつわり、相手を騙だますことに抵てい抗こうがあるのだ。アーニィの時はお互たがいが了りよう承しようした上でのことだったが、今度は完全なウソだ。


　好きでもない男に告白されても迷めい惑わくだろうし、ウソとわかればさらに落らく胆たんする。


　だが、この銅像の魔法を調べないと、誰だれかが悪用する可能性もあるわけで――


「あ、あの、その……」


　ミロクが出ない言葉を必死で出そうとしていると、


「ダ、ダメっ！」


　カチュアがミロクの胸を突つき飛とばした。


「うわっ、なんだカチュアいきなり？」


　あからさまな拒きよ絶ぜつに、正気に戻もどるミロク。


「ダメ、そーいうのダメだからミロクくん！　わ、私は、ちゃんとそーいう人いるし、この銅像が恋の女神だって言うなら、やっぱりその人に言われたいし……」


「……だよな！」


　強く肯こう定ていするミロクに、今度はカチュアが面食らう。


「やっぱり、そういうのは好きな人とするモンだよな！」


「う、うん、そうだよね？」


「俺も、そういうのは好きな人ができた時に、ちゃんと向き合って真しん剣けんに言いたいって思ってたよ！」


「そ、そうだね。その通りね」


「カチュア！　ありがとう！　俺、なんか踏ふみ外はずすところだった！」


「……なんだか知らないけど、ミロクくん、良かった、の？」


　すっかり置いてけぼりにされるカチュア。


　ミロクは何が嬉うれしいのか、軽く飛び跳はねて喜びを嚙かみしめている。


「ふーん、そっか……好きな人、いないんだ」


「ん、何か言ったかアーニィ？」


「べっつにー」


　振ふり返かえるミロクに、アーニィは手を振って否定する。


　仕事には失敗したが、なんだか清すが々すがしい気持ちだ。


「さて、失敗したところで、どうするかな」


　難問が三つある。


　ひとつは、この銅像に魅み了りようの魔ま法ほうがかかっているかどうか調査すること。


　そしてもうひとつは、銅像の魔ま力りよくの有う無むにかかわらず、カチュアとルケート先せん輩ぱいの仲を取り持つこと。


　そして、最後のひとつ。


　よりによって、最悪のタイミングで最悪の人間が通りがかってしまったこと。


「ヨォ……随ずい分ぶんと仲良しじゃねーか、ミロク」


　災わざわいは、この国で一番美しい姫ひめの姿をしていた。


「ジ、ジュジュ……」


「てめぇ誰に断って愛の告白なんかしてんだぁっ！」


　その場に落ちていた木の枝で、思いっきり頭を殴なぐったのは、ミロクの学校の後こう輩はいにして仕事の上司にして、このジルサニア王国の象しよう徴ちようである、ジュジュだった。


　どうしてジュジュが半泣きなのかも分からず、ミロクは散る火花に目を焼かれていた。








　ジュジュの性格はミロクも熟知している。


　ものすごく簡単に説明するならば「姫」。この一言に尽つきる。いや実際にジュジュはジルサニアの第一王女なのだが、この暴君ぶりは他ほかのどの職業でも形容できない。


「オラァ！　なんとか言えこのスケコマシ！」


「古い表現だな！」


「返事がそれかっ！　反省しろこのサル！」


　棒で殴りつけてくるジュジュ。その振りは遅おそく、素しろ人うとでも簡単に避よけられる。だがミロクは避けずに殴られてしまう。
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　ジュジュの泣きそうな顔がミロクを圧あつ倒とうし、束そく縛ばくしている。この棒を避けたら、後でもっとひどいことになりそうで、躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。


「待って、待ってジュジュ！　落ち着いて！」


　そんなジュジュを羽は交がい締じめにするアーニィ。


「離はなせアーニィ！」


「いいから深呼吸して、話を聞いて！」


「いいのかよアーニィは!?」


　押おさえつけられながらも、棒を振り回すジュジュ。


「なにが!?」


「私たちの奴隷ミロクが、他の女に取られちゃうんだぞ!?」


「それは良くないけど、でも、これは違ちがうの、あのねジュジュ」


「おい待てジュジュ、いま変なルビ振らなかったか!?」


「うるせぇ！　タラシは黙だまってろ！」


　ジュジュが棒をブン投げる。くらうと痛そうなので、ミロクはしゃがんで避けた。ブーメランのような軌き道どうで回転しながら飛んでいく棒は、銅像の顔面にぶつかった。ミロクがその様子を見ているうちに、ジュジュはアーニィの腕うでをふりほどく。


「おい、そこの先輩！」


　カチュアをビシッと指さして、ジュジュは宣言する。


「ミロクと付き合うと後こう悔かいするぞ！　こいつは四桁けたの計算ができないくらいバカだし、取とり柄えっつったら剣けんしかないし、すぐに舞ぶ台たい装置壊こわすし、凶きよう暴ぼうだし、シスコンだし、パンツに名前書いてるし、シスコンだし」


「おい！　俺、パンツに名前なんて書いてないぞ！」


　慌あわてて弁明するが、時すでに遅し。アーニィもカチュアも微び妙みような微ほほ笑えみでミロクを見ていた。それに加えて何故なぜか二回も言われたシスコンを否定しないあたりも、笑顔をより微妙なものにしている。


「そんなんでいいのか、先輩!?」


「ま、待って！　あの、別にミロク君とはそーいうんじゃ……」


「じゃあ、どーいうんだよっ!?」


　新たな棒を取り上げてミロクを睨にらむジュジュ。


「ミロク、お前ただで死ねると思うなよ。三百年前に伝説の性犯罪者が国民の前でやられた、拷ごう問もん史に残る処しよ刑けい方法を教えてやる」


「だから、なんでだよっ!?　そもそも俺が告白したとして、ジュジュに何の関係があるってんだ!?」


「知るかっ！　でもお前が他の女とイチャイチャしてるの見ると、無む性しようにハラが立つ！」


「う……そ、そうなのか」


　なんだか悲しくなってきた。


　そこまで嫌いやがらせを受けるほど、自分はジュジュに嫌きらわれていたのかと落胆するミロク。別に恋れん愛あいくらい好きにさせて欲ほしい。とはいえ、これは演技なわけだが。


「反省しろ、ミロク！」


　棒を振り上げて殴りかかってくるジュジュ。


　理性を取り戻したミロクは、その棒を避よけた。背後の銅像のすねに当たり、中なか程ほどで折れる棒。


「逃にげるなっ！」


　なぜか非常にイラついているジュジュ。今度は折れた棒を投げつけてきたので、手で弾はじき飛ばした。飛ばされた棒は銅像の腰こしにぶつかる。打楽器のような澄すんだ音を立てて棒は飛んでいった。


「ジュジュ！　だから、これは違うんだって！　本気じゃないんだ！」


「遊びで付き合うつもりだったのか!?　私の教育が行き届いてないみてーだな！」


「そんな教育、受けた覚えねぇよ！」


「そもそも先輩は最初、ケッちゃんがどーしたとか喚わめいてたじゃねーか！　ミロク、お前そんな先輩の弱みにつけ込んで何考えてんだ！　この間男め！」


「人聞きの悪いこと言うな！　だから誤解だ！」


　銅像を挟はさんでふたりが睨み合う。


　その様子を遠巻きに見ていたアーニィとカチュア。


「ねぇアーニィちゃん」


「なに？」


「あのふたり、仲いいねー」


「でしょー」


　先ほどから、どことなく冷めた視線でミロクたちの死し闘とうを眺ながめている。最初はアーニィも焦あせっていたが、いつものケンカが始まったらどうでも良くなってきた。


　だが、どうでも良くない者もいたようだ。


『いい加減に――』


　銅像の周りをグルグル回っているふたりに、天から降りかかる声。


「ん？」


　立ち止まって声を聞くミロクと、急に立ち止まられたのでぶつかるジュジュ。


「誰だ？」


　ジュジュでもない。同じ声を聞いたらしく、周囲を見回している。アーニィやカチュアは聞こえていないようだ。


　声の主ぬしは、唐とう突とつに現れた。


『――しろぉ───────っ！』


　怒ど号ごうと共に、上空から蹴けりが振ってきた。予想外の攻こう撃げきに対応できず、ミロクは背中を思い切り蹴け飛とばされて転がった。


「わ、わ、わぁああっ！」


　そこに立っていたのは、美しい女性――


　水みず瓶がめを無造作に片手に持ち、怒いかりに震ふるえているのは先ほどまで台の上で優ゆう雅がにポーズを取っていた銅像そのものだった。


「な、ど、銅像が！　わーっ！」


　全員、ビックリして腰を抜ぬかしてしまった。


『さっきから黙って聞いてりゃ、あんたたち……！　人が動かないのをいいことに、バッコンバッコン殴ってくれちゃって……！』


　小こ刻きざみに震える銅像が次に起こす行動は、誰でも予想できた。


　勇ゆう敢かんな騎き士しが二人もいるのに、全員が取った行動は同じだった。


「わ、うわーっ！」


　背中を向けて、全力で走りだす。


『待てクソガキどもぉーっ！』


　地面を響ひびかせて銅像も走って追いかけてくる。


「わぁーっ！」


　カチュアはともかく、ミロクもアーニィも相当の手て練だれで、ジュジュもそれなりに物ぶつ騒そうな現場には遭そう遇ぐうしているのだが、あまりに予想外な出来事が起きると、「わー」以外の叫さけび声ごえも出せずに引けた腰で逃げることしかできない。


『逃がすかぁっ！』


「わーっ！　わーっ！」


　銅像がミロクの襟えりを捕とらえた。筋肉というものが存在しないせいか異様に機敏な銅像で、ミロクの服を片手で摑つかんだ状態で跳ちよう躍やくした。


「げふっ！」


　地面に叩たたきつけられたミロクの上に馬乗りになり、水瓶を構える銅像。


「うわーっ！　ゴフッ！　だ、誰か、オフッ！　助け」


　美しい銅像にマウントポジションで殴られるミロクを、誰も助けに来ない。カチュアは一目散に逃げてしまったし、アーニィもジュジュも脳が事態についていけず、動けないでいる。まるで幻まぼろしでも見ているようだ。


「あ、そういえば」


　ジュジュがポンと手を叩いた。


「この学校って、そういう魔法がかかったオブジェがいっぱいあるんだ」


「そうなの？」


　やっと理性を取り戻したアーニィが聞き返す。


　銅像は心ゆくまでボコって満足したようで、動かないミロクを見て清々しい笑顔を浮うかべている。よほどストレスが溜たまっていたのだろう。


「この学校、広いだろ。だから有事の際に守ってくれるように、なにげない物にも魔法がかかってたりするんだ。この銅像もそのひとつだろ」


『その通りです、姫ひめ様！』


　目を見開いた銅像が新たなターゲットを見つける。


『それだというのに、この仕打ち！　あんまりだと思いません!?』


「あ、えーと……ごめん」


　最も銅像を殴なぐったジュジュが軽く頭を下げる。


『いいえ、許しません！　姫様にはジルサニアの魔ま法ほうがいかなる目的で使われているか、たっぷりと知っていただきます！』


「え、ええ？」


　銅像なのに額に青筋が浮かんでいるのを見て、ジュジュもアーニィも後じさる。逃げたところで必ず追いつかれるのは、倒たおれて動かないミロクが物語っていた。








　ジルサニアの付加エンチヤントの魔法は、古ければ古いほど差が大きい。術者の数だけ個性があり、優ゆう劣れつもある。歴史に残るほどの大だい魔ま導どう士しが使った付加エンチヤントの魔法であれば、紙で巨きよ獣じゆうをも斬きれるという。現在はマニュアル化されている魔法が多いため、大量生産できる物品もある。


　この銅像も、そんな傑けつ作さくのひとつであった。本来の目的だけを果たすのであれば、有事の際に敵を排はい除じよしたり、人を助けたりするだけの機能のみ付加エンチヤントすれば良い。しかし術者の魔ま力りよくが強すぎたのか、術式が間ま違ちがっていたのか、意志を持って行動できる銅像になってしまった。


　それからずっと、この銅像はひっそりと生徒たちを見守っていたのだそうな。


『銅像ですからね。長い間動かずにじっとしてることに苦痛は感じません。むしろ生徒たちが私の下で愛を語らうのを見るのが、楽しくて楽しくて――』


　笑顔で語る銅像は、血ち塗まみれの水瓶を抱だきしめていた。


『だというのに、あなたたちは私の秘密を暴あばくとか言って、好き放題！　いいですか、恋こいのおまじないなんてものは、暴くものではありません！　真実かどうかハッキリしないまま、それでも一いち縷るの望みを込めて告白するから美しいのです！』


「はぁ……」


　芝しば生ふに正座させられながら、ミロクとジュジュとアーニィは説教を聞いていた。額にいくつも絆ばん創そう膏こうを貼はったミロクは、釈しやく然ぜんとしない表情で銅像を見上げている。


　しかし銅像の言うことは正しい。


　本来、恋のおまじないというのは、恋愛を後あと押おしするためのアイテムに過ぎず、本当に物を言うのは個人の資質だ。おまじないは、それ以上になってはいけない。


『理解しましたか!?』


「ウィース……」


　腕うでを組んでふんぞり返る石像に、やる気のない声で返事をする三人。


『では、くれぐれもお願いします！　私はあくまで恋のおまじないであって、悪い魔法などかかっていないと！』


「そうなのか？」


　顔を上げるミロク。


「でも、ここで愛の告白をすれば確実に恋こい人びと同士になれるって。あれは魔法じゃないんですか？」


『フフン。少年はまだまだ修行が足らないわね』


　ニヤリと笑い、それから銅像は何も言わずに台の上に登った。先ほどと同じポーズを取ると、もう動かなくなる。話はこれで終わり、ということか。


「けど、あれは放置できないな……」


　銅像が持っている血塗れの水瓶だ。あんなものを持った銅像がいると広まれば、恋のおまじないからホラースポットへ早変わりしてしまう。


　濡ぬれた布を二枚用意して、片方はミロクの頭の傷に巻き、もう片方の布で水瓶を磨みがいていると、遠くから聞き覚えのある声がした。


「おーい、ミロク君、アーニィ君、ジュジュ君、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　ゼェゼェと息を切らせながら走ってくるのは、ルケートだった。


「先せん輩ぱい！　どうして？」


「カチュアに教えてもらったんだ。君たちが何か得体の知れないものに襲おそわれてるって」


　ルケートは細身の剣けんを抜いて、周囲を警けい戒かいしていた。ガリ勉のような外見のくせに、剣を構える姿は様になっている。実際、副団長を務めているだけに、強い。


「えっと、その件なら片付きました。もう心配いりません」


　痛む頭を押さえながら、ミロクが答える。


「そうか。よかった」


　ルケートは心から安心して剣を鞘さやに戻した。汗あせのかきっぷりといい、後こう輩はいが心配で、全力で駆かけつけてくれたのだ。怪あやしい外見をしているが、本当は学園騎士団でも特に優やさしい性格をしていることを、見ている人は見ているのだ。


「それでミロク君。この銅像、結局どうだったんだい？」


　銅像を見上げるルケート。


「えっと……」


　どう答えようかと、言葉を選ぶ。が、ミロクにそんな繊せん細さいな技術はない。だから思っていることをそのまま伝えることにした。


「ルケート先輩。この銅像の謎なぞは教えません」


「ええ？　どうして？」


「教えたら後こう悔かいするからです。カチュアに想おもいを伝えるのであれば、自分の力で告白すべきだと思うんです」


「……でも、僕は」


「先輩。この銅像に魅み了りようの魔法がかかっていたとして、その力でカチュアを惑まどわしますか？　それよりも、自分の力で当たって砕くだけたほうがスッキリするでしょ？」


「…………」


　ルケートはミロクの言葉に返事をしない。


　だけど、届かなかったわけではない。小さな拳こぶしを握にぎって、強く頷うなずく。


「あ、みんな！　無事だったの!?」


　そこへカチュアが走ってきた。おそらくルケートを呼んでから一いつ緒しよに走ってきたのだろうが、騎士でもないただの女生徒では追いつけなかったのだろう。


「ああ。ルケート先輩呼んで来てくれて、ありがとうな」


　代表してミロクが礼を言う。


「それじゃ先輩。あとはよろしくお願いします」


　ルケートの肩かたを軽く叩いて、ミロクは銅像の前を去る。


「がんばってっ」


「あー、そういうことか。ほんじゃ、がんばれよ先輩っ」


　背中を叩くアーニィと、事情がようやく呑み込めたジュジュが手を振ふってミロクに続く。森の小道に入ったところでミロクが振り向くと、小さくなっていく銅像の下で、男女が俯うつむきながら見つめ合っているのが見えた。


　視線を少しだけ上げると、一度だけ銅像がウインクした。








「ケッちゃん。あのね、私――」


「すまない、慌あわてて走ったせいで、カチュアの心配をするのを忘れていた。得体の知れない者に襲われたって言ってたけど、カチュア自身はケガしてないか？」


「うん、それは平気」


　前まえ髪がみをいじりながら、笑うカチュア。


「良く知らせてくれたね。ありがとう。助かった」


「ううん。ケッちゃんの役に立てて嬉うれしいよ」


　カチュアの笑え顔がおを正面から見られず、ルケートは銅像を見る。気のせいに違ちがいないが、まるで銅像がルケートを急せかしているようにも見えた。


　だから、一番言いたかったことを伝える。


「あの、こないだは本当にすまない。僕はカチュアが心配で、つい怒ど鳴なってしまった」


「え、それは私が悪いんでしょ？」


「けど、言い方というものがある。僕はつい大声で」


「それは仕方ないって。もしもケッちゃんが危ない目に遭あったら、私だって怒鳴るもん」


「そ、そうか……そうだな」


　心臓の鼓こ動どうが速くなるのを、ルケートは感じた。抑えようと服の上から胸を摑むが、心臓まではどうやっても届かない。それどころか速くなる鼓動が手に伝わって、余計に焦あせる。


　喉のどが渇かわく。つばを飲み込み、深呼吸する。


「なぁカチュア。この銅像の噂うわさ、知ってるか？」


「知ってるよ」


「それはそれとして、伝えたいことがあるんだ」


「……うん。なぁに？」





　　　　　　　＊





「で、結局その二人はどうなったんですか？」


　ジルサニア王宮の裏手にある、騎き士し団だん詰つめ所しよ――通つう称しよう「聖書バイブル」の地下。赤目隊の部屋でいつもの談だん笑しよう。


　尋たずねたのは長身の眼鏡めがねをかけた騎士だった。名をトーラットといい、ゴーレムの扱あつかいとお茶の淹いれ方はジルサニア随ずい一いちと呼ばれる男だ。ルケート以上に細くて学がく者しや肌はだの男だが、そこまで貧弱ではない。ゴーレムを整備するには腕わん力りよくも必要だ。


「訊くまでもねーだろ。またおまじないを裏付ける証しよう拠こが一つ増えたってだけだ」


　トーラットの淹れたお茶を飲みつつ、ビスケットを齧るジュジュ。なぜか面おも白しろくなさそうだ。


「おまじない……ねぇ。確かに効果はあるでしょうねぇ」


「ん？　どういうこと？」


　ジュジュの他にも、その場にいたミロクとアーニィが身を乗り出す。トーラットは大して気にもせず、理由を話してくれた。


「だってその銅像、アーニィもジュジュも知っている有名な場所なんでしょう？　少し詳くわしい男子ですら知っているくらいですから」


「ミロクは知らなかったけどね」
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　アーニィが笑うが、別におかしなことではないとミロクは思う。ルケートのように熱心に調べている方が珍めずらしいのだ。それでも女子にとっては常識なのだろうが。


「てことはですよ？　ある日異性にその銅像に呼び出されたら、それってつまり愛の告白をするという意思表示になりません？」


「あー……そうか」


「加えて、必ず成じよう就じゆするというスポットです。断ることができないかもしれない。なにしろ告白すれば恋人同士になってしまうのだから。だから、その気がなければ、そもそも呼ばれても銅像まで行かない」


「じゃあ、告白するまでもなく、銅像の前に来た時点でＯＫのサインなのか！　そりゃ確実に恋人になれる！」


　トーラットの説明に、全員が目を開いて納なつ得とくする。


「タネ明かしすりゃ、そんなもんかー」


　小さく落らく胆たんするミロクたち。


　大勢の生徒がいる学園だ、その事実を知っている者もいるだろう。


　その事実が伝わっていないのは、おそらく「無ぶ粋すい」だからだろう。恋こいに恋する若者を、つまらない現実に引き戻す必要もない。なにしろ、この恋のおまじないは、誰だれも傷つかないのだから。


「しかし、懐なつかしいですね。若いっていいですね」


　お茶を飲みながら、トーラットが微ほほ笑えむ。


「僕もそういう白魔術の類たぐいを調べた時期がありましたし」


「え！　トーラットもそういうことしてたんだ!?」


「まぁその、昔、妻と少々、ね――」


　放課後に告白されたアーニィのように真っ赤になりながら、トーラットは鼻の頭を搔かいて笑った。


　照れているトーラットというのも、なかなか見られない姿だ。


「…………」


　そんなトーラットに、アーニィやジュジュが若い頃ころの奥おくさんとの大だい恋れん愛あいについて根ね掘ほり葉は掘ほり聞こうとしている中、ふと、ミロクは気になることがあった。


「なぁジュジュ」


「ん？」


「ジュジュは恋愛って、していいのか？」


「なんだそりゃ？　どういう意味だ？」


「いや、オウガンっつーか、他の国だと、王族って貴族か他国の王族としか結けつ婚こんできないんだよ」


「政略結婚ってやつか。それ、ジルサニアにはねーぞ」


　アッサリと答えるジュジュ。


「え、マジで？」


「だってジルサニアの同盟国っていったら、ベトとエルガンディアしかねーもん。たった三国で政略結けつ婚こん繰くり返かえしてたら、血が濃くなっちまうだろ。オウガンは昔から島国の集合体だから、そういうのもアリだったんだろうな」


「なるほどなー」


「それにジルサニアは、血けつ縁えんより能力重視だからな。貴族だろうが王族だろうが、使えねーヤツはバッサリ切り捨てるぞ。だから姫ひめとしては、そこらへんから優ゆう秀しゆうな夫を捕つかまえるのも仕事のうちだ」


　とても納得した。ミロクの故郷では考えられないことだが、姫が自由恋愛を許される国というのは、とても幸せなものだと思う。


「てことで、安心しろよミロク。オメーにも可能性がないわけじゃない。蚊かの耳クソくらいの可能性だけどな」


「別に不安じゃねぇよ……」


　ニヤニヤ笑いながら肘ひじで小こ突づいてくるジュジュを、ミロクはそっけなく受け流す。


「……ケッ」


　そんな和なごやかな雰ふん囲い気きをブチ壊こわすダミ声。


「なんですか、隊長？」


　ミロクが見つけたのは、机の上でフテ腐くされているウサギ。


「えーえー、どーせ俺ぁ青春なんてとうに捨て去ったオヤジですよ。ガキの恋愛ゴッコなんざ、ジンマシンが出らぁ」


　耳を搔かき毟むしるビスマルクに、苦笑するミロク。


「そういう隊長だって、俺たちくらいの時期はあったでしょ。まさかそんな昔からウサギだったんですか？」


「んなことねーけどよ……俺の若い頃は、女で痛い目しか見てねーからよ」


「あぁ、だからそんなにヒネくれた性格になっちゃったんですね……」


「うっせーよ！　そういうミロクだって、いつか分かるぜ！」


　ビスマルクにニンジンを投げつけられる。


「後こう悔かいすんなよ、野や郎ろう共ども！　女ってのはな、男のありとあらゆるものを吸い取る悪あく魔まなんだ！　俺くらいのトシになりゃ、イヤってほど分かるぜ！」


　強がっているのは理解できるのだが、そこまで言うほどの、どんな酷ひどい経験をしたのかを教えて欲ほしいものだ。


「隊長」


　部屋の隅すみっこでぼーっと座すわっていたフェリサが、小さな隊長の肩を叩たたく。


「こん本さ見て元気だせ。素すっ裸ぱだかの女、載のってるだ」


　と彼女が差し出したのは、ウサギの図ず鑑かん。


「ナリはウサギでも、元は人間だっつってんだろ！」


　本気で怒おこるビスマルクだが、ジュジュは指をさして笑うことをやめなかった。他の赤目隊の騎士もそっぽを向いて笑いをこらえていた。





　　　　　　　＊





　次の日から、ルケートがおかしくなったとジュジュから報告を受けた。いつもは怖こわいもの知らずのジュジュが、その日に限って青ざめている。


「絶対おかしいってルケート先せん輩ぱい！　肉もモリモリ食べてるし、髪かみの毛けも切ってるし、清潔だし、なんか白魔術とか研究してるし！」


「それ、もう別人じゃねーか」


「だろ!?　もう私、どうすりゃいいんだ……」


　自分の身体からだを抱だいてブルブル震ふるえているジュジュ。報告を受けた限りでは、真人間に戻ったように聞こえるのだが、どうしてこんなに違い和わ感かんがあるのだろう。


「カチュアも最近、なんだかおかしいよ。妙みようにハイテンションになっちゃって」


　アーニィに言われて、ミロクは教室を見回す。今はカチュアはいない。放課後になると同時に、どこかへ行ってしまった。おそらくルケートと逢あっているのだろう。


　どちらも青春を謳おう歌かしているようで、とても楽しそうだ。


　だからミロクもぽつりと口に出す。


「恋こい人びとか……いいもんだな」


「なにがだボケッ！」


　まったく予想外の方向からツッコミが飛んできた。振ふり返るとクラスメイトのパージェスと、他にも男子生徒が数名。


「てめぇミロク！　そんなカワイイ女子二人もはべらせておいて、なに贅ぜい沢たくなこと言ってやがんだ！　我々男子は、断固抗こう議ぎする！」


「そうだそうだ！　うらやましいぞミロク！」


　拳こぶしを振り上げ、怒いかりをぶつけてくる男子生徒たち。


　ミロクはジュジュとアーニィを見る。うん、確かにカワイイと思う。おそらく学園でもかなりの有名人だろう。後こう輩はいの女子生徒でも、彼女たちに憧あこがれる者がいると聞く。そんなふたりに挟はさまれたミロクは、さぞかし果報者に見えるのだろう。


「……じゃあ、誰か代わってくれるか？」


　と、ミロクが提案したら全員黙だまり込んでしまうあたり、世の中見た目だけではないことを証明してくれる。


「ミロク。そろそろ行こうぜ。今日はオマエのおごりで吟ぎん楼ろう亭ていのスイーツ盛り合わせおごりだからな。告白なんかしようとした罰ばつだ」


「安心してミロク、二割引クーポンあるから。つまり二割増しで頼たのんでも平気ってことだよねっ？　楽しみ――！」


　カワイイ女子二人に両りよう脇わきから腕うでを抱かかえられ、無理矢理教室から出されるミロク。


「いや、是ぜ非ひ頼たのむ！　誰か代わってくれ！　お願いだから！」


　教室に向かって手を伸のばすミロクだが、


「すまんミロク……健けん闘とうを祈いのる！」


　祈りを切るクラスメイトに呪じゆ詛その声をあげつつ、ミロクは今日も奴ど隷れいのように引きずられていく。


　先日のビスマルクの言葉を、さっそく思い出すミロクだった。




「わっははははは！　俺がいない間に、こんな楽しそうなことやってたのかお前ら！」


　反省文を読みながら机の上に座って大だい爆ばく笑しようしているのは、ミロクが所属する赤目隊のリーダー、ビスマルク。ウサギの身体で机をバンバン叩いている。


「こっちはマウントポジションで殴なぐられてんですよ。痛いだけでした……」


「まーまー、いいじゃねーか。事件解決できたんだから」


「それはともかく、次の事件ですよ！」


「あん？」


　反省文の束を捲めくって、確認するビスマルク。


「ああ、これか。俺も手伝ったんだっけ」


「そうですよ！　隊長のせいで、なぜか俺が反省文書くことになったんですよ！」


「……俺、何かしたっけ？」


「爆ばく破は」


「いつものことじゃねーか」


「時と場所をわきまえてください！」
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　夏の日差しがジルサニア王国を輝かがやかせる。燦さん々さんと照りつける太陽をものともせず、学園の一角では女子たちの楽しそうな声が響ひびき渡わたっている。甲かん高だかい虫の鳴き声もかき消す嬌きよう声せいと水しぶきの音。


「すげーじゃんコニー！　そんな才能あるなんて知らなかった！」


　ジルサニア国立学園指定の水着を着たジュジュが、プールから上がる親友に惜おしみない拍はく手しゆを送った。


「えへへ……私の故郷、周りに海が多かったから」


　穏おだやかな笑えみを浮うかべて、プールサイドに腰こし掛かけるコニー。水を弾はじく白い水着は陽光を反射して、艶なまめかしい光こう沢たくを作り出す。


　並んで座るジュジュ。どちらも身長は低く、同じように髪の毛を後ろで縛しばっているので姉妹のようにも見える。お世辞にも発達しているとは言えない体格が、ふたりにある種の連帯感を生じさせていた。


　学園では夏になると、こうして屋外プールが開かれる。もともとジルサニア城下町は大陸の中央部に近く、泳ぎの訓練をしたところで恩おん恵けいに与あずかる者は少ない。それでもこうして水泳の授業が消えないのは、古来より伝わる騎き士しの訓練の名残なごりと、生徒の嘆たん願がんのおかげだろう。


「どうしようジュジュ、私けっこう泳いじゃったよ」


　困ったように笑うコニー。


「何かまずいのか？」


「だって次の授業で絶対眠ねむくなるもん。怒られちゃうよ」


「真面まじ目めだなコニーは」


「そんなことないって。お兄ちゃんの方がずっと真面目だよ」


　話題に出てきた、コニーの兄を思い出すジュジュ。


　そういえば、近くにいるのだった。


　立ち上がり、タオルを羽織ってフェンスまで歩くと、いた。


「よーミロク。仕事がんばってるか？」


　フェンスの向こう側に立っている生徒に、明るく声をかける。


　後ろで手を組んで仁王立ちしているのは、ジュジュの下僕であると同時にコニーの兄であるミロク・シーレンその人だった。


「……ああ。ボチボチだ」


　ジュジュが声をかけているのに、ミロクは振り向かない。


「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　追いかけてきたコニーも、フェンスの向こうの騎士に呼びかける。


「頼む。話しかけないでくれ」


　背中を向けたまま、ミロクはすげなく断る。


　嫌きらっているのではなく、なにか切実な意志を感じる声だ。


「なんだよミロクー。つれないじゃねーかよー。ほれほれ、私とコニーの水着姿、見たくねーのか？」


　わざとらしく扇せん情じよう的てきなポーズをとるジュジュだが、


「理由ならある。俺は今、勤務中だ」


　学園で学ぶ騎士は、普ふ通つうの生徒と違ちがって登校中でも任務が生じる場合がある。そのため腕には腕わん章しようをつけており、ミロクも仕事中だとアピールするためにそれを引っ張った。この任務と引ひき替かえに、騎士は奨しよう学がく金きんをもらえるのである。もっともジルサニア国立学園の授業料は恐おそろしく安いが。


「……今、お前たちの方を見たら、倒たおれると思う」


「どうして？」


　気楽に尋たずねるコニー。


「水着の女子よりプールの方が魅み惑わく的てきなんだ。俺はもう鐘かね二つ（約二時間）くらいずっとここで警備してるんだぜ……水も飲まずに」


　よーくミロクを観察するジュジュ。制服の首筋や手首など、肌はだが露ろ出しゆつしている部分を凝ぎよう視しすると、まるでステーキの肉にく汁じゆうのごとく汗あせが流れ出しているのが見えた。それも命の心配をしてしまう量だ。


「干ひ涸からびるぞ、ありゃ」


　さすがに可哀かわい想そうだと思ったジュジュ。


「ほらよ、受け取れっ！」


　タオルをプールに浸ひたしてからミロクの頭に思いっきり叩たたきつけた。スパーン、と小気味良い音がしてミロクはその場にうずくまる。


「お、お兄ちゃん！　今、楽器みたいにいい音したよ！」


　さすがのジュジュも悪い事をしたかな、と反省していると、


「おお！　水だ！　ありがとうジュジュ！」


　痛みも忘れて濡ぬれたタオルを抱だきしめたミロク。


「お兄ちゃん、マゾじゃないよね……？」


「だといいよな」


　少なくともジュジュは自分がサドだという自覚を持っていた。








　濡れたタオルで顔を拭ふきながら、それでもダラダラと流れる汗。すでに制服は変色するほど汗まみれだ。遠くから聞こえる女子生徒の声は、もう背景に溶とけ込んで聞こえなくなっている。


　視界の先では陽かげ炎ろうで揺ゆれる校舎と森。女子の嬌声は聞こえないのに、虫の大合唱がやけに脳のう髄ずいを搔かき回まわす。


「俺……なにやってんだっけ……」


　少し前のミロクは、そんな疑問を考えることすらできなかった。もはや呼吸をする柱のように、微び動どうだにせず立つだけのオブジェになっていた――気がする。


「よう、ミロク。がんばってるか？」


　陽炎の向こうから巨きよ体たいが近づいてきた。


「ノック先せん輩ぱい……」


　ああ、そうだ。騎士の仕事でノックたちと一いつ緒しよに警備をしていたのだ。


「ほれ、差し入れだ。これで元気出せ！」


　学園の騎士を束ねる団長であり、頼たよれる大男。ミロクはノックが手て渡わたした熱々の鶏とり肉にくにかぶりつくと、油の一ひと滴しずくも残さずに飲み込む。熱い肉を食えば汗が出て涼すずしくなると思っているのだ。


「そっち、いました？」


　肉を食べながら尋ねるミロク。


「いや、全然見つからない。今日はもういないんじゃないか、と思うんだが」


「犯人の居場所も分からない以上、断定できませんよね」


　自分の存在意義について深層心理に語りかけるようなマネまでしたミロクだが、もちろん彼らがここで働いている理由はある。


　最近、学園の内外でいかがわしい絵が流通しているのだ。


　ルテア大陸には「模写屋」という職業がある。文字通りどんな物でも色ごと描かき写すことができる絵え描かきだ。その模写屋の絵の中に、この学園の生徒の水着姿があったのだという。


　それだけではない。中には生徒たちの着き替がえの瞬しゆん間かんを描いた絵もあるのだ。


「また手に入れたぞ。これ」


「おおおぉ……」


　ノック先輩が見せた絵は、四年生の水泳の授業だった。見覚えのある生徒の水着姿が、まるで間近で見たかのように描かれていた。確かこの女子は音楽部の副部長で、隠かくれファンクラブが存在すると聞く。


「水着のシワや肌の水すい滴てきまで再現してますね。こりゃすごい絵描きだ」


　こういう絵を描く方法は二種類ある。ひとつは、模写屋が直接その目に見ながら描き写す。これは誰だれでもできるが、見つかればその場で御ご用ようだ。


　もうひとつは魔ま法ほうの板を使った方法。写し取った光景を板に閉じ込めることができるのだ。安価で手に入るが、ばれないほど遠くで写し取るには、それなりの技術と機材が必要になる。付加エンチヤントの魔法を得意とするジルサニアならではの方法だ。


　ちなみにこの場合、模写屋は罪に問われない。内容の善よし悪あしを選んでいたら生活ができない職業なので、暗あん黙もくの了りよう解かいとなっている。その代わり、模写の内容を他者に伝えることは仲間内で最低の行こう為いとされ、その界かい隈わいで商売ができなくなるのだ。


「でっかい機材を使うから、見つけさえすれば捕つかまえられると思うんだが」


　短い頭とう髪はつを搔くノック。


　プールは四方を校舎と森で囲まれているため、犯人が隠れられる場所が多く存在する。しらみ潰つぶしに探せるほど人材もいない。


　ミロクがここに立っているのは、威い嚇かくのため。ノックをはじめとする騎士たちは大規模な捜そう索さくをかけているが、犯人の尻尾しつぽも摑つかめない。単独犯ではない可能性もあるらしい。


「そもそもなぁ」


　短い髪かみの毛けに触ふれるノック。


「なんでこういう絵にしたがるんだろうな。生身の方が魅み力りよく的てきだろ」


「……そりゃそうですけど」


「だって絵じゃ触れないだろ？」


　極論を言ってくるノックに、どう答えていいか迷うミロク。


「そっちの方がイイっていう人もいるんですよ」


「分からんなぁ。女の水着姿が見たけりゃ『見せてください』って頼たのめばいいだろう」


「先輩、頼んだことあるんですか!?」


「あるぞ！　断られたけどな！」


　爽さわやかな笑顔のノック。世界中の男が彼のようだったら、性犯罪も減るのではないかとミロクは思う。


　ちなみにノックはこの馬ば鹿か正直さが良いのか、意外とモテる。特に後こう輩はいからの人気が高く、よく昼休みに弁当やお菓か子しなどを分けてもらっている。食べ物をあげるのが一番喜ばれると知っているのである。特定の恋こい人びとはいないらしいが。副団長のルケートとは違い、あらゆる意味で恋れん愛あいに悩なやまない先輩だった。


「む……」


　他愛ない会話をしていると、笛の音が聞こえた。


「あ……授業終わりですね」


「今日はこれで最後か。くそっ、また捕まえられなかった！」


　土を蹴けるノック。ミロクも大きく嘆たん息そくする。


　しかし事件らしい事件も起きなかった。これは騎士の威嚇が功を奏したと言えるのではないだろうか。


　などと考えているミロクを、遠くから聞こえる悲鳴が正気に戻もどした。








　悲鳴があったのは、プールの脇わきにある小屋だった。石造りの立方体で、ドアと窓が二つずつ。更こう衣い室しつである。


「どうした!?」


　いくら勤務中の騎き士しといえども更衣室に入るわけにはいかないので、窓から見ないようにして呼びかける。


「ミロクか!?」


　すぐに窓が開き、制服姿のジュジュが顔を出した。


「おい、捕まえろ！　覗のぞきだ！　なんか魔法でバシーッって光った！」


　要領を得ない説明だが、おそらく魔法の板に風景を焼き付けられたのだろう。


　すぐに犯人を捕まえに走ろうとしたところで、果たしてどこに潜せん伏ぷくしているのかまったくわからないことに気づいた。


「あそこだよ！　あの窓！」


　ジュジュが指差したのは、窓の正面に建っている校舎。清せい涼りよう感かんを出すためか、侵しん入にゆう者しやを防ぐためか、プールは森に囲まれている。その森を抜ぬけたところに校舎がいくつも建ち並んでいた。


「どの建物の何階だ……？」


　直線距きよ離りにしても、全力で投げた石が届くか届かないかの距離だ。ここから森を抜けて校舎まで走って階段を上って――とのんびりやっている間に犯人に逃にげられてしまう。


　いや、犯人はもうすでに逃げているだろう。ミロクが悲鳴を聞きつけて走っている間に、もう逃げ支じ度たくを済ませている。


「ったく、使えねーな！」


　後ろから頭をはたかれた。


「しょうがないだろ！　居場所が分からなけりゃ、捕まえようがないさ！」


　眉み間けんにしわを寄せるジュジュに反論するミロク。


「気楽に構えてっけど、お前、もしかしたら大問題に発展するかもしれねーんだぞ！」


「う、そ、それも分かってるさ」


　これでもジュジュは第一王女だ。そんな彼女の着替えシーンが出回ろうものなら、スキャンダルになる。身分を隠してこの学園に通っていることもバレる。そうなったらジュジュの権けん威いはガタ落ちだ。


　だからミロクだってプールの時間、ずっと見張っていたのだ。


「キモい野や郎ろうどもが、私の着替えに欲よく情じようするなんて、考えただけでおぞましいわ」


「安心しろ、お前に限ってそれはない。あくまで政治的な問題だけだ」


「てめぇどーいう意味だ」


　窓から伸のびた手が、ミロクの頭を鷲わしづかみにする。


「お前だって私の着替え、いつもエロい目で見てんじゃねーのか!?」


「それが嫌いやなら、俺の見てないところで着替えろよ！」


　時間がないという理由で、ジュジュは仕事中、よくミロクの前で脱ぬぐ。最初は慌あわてふためいたが、今ではもうすっかり慣れた。トップシークレットと言われているジュジュのスリーサイズも覚えている。替かえの服を選ぶ時に必要な情報だからだ。


　国中が憧あこがれる美び姫きも、ミロクにとってはただの年下の女の子だ。少なくとも外見は。


　――そういう所ではないと思うのだ。ジュジュの魅力は。


「で、本当にジュジュが写されたのか？」


「いや。私じゃねぇ」


　全員着替え終わったらしく、ジュジュが更衣室の中を親指で指す。


　許可を得たので窓から覗き込んで見ると、一人の女子生徒が顔を覆おおって泣いていた。


「うぇええ～ん……撮とられちゃったよぉ」


　声を聞いただけで分かった。


　たまたま窓まど際ぎわで着替えていたのだろう。大勢の女子から慰なぐさめられているのは、ミロクの妹のコニーであった。


「お兄ちゃん……」


　涙なみだ目めでこちらに縋すがってくるコニー。だが、コニーの動きが止まった。頼ろうと思っていた兄の形ぎよう相そうに怯ひるんだのである。


「コニーを覗いた……だと……？」


　身体中の血管が煮にえたぎって破は裂れつしそうだ。


　これほど怒いかりを覚えたことは、かつてあっただろうか。ジュジュに弁当を全部食われた時以来の屈くつ辱じよく感かんだった。


「うおおおおおおおおっ！」


　野や獣じゆうのような咆ほう哮こうに、更衣室にいた女子が悲鳴を上げる。


「このロリペド野郎！　見つけ出して叩たたっ斬きってやるぁぁあ！　なんで俺が咬兎サベツジラビツトと呼ばれてるか、全身に叩き込んでやるぜぁぁあ！」


　制服の胸ポケットからニンジンを取り出して走り出そうとするミロクだが、


「待て待て待て。落ち着けシスコン」


　ジュジュに襟えり首くびを摑まれた。


「離はなせジュジュ！　こうしてる間にも、コニーの身体からだがいやらしい男たちの視線に晒さらされるかもしれないんだぞ!?」


「コニーと私、大して体格変わらないくせに、都合のいい変わりっぷりじゃねーか……って、それよりも、お前が暴れまわったって覗き魔は見つからねぇよ。もう手て遅おくれだって、お前が判断したんだろ」


「くそ……」


　更衣室からはコニーのすすり泣く声。


「コニー！　ごめんな！」


　ミロクは頭を下げる。コニーに対して、それくらいしかできなかった。


「ううん……お兄ちゃんががんばってくれたの、私知ってるから」


　無理して笑ってくれるコニーを見ると、さらに胸が締しめ付つけられる想おもいだ。


　自分の無力さが恨うらめしい。


「明日あしたこそ、捕まえる！」


　決意を新たに拳こぶしを握にぎるミロクだが、


「ま、普ふ通つうの騎士じゃ無む駄だだな」


　あっさり決意を打うち砕くだくジュジュ。反論しようとするミロクを無視して、ニヤリと笑う。


「ここはその道のプロに頼んだ方が手っ取り早いぜ」


「その道のプロ……？」


　そんなヤツいたか、と記き憶おくの棚たなをひっかき回すミロク。


「あ」


　そういえば、身近なところに何人かいた。





　　　　　　　＊





　翌日はミロクたちのクラスがプールの授業だった。


　しかしミロクはプールに入らず、警備の仕事をすることを選んだ。コニーの仇かたきをどうしても取りたかったのである。


　クラスにはアーニィもいる。いざとなれば貴重な戦力になってくれる。


　さらに今日は、ジュジュが用意した強力な助すけっ人とがいる。


「……ん」


　待ち合わせ場所は校門だった。


　眠ねむいのか、目をこすっている彼女。


　腰こしまである灰はい褐かつ色しよくの髪かみの毛けは綺き麗れいな輝かがやきを放っており、眠そうな目はどこを見ているのか分からない。年とし恰かつ好こうはジュジュと同じくらいか少し高めなのだが、学園の生徒ではないことを証明するかのようにジルサニア騎士団の制服を身に着けていた。


「フェリサ！　わざわざありがとう！」


　本来なら非番だったはずの赤あか目め隊たいの仲間を、ミロク、アーニィ、ジュジュの三人は笑え顔がおで歓かん迎げいする。


「ジュジュの頼みだ。オラに断る理由はねぇ」


　無表情で答えるフェリサ。眠そうなことを除けば、快い返事である。トーンは低いが、赤目隊の連中は分かるのだ。


「他のヤツなら一カ月以上かかるだろうが、フェリサが来れば今日中に終わるな」


　確信を持っているジュジュに対し、フェリサは肯こう定ていも否定もしない。


　そんなフェリサは布で覆われた長い棒のようなものを手にしていた。これが彼女の対覗き魔用秘密兵器なのだろう。


「あと、コレ」


　フェリサが取り出した紙かみ袋ぶくろ。


「来る途と中ちゆうで買ってきたんだども、オラこういうの良く分がんなくて」　


「店の人に選んでもらったの？　ほぉぉぉ……」


「おお、こいつぁ強力な……うおおぉ」


　紙袋を覗き込んだアーニィとジュジュが奇き妙みような悲鳴を出す。


　ミロクの立ち位置からは見えないが、どんなものが入っているのだろう。


「んじゃ、さっそく現場に行くか」


「とっとと終わらすべ」


　事件の概がい要ようを説明しながら、件くだんのプールまで歩く四人。


「あ、でも」


　途中でミロクが周囲を見た。


「学校の建物の配置とか、知っておかなくて大だい丈じよう夫ぶか？」


「問題ねぇ。オラもここの卒業生だ」


「あ、そうか。意外っちゃ意外だけど……よく考えたら当たり前か」


　フェリサは十九歳。ジルサニアの騎士は、未成年に限って就学の義務が生じる。フェリサがいつから赤目隊にいるのか知らないが、少なくともミロクが入団するより前からいたのだから、学園で勉学に励はげんだ時期は必ずあるのだ。


　その証しよう拠こにプールの更衣室前では、ノックが直立不動で待っていた。


「お久しぶりです、フェリサ先せん輩ぱい！」


　学園騎き士し団だんで一番偉えらく、かつ誰だれにとっても頼たよれる団長であるノックがここまで恭うやうやしい態度をとるのを初めて見た。


「あのフェリサ先輩とまた仕事ができて、光栄ッス！」


「……ん」


　相変わらず無表情でノックに手を振ふるフェリサ。


「おい、授業始まるから、早く着き替がえようぜ！」


　ジュジュに促うながされて、アーニィとフェリサは更衣室へ入っていく。


　三人の姿が消えてから、残されたミロクとノックは仕事に備えて身体をほぐす。


「ノック先輩。フェリサってここの卒業生なんですよね？」


「ああ。あの人は俺たちに色々なことを教えてくれた。強いし、頭いいし、綺麗だし、でも飾かざらないし、理想の先輩だったな！」


　ノックの発言を否定する気はまったくない。事実フェリサは強く賢かしこく美しい。だが理想の先輩かと言われると首を傾かしげてしまう。普ふ段だんの彼女と言えば、いつもいるのかいないのか分からない態度で、淡たん々たんと仕事をこなす化け粧しよう係だ。


　少なくとも、人の上に立つタイプではない。


「普段はぼーっとしているのも認めるさ。だけど、やる時はやる人だぞ。色々と伝説があるんだ。特にあの七十対ゼロのケンカとか、ピッカリ告発事件とか」


　聞いただけでは詳しよう細さいが分からないが、非常に興味をそそる事件ばかりだ。


「そんなフェリサ先輩が、ジュジュくんの頼たのみで来てくれるなんて、嬉うれしい限りだ」


　ノックを含ふくむほとんどの学園騎士はジュジュの正体を知らない。そのため、フェリサもジュジュの個人的な友人だと思われているようだ。間ま違ちがいではないだろうが、バラすこともない。


　そこでふと、ミロクは気づいた。


「ごく自然に一いつ緒しよに入っていったけど、ジュジュはクラス違ちがうんじゃないか……？」


　そもそも学年も二つ違う。なにを平然とプールに入ろうとしているのか。


「おいジュジュ！　お前っ！」


　とっちめてやろうと更衣室のドアを乱暴に叩く。


　すると、ドアと反対方向から返事が来た。


　つまり窓側だ。


「ミロク、ノック。来け」


「あん……？」


　更衣室の裏側の窓まで行くと、フェリサがいた。騎士団の制服を脱ぬいで、下着姿になっている。白い肌はだが目に入る前に、ミロクは咄とつ嗟さに目を逸そらした。


「あれ。二十一号校舎の、四階。左から五番目の教室」


「……が、どうしたんだ？」


「出で歯ば亀かめがおる」


「ええっ!?」


「よっしゃ！　行ってきます！」


　ミロクは驚おどろき、ノックはまったく疑いもせずに走り出す。慌あわててミロクも追う。


　全力で走ると疲つかれるが、風が当たって気持ちいい。森を抜ぬける時も木こ陰かげの涼すずしさを全身に浴びて、そして炎えん天てん下かへ飛び出すのは数瞬。校舎の中は壁かべや床ゆかから魔ま法ほうが発せられており、常に快適な温度が保たれる。


　そうして階段を上り、フェリサが指定した教室に飛び込む。


「動くな！　ジルサニア学園騎士団の者だ！」


　中を確認もせずに叫さけぶノックと、確認するより早く入り込んで中にいた男を取り押おさえるミロク。相手はノックの口上を最後まで聞く前に床に組くみ伏ふせられた。


　学園の生徒ではなかった。制服を着ていない。四十代くらいのオヤジだ。


「いたたたっ、離せ、離せよっ！　俺が何したって言うんだよ!?」


　腕うでを極きめられながら怒ど鳴なるオヤジだが、彼が何をしたかは目の前の機材が物語っている。ミロクも初めて見るのだが、まず風景を記録する板。まな板より一回り大きい金属の板だ。魔法をかけられているせいか、軽い。その板は木の台に固定されており、別の場所に固定されたレンズから光が当たっている。レンズは大小二つあり、大きいレンズから取り込んだ光を小さいレンズに集めるようだ。


「どれどれ」


　小さいレンズを覗のぞき込むミロク。


　すると、窓の景色がまるですぐ近くのように見えるではないか。ミロクの故郷にも遠とお眼鏡めがねはあったが、ここまで精度の良いものは初めて見た。


　レンズに映し出されているのは、やはりプールの更衣室だった。


　窓からフェリサが顔を出している。


「!?」


　なんと、目が合った。


　向こうは肉眼だというのに、ミロクに気づくと指を二本立てて微び笑しようする。確かにこの事件は彼女に任せるのが一番かもしれないと、深くうなずくミロクだった。








　一方、フェリサの周囲では軽い大量殺さつ戮りくが起きていた。


「う、ううう……」


「あんまりだ……なにこの力の差……」


　プールサイドで倒たおれ伏している女子たち。特にジュジュとアーニィの容態は酷ひどいもので、完全に脱だつ力りよくして気を失いかけている。


「うおおおおっ、サイコーです先輩っ！」


　それとは対照的に男子の盛り上がりときたら、全身から炎ほのおが吹ふき荒あれそうな勢いだった。合戦前の騎士でもこうはいかない。勝かち鬨どきのような野太い歓かん声せいがプールにこだまする。監かん督とくすべき体育教師まで言葉を失っている。


　死し屍し累るい々るいの女子の中心に立っているのは、フェリサだった。


　白いビキニの水着が覆おおっているのは、性別の垣かき根ねを越こえて羨うらやまれる豊満な肉体であった。新しん鮮せんな果実を連想させる乳ち房ぶさと、陶とう器きを思わせる腰のくびれ、そして引ひき締しまった肉食動物のような尻しりを、薄うす手での布が隠かくしている。


　水着は来る途中で店員に選んでもらったと言っていたが、あの寝ねぼけた表情のフェリサを見て、どういうセンスでチョイスしたのか。


「……？　どした、おめたぢ」


　本人だけは全く理解できない様子で周囲を見ている。


「くそっ……！　知ってはいたけど、改めて見るとすげぇ破は壊かい力りよくだ……！」


　顔だけ起こしながら呟つぶやくジュジュ。そのパワーにいまだ立ち直れないでいるようだ。


「あ、あたし初めて見た……」


　アーニィは立ち上がれるほどに回復したが、それでもフェリサをまともに見られないようだ。


「だってフェリサ、あんなに大きかったっけ？」


　いつも騎士団の制服を着ているから目立たないが、それでももう少し小さかった気がするのだ。それとも騎士団の制服は、巨きよ乳にゆうを隠す魔法でもかかっているのか。


「ん、これか？　オラいつも胸当て付けてるんだ。仕事さしやすいように」


「あー、なるほど」


　アーニィもジュジュも納なつ得とく。女性の騎士だけではない。どこの国でも、戦いに身を置く女戦士は胸だけはきっちりとガードする。身を守るためではなく、武器を扱あつかう時に邪じや魔まになるからだ。


「ちなみにフェリサの制服も特注品だ。右手の指を守るように魔法がかけられている」


　聞き覚えのある野太い声がする。


「えっ、隊長!?」


　アーニィが顔を上げると、ウサギがいた。


　黒眼鏡をかけて騎士団の制服を着たウサギなど、この世に一匹ぴきしかいない。ジルサニア騎士団、赤目隊隊長ビスマルクその人である。


「隊長も来てたの!?」
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「おう。若い女の水着――じゃなかった、覗き野や郎ろう共どもを一いち網もう打だ尽じんにするからってんで呼ばれたんだ」


「今来たの？　ずいぶん遅おそいじゃん」


　アーニィが指し摘てきすると、ビスマルクは不敵に笑う。


「ま、アレだ。デートには準備に手間をかけるのが男の美学だろ」


「それは認めるけどね」


　納得したところで、フェリサに襲おそい掛かかる影かげが複数。


「すっごぉい！　先輩、いつも何食べてるんですか!?」


「なにか特別な訓練とかしてるんですかー？」


「やっぱり揉もまれると大きくなるって本当ですか？」


　女生徒たちが一いつ斉せいにフェリサに群がり、質しつ問もん攻ぜめにする。中には彼女に抱だきついて感かん触しよくを楽しむ者もいる。


　当然だが、プールサイドの反対側でその光景を見ていた男子たちは血の涙なみだを流していた。


「くそっ……俺も女に生まれていれば！」


「憎にくい！　本来なら輝かがやいて見えるはずの女子が憎い！」


「それを言うなら、たった一人で女子を虜とりこにした先輩も憎い！」


　なぜか全員体育座ずわりで、それでも目はフェリサに釘くぎ付づけだった。


「また伝説が塗ぬり替かえられたか……」


　悟さとりの境地で準備体操をしている体育教師が、ぽつりと呟いた。


「あ、えと……」


　そして騒さわぎの中心にいるフェリサは、次々にやってくる質問に心から困こん惑わくしていた。どの質問から答えようか迷っているのだ。スルーすればいいものを、律りち儀ぎな性格が困らせている。


　そんなフェリサの目が、一いつ瞬しゆんだけ鋭するどくなった。


「アーニィ」


「ん？」


　伸のびるフェリサの指。


「捕つかまえてけろ」


　彼女が示したのは、正面に立っている女子だった。


「よっしゃ！」


　返事をした時には、もう行動は終わっていた。身の危険を感じてＵターンした女子の腕を摑つかむと、アーニィは足を払はらい、バランスを崩くずさせたところでプールに放ほうり投げた。さすがにプールサイドに女の子を叩たたきつけるわけにはいかない。


「ぷはっ！　ちょ、ちょっと、何するの!?」


　水から顔を出した女生徒の胸むな元もとが光る。


「んん？」


　投げたアーニィも、周りにいた生徒もそれに気づいた。


　水着の胸からポロリと落ちたのは、魔法の板。そこにはフェリサの肢し体たいが写し出されているではないか。


　事態を理解した教師がすぐに飛び込み、ブツを確認する。


「これは本物の魔法板だ。すごいな、ここまで小型なのは初めて見た」


　体育教師が唸うなるが、生徒たちは誰だれも見ていない。


「よし、俺が証しよう拠ことして押収しておこう」


「隊長、ちゃんと騎き士し団だんに提出するんだからね」


　魔法板をちゃっかり懐ふところに入れるビスマルクに、アーニィがしっかりとクギを刺さす。


「くっ……そぉ。なんでバレたの……？」


　数十個の瞳ひとみに見られながら、犯人の女生徒は唇くちびるを嚙かんでうなだれた。


「おっどろいたー。あんたそういう趣しゆ味みだったの？」


「違ちがうわよっ！」


　無神経な同級生の言葉を否定する犯人。


「お金になるからやったの！　高く買い取ってくれる人がいるから……」


「なるほどねー」


　動機はいたって単純なものだ。同情はしないが、理解はできる。


「でも、先せん輩ぱい、どうして分かったの……？」


「そりゃ当然だ。フェリサは鷹たかみたいな目を持ってるからな」


　まるで自分のことのように誇ほこるジュジュ。


　水着姿を見られても平然としていたフェリサは、ジュジュに褒ほめられて、初めて顔を赤らめて下を向く。


「……大したことじゃねぇだ」


　もう一つ、フェリサが指をさす。


「あの第十九校舎の五階、右から五番目」


「あいよ」


　ビスマルクが懐に手を入れる。


　カチッ、という音の後、指示された教室が大だい爆ばく発はつを起こした。


　プールだけでなく、爆ばく破はされた教室の周囲から悲鳴があがる。


「おいビスマルク！　お前やりすぎだバカ！」


　ジュジュがビスマルクを蹴けり飛ばし、プールに放り込む。


「いいんだよこれで！　周りに恐きよう怖ふを植え付けなきゃ、犯罪は無くならねーぞ！　それに死んじゃいねーよ。魔ま力りよくの量は調節してある」


　水から顔を出して抗こう議ぎするビスマルク。


「ていうかさー、隊長もしかして、学園の全すべての教室に爆ばく発はつ物ぶつ仕し掛かけたの？」


「どこに潜ひそんでるか分からないからな」


　それは肯こう定ていと受け取っていいのだろうか。それにしたっておかしい。アーニィとジュジュは周囲を見る。見える範はん囲いだけで百以上は部屋が存在するのだが、その全てに設置するとなると途と方ほうもない時間がかかるだろう。


「どうやって仕掛けたかは、企き業ぎよう秘密だ」


　質問する前に答えるビスマルク。プールから上がり、身体からだをブルッと震ふるわせて水を弾はじくその姿は、誰がどう見ても普ふ通つうのウサギだった。


「ただ問題があるとすれば……学園の外から覗のぞかれたらどうにもならないってことだな。魔ま導どう球きゆうは学園の中にしか設置してねぇんだ」


　黒眼鏡を拭ふきながらぼやくビスマルクだが、学園の外から覗けるような者がいるはずないと、ジュジュもアーニィも笑う。


　フェリサだけが無表情のまま、周囲を睨にらんでいた。





　　　　　　　＊





「チッ……三人もやられたか」


　レンズから目を離はなして、彼は嘆たん息そくした。


　どうやら腕うで利ききの騎士が味方についたようだ。


「まぁいい。あいつらは女性に気づかれるような下げ衆すだ。俺とは違う」


　そう。覗きにもある程度の優やさしさが必要なのだ。


　優れた技術を持つ者は、誰にも気づかれずに作戦を遂すい行こうする。被ひ害がい者しやの心を傷つける事はない。写し取った魔ま法ほう板は遠くの国の模写屋に依い頼らいし、描かき上がった絵は自宅の壁かべに貼はるだけ。


　覗き魔には覗き魔のプライドがある。


　影に欲よく望ぼうがあるならば、自分のようになると彼は思っていた。


　表に出ず、ひっそりと、誰にも知られない、影。


　彼と外界を繫つなぐのは、たった二枚のレンズ。


　変化の魔法を得意とするツッキーニ王国まで出向き、全財産をつぎ込んで購こう入にゆうした水すい晶しように魔法をかけて削けずってもらった。さらにジルサニアの付加エンチヤントの魔法を組み込んだ装置を付けることによって、見える景色の倍率まで調整できる。


　その結果、二枚のレンズは数万人を収容できる王宮の庭の端はしから端まで見み渡わたせるほどの眼めになった。竜りゆうでもここまで見えないのではないかと思っている。


「よし……今日はイイ日だ」


　今しがた馬ば鹿かな女を捕とらえさせた、あの極ごく上じようの騎士。


　はち切れんばかりの肢体を小さな水着で隠かくしたその身体は、ぜひ魔法板に閉じ込めておくべきだ。いや、そうするのが男にとっての義務だ。


「……強い女性は美しい」


　舌なめずりをして、彼は魔法板の起動を開始する。


　見つかるはずがないのだ。なにしろここは学園の外。ジルサニア貴族街にある、給水用の尖せん塔とうの上。どのくらいの距きよ離りかというと、ゆっくり歩けば鐘かね一つ（約一時間）くらいかかる。小さな農村であれば横断できるほどだ。


「フフフ……いいぞ。もっとこちらを向け」


　レンズの中で背中を向けている騎士。


　その目が、こちらを向いた――気がする。


「目が合った……？」


　まさかな、とかぶりを振ふって改めてレンズを覗く。


　騎士に変化が生じた。プールサイドに立てかけてあった長い棒のようなもの。巻き付けてあった布を剝はがすと、湾わん曲きよくしたものが出てきた。


　あれは、弓だろうか。ジルサニア騎士が使っているものよりずっと長い。


　周囲の女生徒が見守る中、騎士は淡たん々たんと弦つるを張っている。


　張った弦を指で何度か弾くと、今度は胸当てを装着した。


「なんだと……!?」


　これではあの官能的な胸が写し取れないではないか。抗議したかったが、ここからでは声を届けられない。


　まぁいい。おそらく自分以外の誰かを捕まえようとしているのだろう。射る瞬しゆん間かんを上手うまく写し取れれば、コレクションの最上段に加えられるかもしれない。


　などと思っていたのだが、レンズの中の騎士の動きが、若じやつ干かん違っていた。


　矢を番つがえ、狙ねらっているのはこちら側なのだ。


　冗じよう談だんかと思った。


　なにしろここは学園とは別の場所だ。もはや肉眼では人がいるかさえ確認できない距離なのだ。


　騎士は弓を頭上に持ち上げ、大きく引く。


　彼女の手から矢が放たれると、衝しよう撃げき波はのような風が周囲の人間に吹ふき付つけた。


　残心した姿勢で、レンズの中の彼女は呟つぶやいた。





　――多分、あたる。





　唇がそう動いたのを確かに見た。


　その次の瞬間、尖塔に立っていた彼の肩かたを冷たい衝撃が貫つらぬく。


「ええええええっ!?」
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　たまらず絶ぜつ叫きようした。


　痛みなど問題ではない。


　この距離で発見され、なおかつ矢を命中させられる射手など、人にん間げん業わざではない。まるで化け物だ。


　さらにこの矢が纏まとった衝撃で、レンズを支えていた木き枠わくが倒たおれた。尖塔から落下していく二枚のレンズ。あれに全財産を賭かけたというのに。


「くそっ！　くそっ！」


　嘆なげいているヒマはなかった。この場所がバレたのだ。すぐに騎士がやってくるに違いない。捕つかまる前に逃にげるのだ。捕まりさえしなければ、また金を稼かせいでレンズを買うことができる。


　急いで梯はし子ごを下り、尖塔から飛び出した。


「くそっ！　なんで俺が!?」


　なぜ見つからなければならないのだ。


　他の三さん下したよりずっと機材に金と時間をかけた、覗きのエリートであるはずの自分が。走りながら、周囲の喧けん噪そうを払はらいのけるように耳をふさぐ。


「いつか……いつか……」


　また機材を集めて、必ずあの女騎士を覗いてやる。


　私生活のありとあらゆるところまで覗き尽つくしてやる。


「そうだ、覗く……覗くんだ……!?」


　そこで彼は気づいた。


　先ほどから周囲に誰だれもいないのに、どうしてこんなにうるさいのだろう。


「俺……なんでこんなに喋しやべってるんだ？」


　おかしい。覗き魔がこんなに喋っていては、周囲に気け取どられるというのに。


「覗き魔におしゃべりは厳禁だろ――」


　慌あわてて口をふさぐ。


「なんだこれ!?　なんで喋ってるんだ!?　俺が考えたことが、なんで口に出るんだ!?　くそっ、このままじゃ、俺が覗きをしていることが知られてしまうだろ！」


　言葉が漏もれる。


　誰か聞いていないか。自分の声はどこまで届いているのだ。


「た、助けてくれ！　このままじゃ騎き士しに捕まっちまう！　俺が覗きをしていることがバレたら、もうどこにも逃げられない！　いやだ！　もっと俺は覗きがしたいんだ！　女の秘密の生活を覗いて覗いて覗きまくりたい！」


　涙なみだを流しながら、変態的な言葉を叫さけびまくる。


　とうとう異変に気づいた人がやってきた。貴族街なので裕ゆう福ふくな身なりをした婦人たちが眉まゆをひそめて彼を見ている。


　そんな婦人たちをかき分けて、一人の騎士が現れた。


「なるほどなー。こりゃ分かりやすい」


　丸まる腰ごしの、若い騎士だった。走ってきたのだろう、額から汗あせが滝たきのように流れている。その汗をタオルで拭くと、ゆっくりこちらに歩み寄ってくる。








　フェリサの放った矢は、本当に命中していたらしい。矢の先せん端たんに塗ぬった自白剤ざいは即そつ効こう性せいで、こんなにもべらべら自供してくれる。この分だと、覗きの罪を認めさせる前に騒そう乱らん罪ざいで逮たい捕ほできそうだ。


　が、学園からここまでノンストップで走り続けるのは、いくら体力馬鹿のミロクでも疲つかれた。これ以上逃げられたくはないので、とっとと捕ほ縛ばくしてしまおうと考える。


「そこで止まれ！」


　捕縛道具は何もない。騎士の象しよう徴ちようである剣けんもない。


「止まらないと、ジルサニアの歴史の中で最も重い拷ごう問もんにかけるぞ」


　ジュジュがよく言う脅おどし文もん句くと共に、左胸からニンジンを取り出し、クルクルと回す。


「ご、拷問!?　そ、そのニンジンで、俺をどうするつもりだ!?　や、やめろ！　痛いことをしないでくれ！」


　子供のような悲鳴を上げる犯人。


「つ、捕まりたくない！　嫌いやだ！　俺はもっと覗くんだ！」


　手にしていた魔法板を投げつけてくる。それはミロクの足あし下もとに転がっただけ――かと思いきや、いきなり爆ばく発はつした。


「やった！　光を閉じ込める板を投げたから、その光が漏れたんだ！　今の内に隠かくれ家がまで逃げるんだ俺は！　すでに尿にようを漏らしかけているが、構うものか！」


　一いつ瞬しゆんだけひるんだスキに、懇こん切せつ丁てい寧ねいな解説までしながら犯人は走り出す。


　四よつん這ばいになって逃げ出す彼の足に向かって、ミロクが何かを投げつけた。


「わぁっ！」


　それは先ほどまで汗を拭ふいていたタオルだった。濡ぬれたタオルが足に巻き付き、バランスを崩くずしたのである。


「よっと！」


　倒れた犯人の上に、ミロクがのしかかる。


「ああぁぁ……」


　もう逃げられないことを悟さとり、彼は深く嘆いた。


　どうやら抵てい抗こうしないようだ。


「コニー！　仇かたきはとったぞ！」


　ガッツポーズをとるミロク。


「コニー？　誰だ？」


「俺の妹のコニーだ！　お前が昨日きのう、覗のぞいてたんだろう!?」


　もの凄すごい怒ど気きを孕はらんだ尋じん問もんに、組くみ伏ふせられながらも震ふるえてしまう犯人。


　しかし犯人の反応は淡たん白ぱくだった。


「コニー……三年生のコニー・シーレンのことか？」


「なんだ、お前知ってるんじゃないか！」


「学園の生徒の情報は全すべて頭に入っている。だが俺はその女子を覗いたことなどない。あれは並以下だ。あのクラスには俺の審しん美び眼がんに適かなう女子などひとりも存在しなかった――」


「ほう……そうか」


　指をボキボキと鳴らすミロク。


「じゃあ俺の審美眼に適うツラにしてやるっ！」


　結局犯人は動かなくなるまで殴なぐられ、持っていた道具は全て没ぼつ収しゆうされた。


　その際、殴られた痛みで暴れたため、逃のがさないためにミロクが服を全力で摑つかんだ。すると勢い余ってズボンを破いてしまった。


　そのため犯人が連行されるまでの間、下半身が裸はだかの状態で衆人の監かん視しに晒さらされ続けたという。





　　　　　　　＊





　かくしてジルサニア国立学園の覗のぞき魔ま騒そう動どうは、一件落着した。


　どこに隠かくれようが発見する騎士と、どこにいても追ってくる騎士のふたりが覗き魔の間で有名になったそうで、それ以来ジルサニアで学生のいかがわしい絵が流通することはなくなったそうだ。


　一番の被ひ害がい者しやはそれで生計を立てている模写屋だが、それは騎士団の知ったことではない。模写屋だってこういう事態を想定しているだろうから、すでに別の食くい扶ぶ持ちを見つけているだろう。


　猛もう暑しよの大作戦だったが、犯人を全て捕まえた喜びで、騎士たちも暑さを忘れて喜んだ。ミロクだけでなく、作戦に参加した騎士たちは放課後、特別に開放してもらったプールで暑しよ気き払ばらいをした。


「うー……眠ねむい」


　そのせいか、翌日の騎士団の仕事は悪あく魔まの眠ねむ気けと戦わなければならなかった。赤目隊の詰つめ所しよにて、椅い子すに座すわってコックリコックリ船を漕こぐミロク。彼を咎とがめる者は、今はいない。ジュジュが講演中なので、待機しているのである。


　しばらく夢ゆめ現うつつでいると、心ここ地ちよい匂においで目が覚めた。


　机にミロクの分のお茶が置かれてあった。


「あ、ありがと……」


　お茶を淹いれてくれたトーラットに礼を言う。


「そろそろジュジュが戻もどってきます。これでも飲んで目を覚ましてくださいね」


「ん……」


　飲んでみると、キンと冷えていた。


「聞きましたよ。先日はお手て柄がらだったそうじゃないですか」


「ああ……でも、フェリサと隊長の方が活かつ躍やくしてたよ」


「僕も活躍できなかったのが残念です。さすがに武装ゴーレムを学園に入れるわけにはいきませんから」


　トーラットも自分のお茶を飲んで微ほほ笑えむ。


「覗きは絶対に許せません。覗き魔はきちんと断罪されるべきです」


　珍めずらしく厳しいことを言うトーラットに、小首を傾かしげるミロク。


　だが全面的に同意する。コニーに対して不ふ埒らちな真似まねをする輩やからは、皆みな殺ごろしにしても足りないと思っているのだった。


「トーラットも、奥おくさんを覗かれた経験あるのか？」


「いいえ。妻ではなく、その……」


　徐じよ々じよに声が小さくなるトーラット。


「……僕が……」


「うわぁ……それは気の毒に」


　世の中には本当に色々な趣しゆ味みの人間がいると実感したミロクだった。


「ミロク」


「うおあっ！」


　なんの前振りもなく、いきなりフェリサの顔面が間近に迫せまっていた。慌てて逃げようとして椅子から転がり落ちるミロク。


「な、な、なんだよフェリサ。寝ねてねーよ」


　バレバレの噓うそをつくミロクを馬ば鹿かにしたりもせず、フェリサは机の縁ふちに顎あごをのせてじっとこちらを見つめていた。


「どうした？　何か困ったことでもあったのか？」


　フェリサを見ようとして、つい目をそらしてしまう。昨日のアレを見てしまって以来、なんとなく目のやり場に困る。チラリと見た胸むな元もとは、胸当てが入っているらしく平へい坦たんだった。少し安心する。


「…………その、オラ、変だか？」


「ん？」


　簡単に肯こう定ていできるが、迂う闊かつにそうしてはいけない質問だった。


「昨日、オラまずいことしたか？」


「まずいこと？」


　むしろ英えい雄ゆう的な行動だったと思う。学園の騎士が草の根分けても探せなかった覗き魔を一いち網もう打だ尽じんにしたのだから。フェリサがいなければ、どうなっていたか。


　あの行動のどこにまずいことがあるというのだ。


「なんでそう思うんだ？」


　素す直なおに訊きいてみると、


「……ジュジュが怒おこっとる」


「へ？」


「化け粧しようさ上手くのらん。肌はだ、荒あれてる。怒ってる証しよう拠こだべ」


　フェリサなりの感じ方があるのだろう。なんとなくミロクも分かる。ジュジュが怒っている時は、パシリから戻ってきた時に「遅おそい」と怒られる時間が短くなるのだ。


「オラ、何かしたか？　ジュジュさ傷つけること」


「……心当たりがないわけでもない」


　ミロクはフェリサに深く同情する。


　自覚がないのも困りものだが、フェリサに罪はない。


「あ、でも、フェリサは悪くないから、気にすることはないぞ！　あれはジュジュが勝手に怒ってるだけだって！」


「……アーニィも怒っとる」


「アーニィもかよ……それもフェリサのせいじゃないから！　いつもどおりで大だい丈じよう夫ぶだから！　な！」


「うぅ……」


　しょんぼりと親指を嚙かむフェリサ。いつも無表情に近い彼女のこんな顔は初めて見た。よっぽどショックだったのだろう。昨日といい、最近はフェリサの意外な一面をよく見るようだ。


「おーい！　ミロク！」


　部屋の扉とびらがドカンと開かれ、ドレス姿のジュジュが入ってきた。今日の講演を終えてきたらしい。


「おつかれジュジュ！」


「例のもん、買ってきたか？」


「ああ……ほれ」


　と、牛乳ビンを投げるミロク。


「あ、あたしも！」


　一いつ緒しよに入ってきたアーニィも要求するので、同じ牛乳を渡わたした。ジュジュとアーニィはお互たがいの顔を見て頷うなずき合うと、同時にビンを開け、腰こしに手を当てて一気に飲み干す。


「ぷはーっ！」


「うまいっ！」


　オヤジくさい仕草で息を吐はき、鼻の下の白ヒゲをこするふたり。


　そしてフェリサの方を見るふたり。ネコのようにビクッと震え、机の下に隠れるフェリサをミロクは悲しい表情で見つめていた。


「ま、負けねーからな！」


「そうそう！　負けないよっ！」


　指をさして宣言するジュジュとアーニィと、隠れるフェリサ。二者に挟はさまれて立ち尽つくすミロクは、解決方法を探すのを諦あきらめ、虚うつろな目で天てん井じようを仰あおぐのだった。




「…………」


「今度はフェリサか。あの時は、助かったよ」


　原げん稿こう用よう紙しから顔を上げずに、ミロクはそう言った。気配がないのに反省文の束が消えているので、フェリサだと思っただけだ。


「……ホントにジュジュさ怒ってねぇだろか」


「まだ気にしてたのかよ！　怒ってないよ！」


　変なところで自信家なくせに、ジュジュが関かかわると急に弱気になるのが彼女の特とく徴ちようだ。それほどジュジュのことを敬っているのだろう。


「……けんど、ミロク。あの犯人たち、出所したみてぇだぞ」


「マジで？」


　捕つかまってから一ひと月つきくらいしか経たっていないのだが、少し早すぎないか。いや、覗のぞきならその程度か。騎き士しなら死し刑けいかもしれないが、彼らはそうではない。


「次ジュジュさ覗いたら、目めん玉たまくりぬいてやる」


「本気に聞こえるからやめろよ」


　そうミロクはツッコミを入れるが、彼女が本気ということは最初から分かっていた。
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「……地じ獄ごくだな」


　扉を開け放ってジュジュが呟つぶやいた一言は、的を射ていた。


　醜しゆう悪あくな景色、鼻が曲がるほどの異い臭しゆう、手をついた場所からは埃ほこりが立ちこめ、よどんだ空気はいつまでも出て行かずに漂ただよっている。罪を犯した者に対する罰ばつを与あたえる場所というならば、確かにこの倉庫は地獄と形容するにふさわしい。


「おー、ジュジュ。手伝ってくれるのか？」


　倉庫から顔を出すミロク。顔は煤すすで汚よごれているが、服は綺き麗れいなままだ。付加エンチヤントの魔ま法ほうによって汚れを弾はじく性質があるのだ。


「近づくんじゃねーよ！　呼びに来ただけだ、ボケが！」


　細い足でミロクの身体からだを倉庫内に押おし戻すジュジュ。汚きたない騎士と綺麗な姫ひめ君ぎみという構図が似合っているが、美女と野や獣じゆうと形容するにはいささか美女の表情が崩くずれている。それほど汚くて臭くさい部屋だったのだろう。


「いつまでかかってんだよ！　今日は時間ないって言ってんだろーが！」


「ご、ごめんな。もう少しだと思うんだよ。ちょっとだけ待っててくれ」


　カオスの権ごん化げである倉庫内を見るミロク。


　暗がりで蠢うごめいているのは地獄の番人ではなく、汗あせを拭ぬぐいながら物をかき分けている騎士団長ノックであった。彼が抱かかえている木箱からは何かゴソゴソ動いている物体が入っている。生き物を倉庫に保管したのは誰だれだろう。


「すまんなー、ジュジュくん。ミロクとデートだったか？」


「ちげーよ。騎士の仕事だよ」


「多分ここらへんにあると思うんだ。あと探してないのはここだけだから」


「そもそも、ふたりとも何探してんだよ？」


　鼻をつまみながら僅わずかに倉庫に顔を入れるジュジュ。がさつな性格だが、腐くさっても姫ひめなのでキレイ好きなのだ。といっても自分で掃そう除じをするわけではなく、侍じ女じよかトーラットにやらせているのだが。


「去年卒業した先せん輩ぱいが使ってた、腕わん章しようなんだ」


　ガラクタから顔を上げずに答えるノック。


「腕章なんて、何に使うんだ？」


「俺らじゃなくて、文化祭の実行委員が使うんだ。改良するんだってさ」


　混こん沌とんの渦うずに再び潜もぐろうとするミロクが答える。


「だったら実行委員にやらせりゃいーじゃんか」


「まぁまぁジュジュくん。困っている生徒を助けるのが騎士の役目だ。それは実行委員だろうが同じだ……っと」


　別の木箱を開けたノックが取り出したのは、大きな塊かたまり。


「これは違ちがうな。ミロク、これ下げといてくれ」


「はい」


　渡されたのは、黒い鉄でできたものだった。


　よく見れば指が五本生はえている。籠こ手てだ。甲こうの部分に鎖くさりで縛しばられた十字のマークが入っている。倉庫に放ほうられていたのに光こう沢たくは色あせていないのは、魔法が付加エンチヤントされているからだろう。


「なにこれ、カッケーじゃん」


　ミロクから片方の籠手を奪うばい取るジュジュ。


「ああ、その籠手か」


　顔を上げずにノックが教えてくれた。


「確か一昨年おととしの体育祭で使ったんだよ。障害物競走で」


「へー」


　軽く手で叩たたいてみると、中が空くう洞どうのような反はん響きようが返ってきた。魔法の影えい響きようで外部の衝しよう撃げきを逃にがしているのだ。


　ジルサニア騎士団の甲かつ冑ちゆうの籠手ではない。騎士団の甲冑は白い装そう飾しよくが多い。黒曜石のような色の籠手は、滅めつ多たに見ない。むしろ隣りん国ごくホラキアの甲冑に多い色だ。ジルサニア騎士がこれを嵌はめるとするなら、どういう状じよう況きようだろうか。


「ふむ」


　試しに手を突つっ込こんでみるジュジュとミロク。


　軽くて動かしやすい。剣けんを握にぎるのも問題なさそうだ。


　ミロクはともかく、ジュジュでも五本の指を自在に動かせるほど快適だった。これも魔法の力だろうか。


「両手を拘こう束そくしながら走るっていう種目でな。犯罪者に使われた本物の拘束用籠手らしいぞ。かなり強力な魔法がかかってるから『聖書バイブル』の魔ま導どう士しをわざわざ呼んでさ。あ、言っておくけど、絶対に身につけるなよ。外れなくなるから」


「ノック先輩、それ、なんでもうちょっと早く言ってくれなかったんですか」


　魔法の効き目は覿てき面めんで、ジュジュの右手とミロクの左手はガッチリとくっついていた。








　鐘かね一つ（約一時間）鳴る間の作業は、それはすさまじかった。生物相手だったらおそらく大だい虐ぎやく殺さつになるであろう暴力が、一点に注そそがれ続けた。


　人ひと気けのない学園のはずれにて、校内にある全すべての魔導器具を持ち出して解かい呪じゆもしくは破は壊かいを試みたのだが、さすが付加エンチヤントの魔法を得意とするジルサニア騎士団、籠手には傷ひとつつかなかった。犯罪者どころか手負いの野獣でも拘束できそうだ。


「だぁーっ！　クソッ！」


　ひん曲がった金かな槌づちを放り捨てると、ジュジュは座すわっていた身体を後ろに投げ出す。


「って、ちょ、待てっ！」


　ノコギリでささやかな抵てい抗こうを試みていたミロクの身体も後ろに引っ張られる。芝しば生ふに寝ね転ころんだジュジュの隣となりに不格好に倒たおれるミロク。さらにその手に引っ張られて、ジュジュも体勢を崩す。


「あーもう！　邪じや魔まなんだよミロク！」


「予告もなしに手ぇ引っ張んな！　くっついてること、忘れんなよ！」


「忘れてねーよ！　だけどついやっちゃうんだよ！」


　ジュジュの反論は、理解できなくもない。自分が動けば相手が引っ張られる状況でも、無意識に身体が動いてしまうのだ。


「くそー……誰が作ったんだ、こんなん」


　寝るのをあきらめて、芝生に再び座るジュジュ。


　現在、ミロクとジュジュの籠手は完全に接着されてしまっている。接着というより溶よう接せつに近い。手首から肘ひじの下あたりの部分にそういう機能があるらしい。指だけは自在に動かすことができる。ちょうど手首を縄なわで固かたく縛ったような状態だ。


「先生でもダメとは……」


　ミロクも頭を抱える。学園に在ざい籍せきしている魔法を使える教師を全て頼たよってみたのだが、犯罪者用の籠手は、まるで本物のカギのように複雑な魔法がかかっているのだそうな。ミロクは魔法に疎うといが、手の施ほどこしようがないことだけは分かった。


　ただ一つ分かるのは、この学園で籠手を外す方法はないということ。


「ミロク。立つぞ」


「おう」


　きちんと声をかけて、いっせーのせで立ち上がるふたり。


「ここでウダウダやってても時間の無む駄だだ。学園でダメなら、職業的な魔導士がゴロゴロいる『聖書バイブル』に行けばいいんだよな」


　ジュジュの発言はもっともだ。どちらにせよ、これから仕事で「聖書」に行くのだから騎士に診みてもらえばいいのである。それこそ籠手の制作者か管理者もいるかもしれない。


　善は急げと学園を出たところで、あることに気づくミロク。


「……なんだよミロク」


　至し近きん距きよ離りで睨にらむジュジュ。


「いや、なんでもない」


　首を振ふって歩き出すミロク。僅かに引っ張られるようにしてジュジュがついてくる。


　若い男女がこうして密着しているという事実に、今いま更さらながら気づいてしまったとは、口が裂さけても言えなかった。


　普ふ段だんから肩かたを揉もんだり、着き替がえを手伝わされているので、本当に今更な話なのだが。








　今日は夜から各国の首脳を交えての夜会がある。第一王女のジュジュも出席するので、最高の状態で送り出さねばならない。そのためにも籠手をとっとと外してもらう必要がある。


「なんだミロク。欲ほしいのか？　やんねーぞ」


　だというのにこの姫は、呑のん気きに城下町でジュースなんぞを買って、まるで急ぐ気配がない。学園から「聖書バイブル」へ向かう道にある露ろ店てんは、三日に一度は立ち寄って飲み食いしているのだが、なにも今日寄らなくてもいいだろうに。


「おまえなぁ、現状分かってんのか？」


　新製品のジュースを飲みつつ、ジュジュは上じよう機き嫌げん。


「何も困らなかったろ。サイフも出せたし」


「すげー苦労したんだぞアレ。お前はサイフ持つだけだからいいけど、俺は開けて小銭出してジュース受け取るまで片手でやったんだからな」


「あたりめーだろ。お前は右手が空いてるんだから、細かい作業はやれよ」


「それはいいけどさー」


「なんだよ、何が不満なんだよ」


「いや、不満っつーか……」


　少しはジュジュも想像力を働かせて欲しい。


　おそらく露店のお兄さんはカウンターの陰かげに隠かくれて、接着された籠手が見えなかっただろう。そしてわざわざ女性のサイフを開けてお金を渡わたしているという行こう為いは、どんな状況でも手を繫つなぎたいバカップルに見えやしないか。


　露店だけではない。先ほどからチラチラと感じる、城下町を行き交かう人の視線。遠目なら仲むつまじく手を繫いでいる男女に見えやしないか。近くに寄れば、それはそれで異様な籠手が目に入るのだから、どちらにせよ変な目で見られているのだ。


「と、とにかく、急ぐぞ。隊長やトーラットに怒おこられる」


「ちぇー」


　早足で歩き出すミロク。


　意識すると、こちらまでおかしくなりそうだ。


　密着する機会などこれまで何度もあったのに、今は歩くたびに触ふれる髪かみの毛けの感かん触しよくや、微かすかな汗の匂においなどが猛もう烈れつに気になる。


　そもそも性格のせいで忘れがちだが、ジュジュの外見はジルサニアの誰だれもが憧あこがれるほど。ミロクですら最初は騙だまされたのだから。


「……なぁ、ミロク」


　そんなジュジュが籠手を振って合図する。自分の手にも振しん動どうが伝わるので、分かりやすいサインである。


「どうした？」


「ん、やっぱなんでもない」


「？」


　きゅっと唇くちびるを結んでうつむくジュジュ。もしかしたら先ほどの倉庫整理で汚よごれた身体からだが嫌いやなのだろうか、などと疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているうちに、二人は「聖書」までたどり着いた。








　ジルサニア騎き士し団だんの詰つめ所しよである「聖書バイブル」。神聖な場所というわけではなく、無骨な建物の外観をたとえた呼こ称しようである。無骨なだけあって、無駄に高くて広い建物だ。その中では日時によっては千人単位の騎士が働くこともある。


　ジルサニアで働く大多数の騎士は「聖書」とは関係ない生活を送る。この大きな建物で働く騎士たちは、末まつ端たんで汗あせ水みず垂らして働く騎士の管理をしている。いわば役所のような機能が大半を占しめる。


　しかし王宮や城下町で働く騎士たちは、もっとも近い詰め所であるここを利用する。王宮で活かつ躍やくする騎士というのは必然的にエリートが集まるため、そんな彼らが使っている「聖書」は、国民のイメージアップにも繫がるのだ。


　つまり、魔導士に関してもエリート揃ぞろいなのである。


「で、ウチの騎士団で一番魔ま法ほうが得意なのって、誰だ？」


　一階のロビーで立ち尽つくすミロクとジュジュ。行き交う騎士たちが、異様な視線を投げかけるのだが、すぐに視線を戻もどす。赤あか目め隊たいがやることにいちいち口を出しては「聖書」で働けない。


「誰だろうなー……トーラットかなー。それともギリックかなー。あーでも、管理課のキスクかも。でなけりゃハロルドとか」


　次々に名前を挙げるジュジュだが、最初の人しか知らない。ギリックは技師のトップだったか。一度だけ会ったことがある。


「じゃあさ、そういう優ゆう秀しゆうな魔導士が集まる所って、どこだよ」


「そりゃあそこしかないだろ」


　ジュジュが指差したのは、真下。


　ここ「聖書」の地下には倉庫や赤目隊の部屋があるのだが、さらに降りると巨きよ大だいな格納庫に行き当たる。


　ジルサニア騎士団の要かなめ、武装ゴーレムを管理している場所だ。


　付加エンチヤントの魔法の真しん髄ずい。泥どろ人形に魔法という名の神経を与あたえ、意のままに操あやつる術。原理はひどく単純だが、規模が大きい。小さな家一いつ軒けんほどの人形に、その身体をすっぽり覆おおう鋼鉄の鎧よろいを着せるのだ。その重量は人間が百人束になっても動かせない。


　それを魔法によって動かし、戦争までするのだ。並なみ大たい抵ていの術者では務まらない。エリートにも様々な分野があるが、その中でも魔法に長たけた者の終着点が「聖書」の地下格納庫なのである。


　そこに行けば、見習いの魔導士でもなんとか解呪してもらえるだろう。そう考えてミロクとジュジュは階段を駆かけ下りる。


「こんにちはー。どなたかヒマな方……」


　格納庫の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、ふたりの顔がこわばる。


「な、なん……!?」


　学園で一番大きな体育館を倍に広げたほどの大きさの空間に、巨大な人間の胸像があった。


　いや、目を凝こらしてみれば胸像ではない。姿が魔法によって投とう影えいされているだけだ。それはミロクの知らない人物で、およそ美とはほど遠い外見の太った男だった。ジルサニア騎士の制服ではなく、異国の服装だ。あれはベト神聖国のものだろうか。手には指揮棒を持ち、何かをべらべらと喋しやべっている。


「えー、つまり関節への刺し激げきを利用した信号に、ほんの少し余よ裕ゆうを加えることによって熱を発生させると、ゴーレムの身体の反応速度が若じやつ干かん変化する現象があるのはご存じかと思うが、これは人体にも同じことが言え、急激に筋肉を柔やわらかくすることによって肉だけでなく神経に負担がかかるという――」


　男の映像から視線を下げると、そこでは全作業員が思い思いの姿で紙にペンを走らせていた。


「なぁ、なにこれ、授業中？」


　小声でジュジュに尋たずねるミロク。


　どうもそのようだった。全員が真しん剣けんな表情でノートに書き写しているのは、頭上の太った男の言葉だ。


　ただ、それだけじゃ分からなかったので、仕方なく手近な作業員に声をかける。


「なーなー、これ、何やってんの？」


　ジュジュが肩を叩たたくと、ビックリしたように飛び上がる作業員。


「な、なんだよ!?　今いいところなんだよ！」


「ちょっと魔導士に用があるんだけど、あれ誰？」


「ああ、ベトから特別に来てくれたんだ」


　親指で空中の男を指すと、作業員はノートから顔を上げずに答えてくれた。


「ベトで最高の魔導士なんだ。あっちじゃ治ち癒ゆと蘇そ生せいみたいな生物的な魔法が有名なんだけど、彼はゴーレム技術にも通じててな。付加魔法と治癒魔法の融ゆう合ごうについて講義してもらってるんだよ」


「へー……」


　頷うなずいてはみたものの、まったく分からない話題である。


「今日を逃のがしたら向こう五年は聴きけない講義だぜ。お前らも聴いていったらどうだ？」


「あ、うん、そうね……」


　目を輝かがやかせる作業員に、ジュジュは曖あい昧まいな返事。


　その間にミロクは格納庫を見回す。すると、赤目隊のトーラットも混じっていた。真剣にメモを取っている。思いつく限り、トーラット以上の魔導士を知らない。そんな彼が真面まじ目めに聴いているのだから、よほど貴重な講義なのだろう。


「どうするジュジュ、終わるまで待つか？」


「なんか、声かけていい雰ふん囲い気きじゃないしなー」


　右手で頭を搔かこうとするジュジュ。籠こ手てをつけているので、ミロクの左手も一いつ緒しよに上がってしまう。


「じゃあ他ほかの人を探すか？」


「他の人って、誰かいるかな……ゴーレム技師じゃない魔導士なんて『聖書』にゃ滅めつ多たにいねーし……」


　とりあえず手近な段差に腰こし掛かけて、待つことにした。もしかしたら講義はもうすぐ終わるかもしれない。


「うー……早く終わってくんねーかなー……あのデブ、いつまで喋ってんだよ……」


　籠手をさすりながら、モジモジしているジュジュ。


　ふと、違い和わ感かんに気づいた。


「ジュジュ。大だい丈じよう夫ぶか？」


「なんだよ、大丈夫だよ」


「でも、汗あせがすごいぞ？」


　額からダラダラ汗が流れている。顔も青ざめて、視線も定まらない。


「おいジュジュ、どこか悪いのか？」


　下から顔を覗のぞき込むと、ジュジュは歯を食いしばって何かを我が慢まんしていた。


「ち、違……」


「でも、お前」


「さ、さっき、冷たいジュース飲んだから……」


「ジュース？　ジュースがどうしたんだ？」


「ああもう、本当に鈍にぶいなお前は！　察しろ！」


　籠手のついた右手でブン殴なぐられた。


　つまり、そういうことである。








　理解したところで、さらなる問題が生まれた。


「ミロク！　お願いだから死んでくれ！」


「無茶苦茶言うな！　死んだからって籠手が外れるとは限らないだろ！　そしたらジュジュお前、俺の死体引きずったままトイレに入るのかよ！」


「見られるよりマシだ！」


　女子トイレの前で問答しているふたりを注意する者はいない。地下一階は人がほとんど通らないため、トイレの利用者も少ないのである。


「なに騒さわいでんの？」


　その女子トイレから出てきたのは、同じ赤目隊のアーニィ。その後ろからひょっこり顔を出すフェリサ。地下一階には赤目隊の部屋があるので、このふたりに出くわすのは珍めずらしいことではない。


「……なんだべ、そん籠手」


　籠手に気づいたふたりに事情を説明すると、特になにも言わなくてもジュジュの状態を察してくれた。


「ジュジュ、あとどれくらいガマンできそう？」


「む、無理……ヤバイ、なんか名も無き神が降臨するヴィジョンが見えるくらいヤバイ」


　すでにジュジュの表情は脂あぶら汗あせを通とおり越こして、何かを悟さとったように蕩とろけている。これは爆ばく発はつ一歩手前と見ていいのだろうか。


「目め隠かくしとかは？」


「イヤだよ！　音とか聞こえんだろ！」


「耳みみ栓せん」


「イヤだっつってんだろ！　鉄仮面つけてようが、ミロクが目の前に立ってる状態でトイレ入れるかよ！」


　酷ひどい言われようだが、仕方がない。逆の立場でもミロクは同じことを思うだろう。


　などと考えてる間に、ジュジュの目に涙なみだが浮うかんでいる。


　こんな姿を赤目隊以外の者に見られたら、もうお嫁よめに行けないどころか、国中から変なあだ名までつけられて歴史に残りそうだ。


　ミロクとしても、何か解決策があれば講じたいのだが……。





[image: ]


「もー、しょーがないなー。要はミロクに知覚されなきゃいいんでしょ？　だったらこれしかないよ」


　アーニィが頷き、ミロクに微ほほ笑えむ。


　その笑顔で、これから何をされるのか大体理解した。


　引きつった微笑みを返した次の瞬間、ミロクの首筋に綺き麗れいなハイキックが入る。笑顔のまま、ミロクの意識は一いつ瞬しゆんでなくなった。








　ジュジュにバナナで殴おう打だされる夢を見た。泣いても許してもらえず、ジュジュは恐おそろしい形ぎよう相そうでバナナの皮を剝むくのだ。なぜその行こう為いが恐ろしいのかは、夢の中のミロクでも分からなかった。


「はっ！」


　目覚めると赤目隊の部屋だった。


「起きたかミロク！　ならとっとと手伝え！」


　野太い声が迎むかえてくれた。


「え……は、あ、えーと」


　状じよう況きようについていけないので、周囲を見回す。おそらく声をかけたのは隊長のビスマルクだ。机の上で時計を見ながらウロウロしている。


　ミロクの手にはいまだにあの黒い籠手が嵌はまっており、隣となりで座すわっているジュジュもいつものようにイライラした顔を向けていた。どうやら気絶したまま椅い子すに座らされていたようだ。


　ビスマルクがのっているテーブルの隅すみっこでは、フェリサが化け粧しようを調合している。トーラットの姿はない。


「ミロク、起きたら腕うであげろ」


「え、ああ、ほい」


　言われたとおりにすると、ジュジュの右手も上がった。そこにアーニィが手をのばし、腕の根本からコートを切きり裂さいたではないか。


「うわっ、いいのよコレ！」


「しょーがないじゃん！　このままじゃジュジュ、ドレスも着られないんだからね！」


　怒ど鳴なりながらも手て際ぎわよくコートを切るアーニィ。袖そで口ぐちから肩かた口ぐちまで一直線にハサミが入り、袖がパックリと割れた。勿もつ体たいない気もするが、非常事態だ。


　ミロクが寝ねている間にかなり時間が経たってしまったのだろう。夜会の準備といっても着き替がえるだけなのだが、この焦あせりようはかなり押おしているとみえる。


「もう半鐘（約三十分）しかないんだよ！」


「げっ」


　改めてジュジュに言われて、ミロクも焦り出す。


「俺、どうすればいい？」


「こんな状況じゃパシリもできねーしなー……とりあえずドレス着てから考える」


　と、ブラウスのボタンに手をかけるジュジュ。


　ふたつほどボタンを外したところで、その手が止まった。


「……なに見てんだよ」


「え？」


「恥はずかしいから、見るなよ！」


「えええっ!?」


　予想外のジュジュの言いい掛がかりに、ミロクはただ驚きよう愕がくするのみ。


　そんなことを言われたのは初めてだった。


「お前、普ふ段だんから俺の前で脱ぬぐじゃないか！　見てるこっちが恥ずかしいからやめろって、いつも俺の方が言ってるのに、なんで今日に限ってそんな恥ずかしがってんだよ!?」


「こんな近くで見られりゃ、誰だれだって恥ずかしいに決まってんだろ!?」


「時間ないんだろ!?　この後、フェリサに化粧もしてもらわなきゃならないんだろ!?　ワガママ言うなよ！」


「イヤだっ！　また気絶しろ！」


　顔を真っ赤にして抗こう議ぎするジュジュに、ミロクは言葉が出ない。目に涙を浮かべて、肩かたを縮ませている態度を見れば分かるが、本当に恥ずかしがっているようだ。嫌けん悪お感かんではなく、ただ恥ずかしいのだろう。


「だったら目ェ閉じてりゃいいだろ。トイレよりはマシだろ」


「や、やだ。だってこんな、匂においまで嗅かげる距きよ離りで服脱ぐんだぜ？」


「人を変態みたいに扱あつかうなよ！」


　不毛な会話に、そろそろドレスを用意しているアーニィと化粧の支し度たくをし終えたフェリサの方がピリピリし始める。


「……ミロク」


　小さな声で呼びかける、フェリサ。


　彼女がミロクにコップを差し出す。


「声さ嗄かれとる。コレ飲め」


「お、おう。ありがとう」


　水の入ったコップを一息で飲み干したミロク。


「でも、声が嗄れるとマズイのか？」


「んだ。おめはジュジュの護衛すんだかんな」


「護衛……って、まあ、そうなるか」


　このまま籠手が外せないなら、ジュジュと付きっきりになるしかない。だったら籠手をなんとか隠かくして、常に側そばにいる護衛として振ふる舞まった方が自然か。


　だが籠手をどうすればいい？　隠いん蔽ぺいの手段が思いつかない。布でもかけるしかないか。それともジュジュが大げさな袖そで口ぐちのドレスでも着るしかないか。


　などと考えていると、あくびが出た。


「あれ……さっきまで寝てたのに」


　まぶたが重くなってくる。それも異常なほど。考えることすらできないくらい、意識が遠のいていく。


「……フェリサ……だな……」


　あの水に何か薬を盛ったのだ。


　それでもアーニィ式の眠ねむらせ方より百倍はマシだと思うミロクであった。


　眠ねむ気けが徐じよ々じよに快感に変わり、心ここ地ちよい誘ゆう惑わくが全身を包み込む。


　――やばい、寝ちゃダメだ。


　そう思って、思いっきり目を見開くと、すでに夜会の始まりを告げる鐘が鳴っていた。


「うおっ、俺どれくらい寝てた!?」


　まばたきをしたつもりだったのに、かなり深い眠りに落ちていたようだ。


「よ。もう平気だぜ」


　隣ではドレスに着替えたジュジュが、化粧を終えてすっきりした顔でミロクの額を小こ突づいてくる。


　籠こ手てはそのままだ。布で隠してもいない。


　赤目隊のみんなは、すでに片付けに入っている。トーラットの姿だけが見えない。


「トーラット、どこ行ったんだ？」


「まだ講義聴きいてる。そろそろ終わってもいいと思うんだけどなー」


　最初に地下格納庫に行ってから、もう鐘三つ（約三時間）は経っている。よほど面おも白しろい講義なのだろう。


　トーラットなら外せるかもしれなかったが、いないのなら仕方ない。


「結局、これ外れないままだったな」


　夜会はどうするのだろうか。


「しょーがねーよ。どっちにしろミロクは私の護衛だ。距離が違ちがうだけで、仕事は変わらねーよ」


　夜会やイベントなどでジュジュの護衛をしたことは何度もある。だがこうして腕が繫つながった状態というのは初めてだ。本当に強い暗殺者が現れた場合、果たして守りきれるだろうか。


「おしミロク。行くぜ。せーの」


　タイミングを合わせないと、立ち上がることすらできない。ふらつきながら立ち上がると、ミロクも自分の制服の襟えりを正す。


「いいなミロク。私の側で堂々としてろよ」


「それは分かった。けどコレどうするんだ？」


　黒光りする籠手は、どうしても人目を惹ひくだろう。


「どうもしねーよ。正せい攻こう法ほうでいく」


　自信たっぷりに頷うなずくジュジュ。


　策があるように見えて、実は正面突とつ破ぱするつもりか。








　ジルサニアの権力の全すべてが詰つまっていると言っても過言ではない王宮。その一階にあるダンスホールは、いわばジルサニアの顔とも呼べる場所だ。正面のステージには楽団が並び立ち、魔ま法ほうが付加エンチヤントされた照明は時間と共に色を変え、内装だけでなく音や光でも来らい賓ひんを楽しませる工夫がされている。


　今日は同盟国であるエルガンディア共和国とベト神聖国の首脳を集めての夜会。それまでは会議室で国政について話し合っていたので、これはその仕事に対するジルサニアからの労ねぎらいの意味も込められている。


　そしてジルサニアの小さな顔であるジュジュも、ダンスホールの隅で大勢の人と会話をしていた。


　話しかける人は違えど、内容は皆みな同じ。


「ジェルメーヌ姫ひめ。その……それは、どうしたのですか？」


　ワイングラスを片手に困った表情をする男。ミロクの記き憶おくにはない男だが、派手な衣装と頭に巻いたターバンからベト神聖国の人間だと推測する。


　彼が見ている籠手を目の前に掲かかげ、ジュジュは営業スマイルで答えた。


「ええ、実は……事故で取れなくなってしまいましたの」


「ほう、それはお可哀かわい想そうに……ジルサニアの付加魔法は大陸でも有名ですからな」


　ベトの男も納なつ得とくして、会話を続ける。


「私どもで手伝えることはございますかな？」


「この籠手を外せる魔ま力りよくの持ち主を存じ上げませんかしら？」


「ふむ……我わがベト神聖国では、付加エンチヤントに疎うとい者ばかりですからなぁ」


　正攻法とは、こういうことかとミロクは心の中で手を叩たたく。


　正直に事情を話せば、大たい抵ていの者は理解してくれる。それどころか立場が違いすぎて話題に困るような人でも、この籠手について話せば話題がなくなることもない。


　さらに、こうして解呪できる魔ま導どう士しを探すこともできるのだ。


「君。君は現状をどう思っているのかね？」


　ぼーっと立っていると、ついさっきまでジュジュと話していたベトの男がミロクに話しかけてきたではないか。


「は、えーと、自分は」


　慌あわてて取とり繕つくろい、言葉を探す。


「正直に申しますと……困っております」


「ほほう」


　ベトの男はニヤリと笑い、


「こんなに美しい姫様と密着しても困るのかね」


「困るでしょう……目のやり場に」


「ハッハッハ、確かにそうだ！」


　強い手でミロクの肩を叩く男。


　本当は目のやり場以上に、ミロクの視線を回かい避ひしようとするジュジュの暴力の方が困るのだが、ここは模も範はん的てきな回答でお茶を濁にごしておく。


　しかし、本当に困ることもある。


　あまりに密着しすぎているため、護衛としての本来の仕事に支障が出る。仮に暴漢やテロリストが襲おそってきた場合、ジュジュを完全に守りきれる自信がない。


　別の場所にアーニィも待機しているし、警護の人間はそこかしこにいるのだが、だからといって頼りっきりでいいはずがない。


「おいミロク」


　ベトの偉えらい人と別れると、ジュジュは小さく籠手を引いてくる。


「なんだ？」


「あれ食べたい」


　ジュジュの視線の先には、軽食が載のったテーブルがあった。本格的な晩ばん餐さんはこの後に行われるが、小腹が空すいた人のために用意してあるのだ。


　ミロクが取りに行く前に、こちらの視線に気づいた人がいた。


「こちらでよろしいかな？」


　皿を差し出したのは、小こ柄がらな老人。ターバンを身につけているということは、ベトの人間か。装そう飾しよくは少ないが、上質の絹で織られた衣服を着こなしている。


「あら、ありがとうございます」


　一歩前に出て、静かに皿を受け取るジュジュ。


　ミロクも姿勢を正して頭を下げた。間近で顔を見て分かったが、その老人はベトの先王だった。隠いん居きよしている身ながらジルサニアに来たのには理由があったのだろうか。


「お久しゅうございます、先王様」


「そんな大した名で呼ぶ必要はないよ、ジェルメーヌ。昔のようにおじいちゃんでも構わないさ」


「まぁ……」


　微び笑しようを浮うかべるジュジュ。仕事用の表情だが、その目は本当に嬉うれしそうだ。たった二、三の言葉を交かわしただけだが、ミロクにもこのふたりの間に流れる温かい雰ふん囲い気きが感じられた。


「時にジェルメーヌ。その手はどうしたんじゃ？」


「はぁ、実は……」


　すでに本日十度目になる説明をする。


「わはははは！　それはそれは、面白い！」


　今までの来賓は悲しそうな顔や言葉を向けるだけだったが、この老人は腹を抱かかえて笑った。屈くつ託たくのない、素す直なおな反応である。


「で、そこの騎き士しさんも苦労しているわけだな」


　ミロクを見上げる老人。


「ん？　お前さん、どこかで……」


　目を細めて顔をよく見ようとする老人。たまらず顔を背そむけたくなったが、それは失礼な行動なので、どうしていいか迷う。


「おじいちゃん。あまり彼を見ないであげてくださいまし。彼はよく人違いをされるのです」


　すぐにジュジュが助け船を出してくれた。心の中で床ゆかに額をつけるほどの勢いで感謝するミロク。


「ふむ……そうか。確かにこういう顔がオウガンにいたと思ったんじゃが……」


「た、他人の空似ですわ！」


「ま、そうじゃな。そうに決まっとる」


　老人も溜りゆう飲いんを下げてくれたようだ。


「して、その籠手、どうやって外すんじゃ」


「おじいちゃんに心当たりはございませんか？」


「ない……とは言わぬよ。これでも魔導も少しかじったからのう。じゃが、ワシよりも……ああ、あそこ。あの男の方が詳くわしいはずじゃ」


　老人が視線を移動させると、ダンスホールの壁かべによりかかって酒を飲んでいる男がいた。他のベト人よりも浅黒い肌はだを持ち、まるで黒炭のような男だ。老人とは対照的にジャラジャラと宝石を身につけている。


　そしてなにより、あの太った身体からだ――


「ん、あの人……」


　よく見ればあの魔導士、先ほど格納庫で喋しやべっていた男ではないか。講義はすでに終わっていたのか。


「おい、酒をくれ、もっと！」


　歩いていた女性の給仕の服を摑つかんで命令している。高名だかなんだか知らないが、講義が終わったらただの酔よっぱらいになるようだ。


　それだけでは飽あきたらず、給仕の女の子の腕うでを摑んでなにやら文句を言い始めたではないか。ジェスチャーから察するに、酒が不味まずいとかそういうことだろう。


「あの方……ですか」


　ジュジュが顔をしかめる。


「まぁ、皆まで言うなジェルメーヌ。ワシも後こう悔かいしておる」


　あごひげを撫なでながら老人も苦く笑しようしている。


「しかし、あんな男でもそれなりに実力を持っているんじゃよ。彼の魔法はベトでも屈くつ指しの実力じゃ」


「でしょうね……」


「はぁ……」


　ミロクもジュジュも言いたいことを呑のみ込みつつ相づちを打った。なにせトーラットでも真面まじ目めに聴き入るほどの知識を持っているのだから。


「いかがなさいますか、姫」


　恭うやうやしい態度でミロクが尋たずねた。あの男に解呪を頼たのむかということだ。ジュジュは真しん剣けんに考え込んで、心底嫌いやそうに太った魔導士を見た。


「……背に腹は代えられません」


「分かりました」


　ジュジュの決断に従うミロク。今はまだいいが、またトイレに行きたくなった時に気絶させられるのはゴメンだ。ここは多少の恥はじを忍しのんでも、魔法を解いてもらうべきだろう。


　ジュジュが大おお股またで一歩踏ふみ出す。その一歩に大いなる勇気を消費したのだろう、二歩目以降は普ふ通つうの歩き方に戻もどっていた。


「もし……」


　ジュジュが声をかけると、その魔導士は鬱うつ陶とうしそうにこちらを見る。しかし、すぐに相手が誰だれだか理解して、しゃっくりに似た声を上げて居住まいを正した。


「こ、これはジェルメーヌ姫！　本日はご機き嫌げんうるわしゅう……」


「貴方あなたもご機嫌のようですわね。嬉しそうな赤い顔をしております」


「は、はは。これは手厳しい」


　ジュジュの皮肉に苦笑する魔導士。


「して、私のような魔導士に御ご用ようですかな？　世間話をするためではないでしょう、貴方のような高貴なお方が、私のような賤いやしい魔導士に話しかけることなど……天地がひっくり返ってもありえない」


　大おお仰ぎような身み振ぶり手振りで卑ひ屈くつな言葉を吐はく魔導士。


　ジュジュにはへりくだり、給仕には偉そうな態度をとるあたり、本当に賤しい立場の人間だったのかもしれない。貧しい出自から力のみで這はい上がってきた者の中には、しばしばこういう人間がいる。ミロクは過去に何人もそういう人間を見てきた。


「貴方の魔ま法ほうは、我わがジルサニアの付加エンチヤントにも通じておりますでしょうか？」


　そんな魔導士の態度にも表情を変えず、ジュジュは尋ねた。


「まぁ、こちらで講義を開くくらいには……ですが、ゴーレムの技術は本場ジルサニアの魔導士には一歩劣おとるでしょう。これは謙けん遜そんではない、私の自己判断でございます」


「では、これにかかっている魔法を解けますか？」


　籠こ手てを掲かかげるジュジュとミロク。


「ほう、ほうほうほう……」


　魔導士は酒さけ臭くさい息を籠手に吐きかけると、自らの手にとって調べ始める。


　ジュジュは笑え顔がおのままだったが、その首筋に鳥とり肌はだが立っているのをミロクは見み逃のがさなかった。


「これは珍めずらしい手て飾かざりですなぁ、ジェルメーヌ姫ひめ」


「世辞は結構。それで、外せるのですか？」


「ん、まぁ、そうですな……しかしまぁ、ジルサニアの付加魔法は精せい緻ちと言いますか、装飾品のように美しい。我がベトの治ち癒ゆ魔法は常に揺ゆれ動うごくものを相手にしております故ゆえ、このような静物画を」


「できるのですか……!?」


　声に重みを含ふくませて、もう一度ジュジュが尋ねた。これが公の場でなければ、すでに蹴けりの数発は飛んでいる。ミロクもウザイのをじっと我が慢まんして無表情を貫つらぬいているが、ジュジュは笑顔で応対しなければならないのだ。


「ん、まぁ、できないこともないでしょう。ただ……」


　太った腹を揺すりながら、魔導士が上うわ目め遣づかいでジュジュを見る。


「なんでしょう」


「引ひき替かえに、お願いがございます」


「私にお願いごと……ですか？」


「や、まぁ、私のごとき下級魔導士が、一国の姫に無礼な真似まねは重々承知。ですが仕事に対する報ほう酬しゆうと呼ぶのであれば、後あと腐くされはございますまい」


「別に不快ではありませんわ。用件次第ですけど」


　すると魔導士はジュジュの手を握にぎり、こう言った。


「解呪の暁あかつきには、記念の品をいただきたく存じます」


「記念の品……ですか？」


「はい。よろしければ、姫のお召めし物ものなどを」


「は……？」


　思わず目が点になるジュジュ。


「そ、その、今まさに貴方が着ているお召し物を、どれでも良いですから私めに……フフフ、フフフフ」


　振ふり向むいたジュジュと視線が合った。


　悲しそうな目で「どうしようミロクこいつ変態だ」と訴うつたえている。


　ミロクも似たような顔で「我慢しろ、国交のためだ」と必死に励はげます。


「あ、あの……念のためにお訊ききしますが、この服をどのような用よう途とに？」


「そ、それはもう、いやらしい気持ちではまったくありませんぞ」


　なぜかたどたどしい口調になる。


「と、いいますと？」


「もちろん学術研究のためです。こう見えて私、服ふく飾しよくデザインにも興味がありまして」


　脂あぶらぎった顔をさらにテカテカと輝かがやかせながら迫せまってくる魔導士。


「美しい女性を彩いろどる服の神秘についてですな、同士と語らうのが趣しゆ味みなのでございます。こう、服の造形だけでなく手て触ざわりや匂においなどですな。そういうのが好きな輩やからには、大層な値段で売れ――」


　ここで、キレた。


　ジュジュが先か、ミロクが先かは分からない。


　ただ声を発したのは同時だった。


「おっと、籠手が滑すべったぁ！」


　ジュジュの右手とミロクの左手が、同時に魔導士の顔面を殴なぐりつけた。鋼鉄が歯と顎あごの骨を砕くだく感かん触しよくが伝わり、それは魔導士の顔ごと遠ざかっていった。


「ああっ、籠手が暴走したっ！」


　怒いかりが収まらないふたりは、そのまま前に走り出す。


　テーブルを巻き込んで倒たおれた魔導士の上から、また籠手で殴るふたり。


「ああミロク！　もうやめて！　彼に何をするの!?」


　絶ぜつ叫きようするジュジュだが、表情が伴ともなっていない。


「姫様！　籠手です！　籠手の魔ま力りよくがこの手を動かしているのです！」
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「なんということでしょう、私の力が至らないばかりに！　お許しください、魔導士さま！　全すべては籠手が悪いのです！」


「そうです、魔導士殿どの！　籠手の魔力が悪いのです！」


　などと言いつつ、ジュジュもミロクも殴る蹴るつねる引っ張る投げ飛ばすのフルコースで、着き飾かざった魔導士をボロ衣にまみれた肉につ塊かいに変えていく。


「だ、誰か……！」


　這いつくばって逃にげだそうとする肉塊。


　しかし立ちふさがったのは、ベトの先王。


「うむ、籠手の暴走ならば仕方ないのう。魔力を見誤ったお主ぬしの未熟が招いたことよ」


　心底おかしそうな顔で言い放つと、周りのお偉えら方がたも同調し始める。


「そうですな、魔法ならば仕方ない」


「魔導士殿も大変ですな。まさか姫を殴るわけにもいきませんしなぁ」


「籠手の魔法を解けばよろしいのでは？」


　冷れい酷こくに笑う人たちは、先ほどまで魔導士が何をしていたのか知っていた。因果応報という言葉を魔導士と共に嚙かみしめているのである。


「ああ、ミロク！」


「姫様！」


　当事者のふたりは、笑顔を誰にも見られないように魔導士を殴り続けていた。


　後に彼らを見た者は、口を揃そろえてこう語る。


　どんなダンスよりも綺き麗れいに揃ったパンチだった、と。








　いくら下品で変態な魔導士でも、顔が変形するほど殴られたら同情する声もあがる。しかし彼の評判はベトでも有名だったので、同じベトから来た者たちが護衛に命令してダンスホールから強制的に退場させられた。


　投げ捨てられるように廊ろう下かに放置された魔導士は、いまだ痛む顔に震ふるえる手で触ふれて治癒魔法を試みるが、痛みで集中できない。


「ハッハッハ。まさに自じ業ごう自じ得とく」


　笑いながら魔導士の顔に触れたのは、ベトの先王だった。その手から淡あわい緑色の光が浮うき出ると、魔導士の顔は徐じよ々じよに元通りになっていった。


「……あ、ありがとうございます」


　傷が消えると、魔導士は布で顔を拭ふいた。流れた血は魔法でも消せないからだ。


　汚よごれが完全に消えないまま、魔導士は立ち上がる。


「しかしあの姫……本気で殴ってきやがって……！」


　布を握りしめ、魔導士は閉とざされたダンスホールの扉とびらを睨にらむ。


「ただの冗じよう談だんに目くじらを立て、俺を笑いものにしやがって！　こんなことが許されるとお思いか、先王!?」


「はぁ？」


　芝しば居いがかった口調で先王を見るが、彼はきょとんとした表情で見返してくる。


「なにを言っとるんじゃ、お前さんは？」


「なにって、この仕打ちのことですよ！　いくらなんでも公的な場所で、こんな」


「分からんか？　その傷は、ジェルメーヌ姫の最大限の優やさしさじゃよ」


「え……？」


　顔の傷に触れる魔導士。まだ頭にはたんこぶが残っていた。


「本来ならば斬きられてもおかしくない真似をしでかしたんじゃぞ、お主は。それを叩たたきだされるだけで免まぬがれたんじゃ。感謝こそすれ、恨うらむ筋合いはない」


「な、なぜ先王にそのようなことが分かるのです？」


「籠手で殴られたからじゃ」


　老人は右手をヒラヒラと振ってみせる。


「もしもジェルメーヌとあの小こ僧ぞうの、空いている方の手が動いたら――いくらお主でも、抵てい抗こうする間もなく斬られておったよ。ジルサニアの姫とウサギ、知らぬのは世事に疎うといお主だけじゃ」


　断言する老人は笑っていなかった。


　魔導士がぐうの音ねも出ないほど落ち込んでいる姿を見ると、老人はあごひげを撫なでる。


「ま、今回はおあいこでチャラじゃな。ジェルメーヌは可か憐れんなだけでなく、いつもワシを楽しませてくれる、愉ゆ快かいな姫様じゃ」








　ずっとミロクとジュジュを苦しめ続けてきた黒い籠手は、あっさり外れた。


「はい、もういいですよ」


　魔ま法ほうの施せ術じゆつを完かん了りようしたトーラットが、眼鏡めがねを指で直す。


　ゆっくりと籠手から手を引き抜いてみると、あっさり抜けた。


「おおっ！　抜けた！」


「やった！」


　それぞれ籠手を上に掲げて大喜びするふたりに、部屋にいた赤目隊の全員がほっと一息つく。みんな心配だったのだ。


「って、おお！　重い！」


　魔法がなくなれば、ただの鉄の塊かたまりだ。持ちきれなくなったジュジュは籠手をミロクに預けた。ミロクでも苦労する重さだったので、強がらずに机に置くことにした。


　学園の教師ですら外せなかった籠手を、あっさりと外してみせたトーラットは平然としている。まるで持っていたカギで錠じよう前まえを開けたような気楽な表情だった。


「トーラット、ありがとう！」


　ミロクが強く礼を言うと、


「いえ、僕がいればすぐに外せたんでしょうけど、すみません、今日はどうしても外せない用事があったものですから」


　あの魔導士の講義のことだ。よりによってジルサニア騎き士し団だんの魔導士がほとんど出席するようなイベントの日に、こんな事件に遭そう遇ぐうせずともよいのに。しかもあんな変態魔導士の授業など。


　本当に不幸とは重なるものである。


「あー、スッキリしたー。なんか今まで以上に右手が軽い気がするわー」


　自由になった右手でカップを摑つかみ、さっそくお茶を飲むジュジュ。ベトの魔導士を殴ったことなど、完全に忘れているだろう。


「ところでジュジュ。この籠こ手て、どうする？　捨てるか？」


「いや、また使うかもしれないから、とっとく」


　ジュジュが左手を差し出す。


「ん？」


「ほれ、早く」


　言っていることは大体理解したが、半信半疑でミロクは籠手をジュジュの左手に近づけた。すると吸い込まれるようにして籠手が左手の中に消えていった。


　ジュジュの左手はゴーレム技術を応用した宝ほう物もつ庫こになっている。ジルサニアを守った宝ほう剣けんがたくさん入っているのだ。


「うおおお……剣けんだけじゃないのか、これ」


「いざって時に国を守ってくれそうなモンは、みんな入れることにしてる。あ、私物は入れてないからな」


　当たり前なことを偉そうに言い張るジュジュ。籠手は完全に見えなくなり、彼女は何事もなかったようにお茶を飲み続ける。


　短い時間だが、様々な事件があった。ジュジュにジュースを買わされたり、地下格納庫で待ちぼうけしたり――


　ふと、思い出す。


　思い出したら、急にある感情がわき上がった。


「あ、そうだミロク。パン買ってきて」


　ジュジュは自由になった途と端たん、これである。


「……んん」


　しかしミロクは困った表情。


「なんだよミロク。文句あるのか？」


「……ちょっと待ってくれ」


「どした？」


「悪い、急用ができた！」


　ミロクは全すべてを放ほうって部屋を出る。


「あ、おい、ミロク！」


　赤目隊の制止の声も振ふり切って、ミロクは駆かけだした。


　意識して考えないようにしていたことが、思考した途端に爆ばく発はつする。


　我が慢まんしていたのはジュジュだけではない。


　だからといって、気絶させようが眠ねむらせようが、姫ひめを連れていくわけにはいかないではないか。無理矢理忘れるしかなかったのだ。


「うおおおおおおっ！」


　叫さけび声ごえをあげて、まっすぐ走り込むのは、地下一階の隅すみにある部屋。


　青い男性を意味するマークが描かれたその部屋に、ミロクは汗あせだくになりながら飛び込んでいった。




「そう言えば、あの籠手どうなりました？」


　最後に反省文を見たのはトーラットだった。


「トーラットは現場にいなかったから知らないだろうけど、ベトに行った時、魔導士との戦いで出してたぜ」


「何に使ったんでしょう……？」


「墓はか守もりに、武器として渡わたしてた……」


　実際、墓守のひとりはあれを手に持って王女たちを守ろうとしてくれていた。ジルサニアの付加魔法がかかった籠手だから、鈍どん器きとしては最適である。


「よし、これで終わり！」


　反省文を書き上げたミロクが立ち上がる。


「明日あした提出してくる！　旅たび支じ度たくはその後だ！」


「おつかれさまでした。今お茶淹いれますね」


「ありがとー」


　いそいそとポットに近づくトーラットを見ながら、ミロクはもう一度椅い子すに座すわった。


　振り返ってみれば、慌あわただしい学園生活だった。


　きっとこれからも、そんな日々が続くのだろう。


「けど、しばらくは休みだな」


　明後日あさつてから、また隣りん国ごくへ出張だ。


　束つかの間の休息時間をどう使うか考えながら、ミロクはトーラットのお茶を待った。
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「失礼しまーす！」


　辞書ほどの厚みがある反省文の束を抱かかえながら、ミロクは学園長室に入った。ノックをしても返事がないから、まさかとは思ったのだが、やはり無人。


「あれぇ？」


　教師に訊きいたところ、この時間は確かにいると言っていたのだが。


「どうしようか、コレ」


　溜たまりに溜まった反省文は、学園長に直接渡すように言われていた。どうして担任でも生活指導の教師でもなく学園長なのか疑問に思ったが、要はそれだけドデカイことをやらかしたわけだ。それは反省文の厚みが物語っている。


　ここまで大量に文章を書いたのは久しぶりだった。授業ですらまともに聞かないミロクにとって、これだけの反省文を書くことは、竜りゆうに素す手でで立ち向かうことより困難な作業だったのだ。


　そもそも建物の破は壊かいなどは、ミロクだけの責任ではない。いつぞやの覗のぞき魔まの事件はビスマルクが爆ばく破はしたのではなかったか。


　とはいえ、ミロク自身も事件に加わったのは事実。


　反省の気持ちはある。


　できるなら、退学はしたくない。


　学のない移民のミロクでも、平等に学ばせてくれる場所はとてもありがたいのだ。


「仕方ない、待つか」


　学園長室に入り、ソファに腰こし掛かける。


　机の上に反省文を置くと、ミロクは改めて部屋の中を見回した。


「すごい部屋だな」


　もっと質素な部屋を想像していたのだが、その豪ごう華かさには目がくらんだ。


　壁かべに掛かけられた表ひよう彰しよう状じよう、棚たなに陳ちん列れつされたトロフィー。ここまでは一いつ般ぱん的てきだ。だがこの学園長室の壁に無数に並んでいる刀とう剣けん類が異い彩さいを放っている。


　専用の台座に陳列されている剣もあれば、まるで掃そう除じ用具のようにカゴに入れられている剣もある。およそ二十振りはあるだろうか。


「…………」


　手に取ろうとして、やめる。


　これは学園長のものだ。勝手に人の剣に触さわってはいけない。


　しかし生きつ粋すいの剣バカであるミロクには、どうしても耐たえられない。


「あー、もう！」


　とうとうミロクは壁の剣を一振り取り上げた。


「コレ！　コレが気になるんだ！」


　ジルサニアの剣は魔ま法ほうがかけられているため、錆さびない。刃はこぼれもしない。しかし魔法そのものが経年劣れつ化かした場合や、他国の刀剣類は別だ。


　ミロクが手にした剣は見事に刃こぼれしており、錆さびも少し浮ういている。


　剣バカのミロクにとって、許しがたい事態だ。


「これだけ剣があるなら……」


　ミロクは学園長室を探す。まるで泥どろ棒ぼうのような仕草だが、ものを盗ぬすむためではない。


「あった！」


　部屋の隅に置かれてあった道具箱。開けてみると、砥と石いしが入っているではないか。ジルサニア製の魔法の砥石を手にすると、ミロクは窓を開けてベランダに出る。学園長室を汚よごすわけにはいかないからだ。


　バケツに水を汲くみ、適当な台を持ってきて、ミロクはベランダで剣を研とぎ始めた。オウガンの剣を研ぐ場合、もっと複雑な手順と道具が必要なのだが、ジルサニアの砥石はとても便利で、その手間を省いてくれる。


「ふー」


　時間をかけて剣を研ぎ終えると、満足した顔でベランダから戻もどる。


　しかし学園長はいまだ帰ってこない。


「まだか……じゃあ、仕方ないな」


　もう一振り、気になっていた剣があったのだ。


　それは学園長の机の真後ろに立てかけてあった剣で、他の剣と比べて大きい。ジュジュの左手に入っていた「鈴すずの剣」は斬ざん馬ば刀とうのように広い刀身だったが、これはそれ以上の大きさだ。


　手に持ってみると、意外と軽い。付加魔法がかけられているせいだ。柄つかにも工夫が施ほどこされており、金細工が指にしっくりと馴な染じむ。装そう飾しよくの多い派手な剣なのだが、儀ぎ礼れい用でもなさそうだ。刃は厚く、竜でも斬きれそうである。


　ただ、やはり少し刃こぼれしている。錆こそないが、手入れを怠おこたっているようだ。


「これ研ぎ終わる頃ころには、学園長も帰って来るかな」


　水で刀身を濡ぬらし、ミロクは砥石をあてがう。


　細心の注意を払はらいながら、ゆっくりと魔法の砥石を滑すべらせると――


『ん、おお、寝ねていたようじゃ』


　どこからか声がした。


「だ、誰だれ？」


『君はミロク・シーレンくんだったね。私が呼んだのに、すまなかったね』


　老人の声。


「学園長ですか？」


　ベランダから学園長室を覗いてみるが、無人。


『いかにも、私が学園長じゃ』


「あの、どこにいるんですか？」


『それより、研いでくれんのかね？』


「あ、はい」


　言われるがままに、剣けんを研ぐ。


　サラリと高い音を奏でる砥石の上を滑る剣。


『あー、そこそこ』


「はい？」


『もうちょっと右がかゆいんじゃ。少しずらしてくれんかの』


「こう、ですか？」


　剣を右に移動させると、


『あー、そうそう。そのへん』


　学園長の声が返ってくる。


「……もしかして、学園長？」


　ミロクは自分の両手に触ふれている剣に向かって尋たずねる。


『いかにも』


　かつてジルサニアを幾いく度ども脅きよう威いから救った聖剣は、きっぱりと宣言した。
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「しかし、よく一カ月で出られたよなー俺たち」


「騎き士しでもない市民の軽犯罪なんて、そんなもんだろう」


「ですよね」


　ジルサニア国立学園は幼年から青年までの若者が集つどい、勉学に励はげむ機関である。


　今、その敷しき地ちを歩く三人組は、明らかに若者ではなかった。かといって教師にも見えない。ひとりは白いシャツにコットンパンツという普ふ通つうの格好、もうひとりは貴族のような装飾の多い服、最後のひとりはゴーレム技師のようなツナギを着ている。


　てんでバラバラな格好の三人組だが、彼らにはある共通点があった。


　その手にある魔導器具である。


　携けい帯たい用の投射用魔導器は、精度は粗あらいが景色を即そく座ざに板に写すことができる。とっさに風景を収めたい時などは重宝されるが、模写屋などが使うには適さない。


　彼らが持っているのは、それだけではない。


　大きな袋ふくろに入っているのは、より精度の高い魔導器の部品。これを組み立てることで、遠方の被ひ写しや体たいもクリアに収めることができる。


　誰がどう見ても怪あやしく感じる集団だが、学園内ではそれほど奇き異いに見られない。


　魔導器は教師も使用するし、それを納入する業者だと言えば怪しまれない。そもそもこの学園は教師も生徒もクセモノ揃ぞろいで、このくらいでは誰も怪しまない。


　が、彼らはれっきとした犯罪者。


　この学園でそれを行うのも、二度目である。


「こっちだ」


　シャツの男が親指で示すのは、学園の森。


　獣けもの道みちのように細い通路を抜ぬけると、銅像が置いてある芝しば生ふに出た。水みず瓶がめを持った女性の銅像である。


「ここだ」


　最後にシャツの男が示したポイントは、銅像の背後にある、少しだけ隆りゆう起きした地面。そこに寝そべると、持ってきた魔導器を置く。


「このポイントから攻せめる」


「ここ……？」


　ツナギの男が同じ場所から同じ方向を向く。


「なるほどな」


　貴族風の男は理解したように頷うなずく。


「この方角からプールを覗こうという作戦か」


「ああ。この場所は誰にも警けい戒かいされない。なぜかって？　この銅像があるからだ」


　シャツの男が示すとおり、その場所からは銅像が邪じや魔までプールなど見えない。さらに別の場所に移動したところで、森の木々が邪魔で視界は遮さえぎられてしまう。


「でも、この銅像はどうするんだ……？」


「なるほど、それで俺の出番か」


　ツナギの男が尋ねると、貴族風の男がニヤリと笑った。


　彼の手が発光する。魔法の光だ。


「俺の付加魔法によって、この銅像を移動させればいい。撮さつ影えいが終わったあと、すぐに元に戻せば完全犯罪になる」


「なるほど！」


　納なつ得とくするツナギの男。


「角度、距きよ離り……どれをとっても、この位置が最高なんだ。この銅像さえ退どいてくれれば、白金貨どころじゃない、金貨で取引できるくらいの素す晴ばらしい絵が撮とれる」


　ウットリとした表情のシャツ男。


「完全なる美のために、銅像さんには退いていただこう。この土台を滑らせて、少しだけ場所を移動させる」


　貴族風の男が発光した手を銅像に近づける。


　その時だった。


『私を退かして、何をしようというのかしら？』


「え……？」


　銅像の目が、赤く光る。


　そして膝ひざをついていた彼女が、おもむろに立ち上がる。


「おお！　すごいなお前の魔法！　銅像を歩いて退かせるなんて！」


　シャツの男が褒ほめ称たたえるが、


「いや……俺、まだ何もしてないんだが」


「へ？」


　呆ほうける三人をよそに、銅像はゆっくりと振ふり返かえる。


『この学園で覗のぞきなどという不ふ埒らちな行こう為い……許さない！』


　そして、持っていた水瓶を高く振り上げた。
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『時間がかかってすまないのう、ミロクくん』


「いえ、楽しいですよ」


　剣――もとい、学園長を研ぎながら、ミロクは外を見る。放課後なので人通りが多いが、部活動などに勤いそしむ生徒たちの声が活気を感じさせる。


『驚おどろいただろう。私の姿を知っている者は、学園にもそういないからのう』


「はい」


　素直にうなずくミロク。


「ですが学園長自身のことは、存じておりました」


『ほう？』


「確か四百年前にジルサニアを救った、聖剣レギンガストですよね。その剣からは光の刃やいばが出て、雲すら斬ることができたって『月刊　世界の剣』に書いてありました」


『昔の話じゃよ。もう今は無理じゃ』


　謙けん遜そんする学園長。


「ですが、何故なぜそんな偉い大だいな聖剣が学園長を？」


　当然の質問をするミロク。


『うん、知っての通り、私は四百年前に生まれたんじゃ。ジルサニアの付加魔ま法ほうの粋すいを集めて作られた、当時最高の魔ま法ほう剣けんが私ことレギンガストじゃ』


「はい」


『つまりじゃ、私には四百年前の魔法技術と、四百年分の知識が詰つまっておるということじゃ』


「あっ、なるほど！　剣なら死ぬことはないから、知識を貯ためておけるんだ！」


　しかも魔法によって人格を得ているのであれば、ボケることもない。常に正しい知識を与あたえることができるというわけか。


『さらに私は剣じゃから、欲よくもそれほどない。賄わい賂ろなんぞ通用せんよ。まぁ、時折女生徒たちのムチムチボディが誘ゆう惑わくすることもあるがの』


「はぁ」


　それはもう男の人格の宿命なのだろうか。


　ともあれ、学園長が剣である理由はよく理解した。現役を終えた今でも、教育という形でジルサニア王国を守ってくれているのだ。


『ところでミロクくん。今日はジェルメーヌ姫ひめは？』


「ジュジュはもう下校してるはずです」


『そうか。元気にしているようなら、それでいいんじゃ』


「はい」


　小さい事件は多かったものの、ここ数カ月ほどジュジュの命を危険に脅おびやかすような大事件はなかった。むしろこれまでが慌あわただしかったのだ。


　改めて尋ねはしないが、学園長はミロクの素す性じようをどこまで知っているのだろう。剣を研とぐ際にも何も言わなかったということは、オウガン出身ということもバレていると考えてよさそうだ。


『その、〝第八国エイスランド〟と言ったか……例の集団からは何もアプローチはないのかね』


「今のところは。ジルサニアもそうですが、あらゆる国が消息を追っているのですが、尻尾しつぽすら摑つかめていないようです」


『オウガンに関してもかね』


「オウガンに攻め入ろう、って声はホラキアとツッキーニにあるんですけど、リスクが高すぎて動けないみたいです」


『強いからのう、オウガンは。四百年前からアホみたいに強かった』


「……はい」


　皇子である自分が言うのもなんだが、オウガン帝てい国こくの武力は半はん端ぱではない。竜りゆうに乗って戦場を飛び回る竜りゆう騎き兵へいもそうだが、あの国は軍団ひとりひとりの錬度が違ちがう。ジルサニアが生なま温ぬるいのではなく、あの国は戦うことしか考えていないのだ。


　そこへ攻めていくには、よほどのリスクを伴ともなう。下手へたに攻め入ると、第八国エイスランドに裏をかかれるかもしれないのだ。


「それについては、来週からエルガンディアで今後の方針について語り合うそうです。ジュジュも含ふくめて、俺たち赤あか目め隊たいも一いつ緒しよに」


『ふーむ』


　それを聞くと、学園長は不ふ機き嫌げんな声を出す。


『うまくいけば良いのじゃが』


「どういうことです？」


『北の民たみたちは、ひと癖くせもふた癖もある連中じゃからな。エルガンディアも、それと敵対するツッキーニも含めて』


　ミロクはエルガンディア共和国に行ったことはないが、ずいぶん呑のん気きな民族だと聞いている。ただしその魔法技術は大陸でも随ずい一いちだと。


『なんにしろ、気をつけなさい。君たちはジルサニアの未来を担になう者なのだからね』


「……はい」


　四百年を生きた学園長の言葉を、真しん摯しに受け止めるミロク。


『それでも――今はいい時代じゃ』


「え？」


　これだけ乱れているのに、良い時代と言うのか。


『昔の荒あれっぷりはこんなモンではなかったぞ。大陸のすべての国家が牙きばを剝むいていたからのう。同盟破は棄きも当たり前で、いつどこがどこに攻め入ってもおかしくない状じよう況きようじゃった。四百年という歴史が、徐じよ々じよに人の心を落ち着けていったのじゃよ』


「そうなんですか……」


　それからミロクは学園長の昔話を聞きながら、彼を研ぎ続けた。老人は昔話をしたがるものだが、聞いていて不快になるような話ではなかったので、いつしか手を止めて聞き入っていた。
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「すっかり遅おそくなっちゃった。ごめんねジュジュ」


「気にすんなって」


　正門の前で申し訳なさそうに頭を下げるコニーに対し、ジュジュは寛かん大だいな心で許した。というか元々コニーに非はないのだ。


　下校しようと廊ろう下かを歩いていたふたりの前で、購こう買ばいのおばちゃんがひっくり返って腰こしを痛めてしまったのだ。そこで優しいコニーがおばちゃんに肩かたを貸して医務室まで連れて行ったところだ。


「相変わらずコニーはお人ひと好よしなんだから」


「そんなことないよー」


　照れるコニー。彼女が助けなかったら、ジュジュがおばちゃんを助けていただろう。そしてそんなジュジュをコニーはきっと助けてくれるはず。


　夕日が大きな影かげを作り出す。


　それは正門前に立っている武装ゴーレムの影だ。巨きよ大だいな門番は、今日も正面を向いたまま学園の治安を守ってくれている。


「ん？」


　そのゴーレムの首が動いた。


　見み間ま違ちがいかと首をかしげるジュジュだが、確かにゴーレムの首が動いている。


「コニー」


　冷静にジュジュは告げる。


「なに？」


「誰だれか先生呼んでこい。んで、避ひ難なんしろ。ゴーレムが警けい戒かいしてる」


　ジルサニア王宮を守っているゴーレムと同じものだとしたら、その行動パターンも同様のはず。ゴーレムが警戒するのは、付近にいる警報用の結界もしくは同タイプのゴーレムが異変を察知した時だ。


　さらにゴーレムの感知範はん囲い内で異変が起きると、自動的に動き出すようになっている。まだこのゴーレムは動いていない。ということは、近くだが見えない範囲――学園内で事件が起きているということ。


「ジュジュは？」


「ミロク……いや、近くの騎き士しに知らせる。コニー、急げ」


「う、うん！」


　コニーが校舎内に引き返すのを確認してから、ジュジュは走った。ミロクのいる学園長室より、手近な騎士を捕つかまえて現場急行させた方が早いと感じたからだ。


　少し走っただけで、異変はすぐに感じ取れた。


　空気の震ふるえと、小さな悲鳴が聞こえたからだ。


「森……？」


　確かあちらには恋れん愛あい成じよう就じゆの銅像しかなかったはずだ。


　そこで事件が起きたのであれば――


「わぁああああああっ！」


　その森から二人組の男が逃にげ出してきた。


「た、た、助けてぇぇっ！」


『お待ちなさい！　すべて捕まえてやるわ！』


　ズタボロになった男たちを追い回しているのは、仲間であろう人間を摑みながら走っている銅像だった。摑まえられた男は、ケガをしているのかぐったりしている。


　しかもよく見れば、あの男たちに見覚えがある。前に覗のぞきで捕まった連中ではないか。


　それだけで何があったのかだいたい想像できてしまう。


『オ───ホホホホホホ！』


　銅像は摑んでいた男を二人組に投げつける。


「わぁっ！」


　三人まとめて倒たおれたところにのしかかり、水みず瓶がめを振ふり上げた。


『学園の平和は、私が守る！』


「ぎゃあああああああっ！」


　水瓶でボコボコにされる覗き魔たち。


　最初は抵てい抗こうしていたが、やがて倒れたまま動かなくなってしまった。


「……ありゃ、ほっとくと死ぬな」


　呆あきれるが、放ほうっておくわけにもいかない。


「お、おい、銅像さん」


　ジュジュが呼びかけるが、


『オ────ホホホホホ！』


　自分の行動に酔よっているのか、まったく聞いていない。あのままだと本当に殺しかねない勢いだ。いくら覗き魔とはいえ、目の前で死なれるわけにはいかない。


「そこまでだ！」


　その時、銅像の前に立ちはだかる生徒がふたり。


　ノックとルケートだった。


　それぞれ巨大な両手剣けんと、細身のサーベルを構えている。


「見ず知らずの人相手に暴行するとは、なんという銅像だ！　学園騎士団長として許すわけにはいかない！」


　なんだか盛大な勘かん違ちがいをしているノック。


　だが、客観的に見ればそうなるのか。


『なんですってぇ!?』


　銅像もカチンときたようで、立ち上がって水瓶を構える。


「ちょっ、ちょっと待てお前ら！　どっちも戦う相手違うって！」


　ジュジュが止めるが、遅かった。


「ぬんっ！」


『オホホホホホ！』


　ノックの両手剣と銅像の水瓶が激げき突とつした。


　ただの鉄の塊かたまりにしか見えない両手剣だが、あれも付加魔ま法ほうがかかっている騎き士し剣けんだ。強大な威い力りよくがある。切れ味よりも、相手の武器や鎧よろいを破は壊かいするのに適している。


　そんな力任せのノックの一いち撃げきだが、水瓶に負けた。


「おわっ！」


　振り抜いた水瓶が、巨大な両手剣を弾はじく。


「ノックが力で負けるとは！」


　傍かたわらにいたルケートが驚おどろく。


　力ちから自じ慢まんは騎士団にも大勢いるが、ジュジュもノックほどの力持ちはそうそう見たことがなかったのに。


　銅像にかけられた付加魔法の強さは、それをも上回るということだ。


『ホホホホホ、どうしたのかしら？　もう降参？』


「ま、まだだ！」


　弾かれた剣を持ち上げ、ノックは構える。


「ノック先せん輩ぱい！」


　ジュジュは声を張り上げる。


「もうやめろ！　戦う相手が――」


「いくぞ学園の敵！　うおおおおおおお！」


『いくわよ生徒の敵！　オホホホホホホ！』


　今度はノックが打ち勝った。


　銅像の水瓶を弾くが、重い両手剣なので追つい撃げきができない。体勢を立て直す間に、銅像が殴なぐってくる。水瓶も銅製なのだが、古代からの付加魔法がかかっているため、そこらへんのゴーレムのパンチ並みの威力があるはずだ。


「うーん、こりゃ俺の出番ないな」


　サーベルを鞘さやに収めるルケート。賢けん明めいな判断である。


「どっちかが倒れるまで、見ているしかないのかな」


「そーでもないぜ」


　この銅像を止められる人物を、ジュジュはふたり知っている。


　ひとりはアーニィなのだが、彼女は家の手伝いがあるとかで先に帰ってしまった。


　そしてもうひとりは――


　おそらく、すぐにやってくる。


「ぐおおおっ！」


　殴り合いにしか見えない、銅像とノックの撃うち合いに決着がついた。やはり古代の付加魔法には勝てなかったのか、ノックの両手剣が柄つかからポッキリと折れてしまっている。ジルサニア製の剣を折るには、並なみ大たい抵ていの力では不可能なのに。


『オ─────ホホホホホホホ！』


　追撃の水瓶を振りかぶる銅像。


「ノック！」


　ルケートが止めようと走り出す。


　が、それよりも素早く割り込む影があった。


「なっ!?」


　水瓶を剣でがっちりと受け止める人物。


　予想通りだ。


「すいません、遅おくれました！」


　強く剣を押おしだし、距きよ離りをとるのは――ミロク。


　その手にはノックの両手剣と同じくらい大きな剣が握にぎられていた。しかも魔法のせいで重量が軽減されているのか、片手で軽々と持っている。


　ジュジュは知っている。あの剣は学園長だ。


「おう！　助かったぞミロク！」


　ノックは素早く後ろに下がり、ミロクに場所を譲ゆずる。


『オホホホホホ！　あなたも邪じや魔まをするのね！』


　ミロクを敵とみなした銅像は、狂きよう気きを帯びた笑え顔がおのまま水瓶を素す振ぶりしている。


「邪魔します！　落ち着いてください！　話せば分かります！」


　それでも説得をするミロク。


　少し前だったら問答無用で切きり伏ふせていただろう。たいした進歩である。


　しかし銅像は聞く耳持たない様子。


『そこの男たちは、不ふ埒らちにも覗きをはたらこうとしたのよ！　可愛かわいい生徒たちを性犯罪から守るために、成敗するのは当然でしょう！』


「成敗って、本当に死んじゃいますよ！」


「昔は貴族の浴場を覗いた者は死罪だったの。だからこいつらも死罪よ！」


「ムチャクチャだ！」


　キレる若者が取とり沙ざ汰たされる昨今だが、遥はるか昔から学園にいる銅像が一番キレている。何が彼女をそうさせるのだろうか。


『仕方ないミロクくん。私がおとなしくさせよう』


　ミロクの辺あたりから聞こえる、学園長の声。


「分かりました……あまり気は進まないけど――来い！」


　ミロクは剣を構え、銅像と対たい峙じする。





「――お前ごとき、学園長ひとりで充じゆう分ぶんだ」





　放課後の夕日を浴びて輝かがやく学園長こと、聖剣レギンガスト。その名前はジュジュも知っているが、威力は知らない。


　もしも知っていたら、すぐに逃げたであろう。


「行くぞ！　うおおおおおおおおっ！」


　剣を上段に振りかぶるミロク。


『あ、ミロクくん。その勢いはマズい。もっと手加減して――』


「え？」


　学園長の言葉を聞いた時には、もうミロクは剣を振り下ろしていた。


　聖剣レギンガストは、刀身から光を放って雲を割るという。


　それは伝説などではなかった。古代ジルサニアの付加魔法がかけられた聖剣は、まさしく強きよう烈れつな光を打ち出し、それは強力な刃やいばとなって銅像に向けて飛んだ。


「おわあああああっ！」


　光の刃の衝しよう撃げき波はによって地面が抉えぐれ、近くの校舎の窓ガラスが割れる。


『きゃあああああっ！』


　ギリギリで避よけたはずの銅像の右みぎ腕うでが吹ふき飛とび、水瓶が粉々になった。もちろん銅像なので血も出なければ痛がることもない。


　そして銅像を切り裂さいた光の刃はさらに直進し、巨きよ大だいな校舎にぶつかる。


　特に何にも遮さえぎられず、光の刃は校舎を通り抜けていった。と、思った次の瞬しゆん間かん、校舎の中でいくつもの悲鳴。何かが壊こわれる音が聞こえ、次に衝撃波によって窓ガラスが割れる。さらに校舎を通り抜けた光の刃は学園の壁かべを切り裂き、城下町へと飛んでいく。


　結果として、ミロクと学園長が飛ばした光の刃は、城下町を半分ほど切り裂いた時点で止まったそうな。


　幸運にも死者は出なかったが、ボヤ騒さわぎはあったそうだ。


「お、おおお……？」


『ほぉぉぉ……これが現役じゃったら、王宮まで届いてたのぅ……』


　腰こしを抜かすミロクに、少し楽しそうな声の学園長。


「ミロク。学園長。ちょっとこい」


　ブチ切れたジュジュが、主犯格二人を呼び出す。


　部下の騎き士しはともかく、自分の通っている学園のトップを叱しかりつけられる人物は、ジルサニアを探しても数少ない。ジュジュはその特権を余すことなく行使したのだった。





　　　　　　　＊





　翌日。


　ジルサニア騎士団詰つめ所しよ、通つう称しよう「聖書バイブル」にある赤目隊の部屋に集結する隊員たち。大きな荷物を抱かかえる彼らを机の上から眺ながめる、隊長のビスマルク。


「よーし、お前ら！　明日あしたは出しゆつ立たつだ！　準備はいいか！」


「はーい！」


　元気よく手を挙げるアーニィ。


「今度の旅は、前のベトより長いからな。火急の用事でもないから、焦あせることはない。俺たちの仕事は、いつも通りジュジュを守る。これだけだ。なければないでいいんだが、突とつ発ぱつ的てきにジュジュが人前で喋しやべる機会があるかもしれないから、それも支し度たくしとけよ」


「万ばん全ぜんだべ」


　化け粧しよう箱ばこを叩たたくフェリサ。


「……で、ミロクはどこいった」


「はぁ。それがですね。ジュジュが言ってたのですが……」


　困った顔をするトーラット。








『ええと、このたびは学園長の身でありながら、このような事態を招いてしまい、生徒をはじめとするジルサニア国民の皆みな様さまには多大なる迷めい惑わくをおかけしたことを、学園長として――』


「あ、『学園長』って単語が二回出てきてますけど」


『おお、そうじゃったな。訂てい正せいしてくれるか』


「はい」


　学園長の言う通りにペンを走らせるミロク。


『このたびは、銅像の身でありながら学園を破壊してしまって、誠に申し訳なく思うと共に、今後は学園の発展のために――』


　その横で同じように反省文を書く銅像。


「オラ、さっさと書け！　学園に提出する他ほかにも、父上に出す分があるんだからな！」


　そんなミロクたちをよそに、学園長室のソファでふんぞり返っているジュジュ。


「ていうかジュジュ、これ俺悪くないんじゃないか？」


「やかましい！　振ふったのはオメーだろ！　おかげで城下町にあるお気に入りのアクセサリー屋までブッ壊れたんだ！　連帯責任だ！」


『すまんのう、ミロクくん』


『巻き込んじゃって悪かったわねぇ、オホホホ』


「くそぉ……」


　ジュジュには叱られ、学園長には謝あやまられ、銅像は悪びれる態度もなく、行き場のない感情を抱えつつ、ミロクは反省文を書き続ける。


　他国への出立を控ひかえる前日でも、ミロクの騒がしい日々は変わらないのであった。






あとがき




　月光が差さし込こむ深夜の汁左弐亜じるさにあ城内。


　静まりかえった寝ね所どこにゆらめく蠟ろう燭そくの明かりが、美び姫きの顔を揺ゆらす。わずかな衣きぬ擦ずれの音に混じり、暗くら闇やみから聞こえる誰だれかの息づかい。


「誰じゃ」


「拙せつ者しやにございます、寿じゆ々じゆ姫ひめ」


　姫の背後に佇たたずんでいるのは、純白の忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ男。男といっても、まだ十八にも満たぬ童子である。


「〝飛とび兎うさの弥み勒ろく〟か。このような夜よ更ふけに何の用じゃ」


「賊ぞくが侵しん入にゆうしました。狙ねらいは姫です」


「そうか。では頼たのむ」


　そう言い放つと、寿々姫は掛かけ布ぶ団とんをパンと叩たたき、もそもそと潜もぐり込こんだ。


「オイ寝るな！　逃にげるんだよ姫！」


「うるさいなぁ。もう丑うし三みつ時どき過ぎてんじゃん。眠ねむいんだよ……」


「火ィ放たれたらどーすんだ！」


　わめく弥勒にも動じず、寿々姫は眠りの淵ふちへ落ちていく。あれだけ騒さわいでいるのにあっさり眠れるのだから、その肝きもの太さは常人を遥はるかに超こえている。


「フフフフ……たった十行も保もたずにダレるとは。修行が足りなさすぎるぞ弥勒」


「誰だ!?」


　弥勒が背後を見ると、そこには赤い装束を着たくのいちが立っていた。長い髪かみを縛しばっており、化け粧しようっ気けはないものの妖よう艶えんな女の色香を放っている。すでに忍刀を抜ぬいており、目には殺気が籠こもっていた。


「お前は……！　同門の仙しえん藍らんじゃないか！　何故なぜここに!?」


「それはこちらの台詞せりふだ。里を抜けたお前が、まさか汁左弐亜の犬になっていたとは思わなかったぞ。分かっているな弥勒。抜ぬけ忍にんに対する処しよ罰ばつはただひとつ」


「くっ……！」


　弥勒も背中の忍刀を抜く。彼女の強さは弥勒が一番良く知っている。任務遂すい行こうのためならどんな犠ぎ牲せいをも厭いとわない、非情な性格をしていることも。


　それで弥勒は気づく。


「しまった！」


　すぐに寿々姫を守ろうと走るが、


「遅おそいわ！」


　仙藍が投げた苦く無ないは、眠っている寿々姫の布団に突つき刺ささった。


「その苦無には附子ぶすが塗ぬってある！　どんな生き物だろうと、のたうち回って死ぬだろうよ！　悔くやしいか!?　お前の始末はこれからだ！　姫を失った苦しみが、刀を持つ手を鈍にぶらせるのさ！」


「……果たして、そうかな？」


　弥勒がにやりと口元をゆがめる。


「何だと!?」


　仙藍が刺した布団の中から手が伸のび、彼女の足を摑つかんだではないか。


　その手は人間のものではなく、木と歯車で構成されたからくりだった。


「これぞ忍法空うつ蟬せみ！　〝からくり使いの十とお鼠らつと〟が作った秘伝のからくり、逃のがれられるものなら逃れてみな！」


「くっ！」


　からくりの手は布団の中から六本くらい飛び出ており、その全すべてが仙藍の手足にしがみつく。あっと言う間に全身を封ふうじられてしまった彼女は、悔しそうな顔で弥勒を睨にらんだ。


「殺せ弥勒！」


「殺すわけないだろ、たかがあとがきで……」


「なら、私をどうするつもりだ!?」


　その問いに答えたのは弥勒ではなかった。


「さーて、どーすっかなー」


　障子をスパーンと開け放ち、本物の寿々姫が現れた。その肩には一匹ぴきのウサギがのっている。


「姫！　それに師し匠しよう！」


「よくやったな弥勒。お前は囮おとりだけは完かん璧ぺきにこなすな」


「ははっ！」


　ウサギに褒ほめられると、弥勒は深く頭こうべを垂たれた。このウサギ、忍しのびの道を究きわめた仙せん人にんだそうだ。海を越こえた遠い国ではネズミの師匠が亀かめに忍術を教えているそうだから、そういうものなのかと弥勒は納なつ得とくしている。


「して、彼女をどうするつもりなのですか、師匠」


「そりゃお前、古今東西くのいちを捕つかまえたらエロい拷ごう問もんって相場が決まってんだよ」


　当然だと言わんばかりにウサギの師匠は指を立てた。


「なっ!?」


　予想していなかったのか、顔を赤らめる仙藍。


「よーし徹てつ底てい的てきにやってやれ。二度と本編に登場できなくなるくらい恥はずかしい思いをさせてろうぜ」


　寿々姫までノリ気だ。


「任せときな。十鼠のからくりで、そりゃもうファンタジア文庫じゃ絶対に掲けい載さいできないようなエロい拷問をだな――」


「ひぃぃぃぃっ！」


　ウサギの師匠の手がいやらしく動くのを見て、仙藍が震ふるえ上がる。


「そ、そんなのは聞いてないぞ！　私は御ご免めんだ！」


　仙藍は大きく息を吸い込むと、何かを吐はき出した。それは小さな玉だが、畳たたみに転がると黒い煙けむりを吐き出す。脱出用の煙えん幕まくだった。


　コレ幸いにと、仙藍が捕まっているからくりを外はずしてやる弥勒。


「ホレ、逃げろ」


「あ、ありがとう。いいのか弥勒」


「いいさ。俺の妹に不ふ埒らちな真似まねをするヤツは、師匠だろうとあとがきだろうとブッ殺してやる……！」


　殺意に燃えながら忍刀を構える弥勒。


　標的のウサギは、いまだ煙に咽むせている。


　汁左弐亜城の血塗られた夜は、これから始まるのだった。





　　　　　　　＊





　何かの間ま違ちがいで、初めてこの本を手に取った人。頼むから閉じないでくれ。


　今回の六巻は、ミロクを読んだことがない人でも楽しめる作りになっているが、あとがきは初めての人じゃついていけないだろうよ。だけどもう二巻からの恒こう例れいになってるんだ、勘かん弁べんしてくれ。





　というわけで今回のミロク、巻数は「六巻」となってるけど、内容はまったく進展してないのだ。今までドラゴンマガジンに掲載された短編を集めたもので、言ってみれば番外編なんだ。


　本編が進むのを期待してくれた読者には申し訳ないが、たまにはこんな寄り道もさせてくれ。でないと今までドラマガに書いた短編ムダになっちゃうから！





　なんだかんだで俺、短編集出すの初めてなんだよね。


　今まで他社で短編書いたことは何度もあるんだけど、全部俺の短編が載のってる本を出したのはこれが最初なんだわ。


　で、他の作家さんが書いた短編集のあとがき見てると、各話についてのコメントを書いたりしてるみたいだね。こんな「本日の忍者ミロク」とか書いてる作家さんは皆かい無むだったよ。当たり前だけどさ。


　じゃあ、俺も当時を振ふり返かえってコメント書いてみようか！





・地の月　二十六日　体育館地下にて


担当「ミロクの短編書け」


俺　「どんなのがいいスか」


担当「ドラマガの読者層は学生が多い。あとラブコメが大好きだ」


俺　「なるほど学園ラブコメ。それを踏ふまえて、こんなの書きました」


担当「…………」





・獣けものの月　十日　第七校舎裏手にて


担当「てめぇラブコメ書けっつったろーが！　なんだあの一話は!?」


俺　「あれ、これラブコメじゃないですか？」


担当「全然違う！　もっとキュンとするようなの書け！」


俺　「じゃあ学園長の話でも」


担当「誰がキュンとするんだそんなの。没ボツだ」


俺　「なら美しい女性の石像が」


担当「うんうん」


俺　「ミロクをマウントポジションで殴なぐる話を」


担当「ラブコメって言ってるだろ！」





・緑の月　二十四日　学園内プールにて


担当「ラブコメは書けたが、まだ足りないものがある！」


俺　「なんスか」


担当「おっぱいだよ！　露ろ出しゆつだよ！　ひめぱら見習えよ！」


俺　「水着で勘弁してください」


担当「よし、第一段階クリアだ」


俺　「第二段階は？」


担当「高たか階しな氏におっぱいを描かかせる」





・塩の月　五日　倉庫にて


担当「やればできるじゃねーか」


俺　「お褒ほめにあずかり光栄であります、マム」


担当「だがミロクとジュジュのイチャイチャが足りない。もっとくっつけろ」


俺　「くっつけました」


担当「そういう意味じゃなくてな」





・精せい霊れいの月　三十日　学園長室にて


俺　　「実はボツになった話がありまして」


新担当「どんな話でしょうか」


俺　　「学園長の話なんですが」


新担当「やりましょう」


俺　　「えっ」


新担当「えっ」





　ページ数の関係でどうしても仕方なく不ふ可か抗こう力りよくで一部の会話を端折はしよることになってしまったが、内容そのものに噓うそ偽いつわりはほとんどなかったりする……。


　とか言ってるうちに、もう時間がきてしまった。


　みなさん、こんなあとがきに付き合ってくれて、本当にありがとう。





　次の巻でまた会おう！


　今度こそ本編の続きだよー！







二〇一〇年十月　田 口　仙 年 堂　
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「１　地の月　二十六日　体育館地下にて」　　　ドラゴンマガジン２００９年５月号


「２　獣の月　十日　第七校舎裏手にて」　　　　ドラゴンマガジン２００９年７月号


「３　緑の月　二十四日　学園内プールにて」　　ドラゴンマガジン２００９年９月号


「４　塩の月　五日　倉庫にて」　　　　　　　　ドラゴンマガジン２００９年11月号


「５　精霊の月　三十日　学園長室にて」　　　　書きおろし
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